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学校名　高志高校

学科名 対象学年 単位数

普通科（高入生） 1 5

科目の目標

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

　国語で伝え合う力を進
んで高めるとともに、言
語文化に対する関心を深
め、国語を尊重してその
向上を図ろうとする。

　目的や場に応じて効果
的に話し的確に聞き取っ
たり、話し合ったりし
て、自分の考えをまと
め、深めている。

　相手や目的、意図に応
じた適切な表現による文
章を書き、自分の考えを
まとめ、深めている。

　文章を的確に読み取っ
たり、目的に応じて幅広
く読んだりして、自分の
考えを深め、発展させて
いる。

　伝統的な言語文化及び
言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し、
知識を身につけている。

評価方法

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

評価の観点および評価規準

【関心・意欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題や小テスト等への取り組み状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査、到達度確認テストの得点。
【表現力】文字作品（随筆・感想等）、音声表現（スピーチ等）の内容や完成度

「改訂版　国語総合　現代文編」「改訂版　国語総合　古典編」（数研出版）

教科書（出版社・タイトル）

漢文読本（大修館）、新総合国語図説（東京書
籍）、完全マスター古典文法（第一学習社）、新明
説漢文（尚文出版）、頻出漢字マスター３０００
（尚文出版）

補助教材等

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
し、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図る態
度を育てる。

科目名

国語総合



単元（学習）目標 教材 話す・聞く能
力

書く能力 　読む能力 　知識・理解

随想

知の体力

・具体例から問題提起に至る文章構成

をとらえている。（記点）

・指示語や接続語に注意して文脈を的
確に読み取っている。（記点）

・慣用句について理解し，使いこなせる言葉

の数を増やしている。（記分）

筆者が主張する「知の体

力」をつけるための勉強に

はどのようなものがあるか話
し合うこと。

評論
水の東西

・文章の具体例と抽象的表現を的確に
とらえている。（記点）

・文章の組立てについて理解している。（記
点）

・同音異義語について理解し，使いこなせる

言葉の数を増やしている。（記分）

文章の内容をふまえて，日
本と西洋の文化の違いに

ついて書くこと。/段落の役

割や対比関係に注意して

読むこと。

・目的や場に応じて，効果的に話す。

・話したり聞いたりしたことの内容や表現の
仕方について自己評価や相互評価を行

い，自分の話し方や言葉遣いに役立てる。
・文体の特色について理解する。

表現１

　
スピーチ

・何のために，誰に向

かって，どのような条
件で話すのかを考え

て，それにふさわしい
話し方をしている。

（行観）

・文体の特色につい

て理解する。・表現の
仕方についての評価

を通して得たことを，

話す速度や抑揚，間
の取り方などを改善

することに生かしてい

る。（行確）

・文体の違いによる特色について理解してい

る。（行観）

状況に応じた話題を選んで

スピーチをすること。

宇治拾遺物

語

児のそら寝

・文章を表現に即して読み，「児」や

「僧」の心情や人物像をとらえている。

(行確）

・古語と現代語の共通点，相違点について

気付いている。（行観）

・歴史的仮名遣い・語句の意味について理
解している。（記確）

古典を現代の物語に置き

換えること。

宇治拾遺物

語
絵仏師良秀

・文章を表現に即して読み，「良秀」の

心情や人物像をとらえている。（行確）

・語句の意味について理解している。（行確）

・文章が語り継がれてきた理由を考え，作品
としての価値に気付いている。（行観）

・文語のきまり（歴史的仮名遣い・動詞・形容
詞・接続助詞「ば」）を理解している。（記点）

本文に使われている形容

詞をすべて抜き出し，活用
の種類と活用形を調べるこ

と。

沙石集

孝孫

・文章に描かれている情景を，文や文

章，語句などから離れないようにして読

み，人物の言動や状況をとらえる手掛
かりとしている。（行観）

・語句の意味について理解している。（記確）

・「老人を捨てる」という構成の物語が，さまざ

まな時代・内容で書かれていることに気付い
ている。（行観）

・文語のきまり（動詞・形容詞・形容動詞）を理
解している。（記点）

文章の内容と同じ構成の文

章を調べて，感想を話し合

うこと。

入門一 ・漢文訓読の文体に注意しながら読ん

でいる。（行観）

・漢文と現代日本語について，文の構造上の

違いを理解している。（行観）

・訓読のきまり（訓点を用いた訓読方法・書き
下し文）を理解している。（記点）

・漢文訓読の文体が，現代語の文章表現の

骨格の一つとなっていることに気付いてい

る。（行観）

入門二 ・訓読のきまり（再読文字の意味・用法，置き

字の意味・用法）を理解している。（記点）

・文章に描かれた人物，心情を表現に即し

て読み味わう。

・語句の意味を理解し，語彙を豊かにす

る。

・常用漢字の読みに慣れ，また正しく書く。

小説

羅生門

・文章に描かれている人物の心情を表

現に即して読み，その人物像をまとめ

ている。（行観）

・語句の意味には広がりがあることを理解し

ている。（行観）

・常用漢字の音訓を正しく読み，また文脈に

応じて正しく書いている。（記点）

文章を読み比べ，内容や

表現の仕方について感想

を書くこと。/５W1Hをとらえ

て読むこと。比喩表現や登

場人物の行動・発言の内容
をとらえ，その心理や人物

像をまとめること。

詩
六月

・詩の構成やリズム感を確かめ，その特
徴について考察している。（行観）

・詩の構成やリズムが，表現上の特別な効果
を生み出すことがあることを理解している。

（行観）

情景や心情の描写を取り入
れて，詩をつくること。

詩

 I was born

・詩に特徴的な色彩

である「白」に対して

の認識を自らの内部

に形成している。（行

分）

・散文詩の形式について理解している。（行

観）

文章の表現の特色につい

て自分の考えを発表するこ

と。

・文章の内容を叙述に即して的確に読み
取り，必要に応じて要約したり詳述したりす

る。

・言語の役割について理解する。

・文章の組立てや語句の意味を理解し，語
彙を豊かにする。

評論
ものとことば

・「もの」と「ことば」の関係を読み取り，
「ことば」の特質についてまとめている。

（行確）

・「実念論」と「唯名論」について理解

し，「唯名論的な考え方」について，分
かりやすく説明している。（記点）

・言葉の虚構性と人間世界との関わりについ
て理解している。（記分）

・正しく理解し，使いこなせる言葉の数を増

やしている。（記点）

日本語と英語の表現の特
色や違いについて調べ，話

し合うこと。/現状分析の内

容をとらえ，具体例と抽象

的見解を対応させて読むこ
と。

・対象を適切な表現の仕方を考えて書く。

・文章の組立てについて理解する。

表現２

文章要約

・文章の中心的な部

分と付加的な部分と

を，書き分けている。

（記分）

・文章の組立てについて理解している。（記分）評論文の内容を指定字数

でまとめること。

文章のリズムを意識しなが

ら，音読をすること。
漢
文
／
前
期
中
間
①
ま
で

国語総合

・文章に描かれた人物，心情を表現に即し

て読み味わう。

・言語文化の特質に気付き，伝統的な言語
文化について理解する。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。

古
文
／
前
期
中
間
①
ま
で

現
代
文
／
前
期
中
間
②
ま
で

・文章の構成や展開を確かめ，内容や表現
の仕方について評価する。

・文章の組立て，語句の意味，用法及び表

記の仕方などを理解し，語彙を豊かにす

る。
・話題について様々な角度から検討して自

分の考えを持つ。

・文章の形態に応じた表現の特色に注意し

て読む。

・我が国の文化と外国文化との関係に気付
く。

・訓読のきまりについて理解する。

具体的な評価規準（評価方法）
（行観）…行動の観察，（行確）…行動の確認，（行分）…行動の分析

　／（記点）…記述の点検，（記確）…記述の確認，（記分）…記述の分析

単元全体で取り上
げる言語活動/学習
活動
（特に着眼したい読
解のための活動）

分
野
／
期
間

・文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図

をとらえる。

・語句の意味や用法を理解し，語彙を豊か
にする。

・常用漢字の読みに慣れ，また正しく書く。

現
代
文
／
前
期
中
間
①
ま
で



徒然草

つれづれな
るままに／友

とするにわろ

き者

・序段の内容から，筆者がなぜこの文

章を書いたのか，なぜこのように書いた
のかなどに迫っている。（行確）

・「わろき友」「よき友」について，どうし

て筆者がこのように描いているのかをと

らえている。（行確）

・語句の意味について理解している。（記確）

・文語のきまり（動詞・形容詞・形容動詞）を理
解している。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

兼好法師や徒然草につい

て調べてまとめること。

徒然草
神無月のこ

ろ

・「この木なからましかば」について，ど
うして筆者がこのように描いているのか

をとらえている。（記分）

・文語のきまり（過去の助動詞や，「なり」の識
別）を理解している。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

他の章段と内容の比較や
関連づけを行い，作者の思

想について話し合うこと。

徒然草

同じ心ならん

人と

・場面の変化，心情の内容など文章の

筋道を的確にとらえている。（行観）

・文語のきまり（推量の助動詞や，係り結び）

を理解している。（記点）

作者の友人についての思

いについて自分の考えも含

めて，話し合うこと。

徒然草

ある人、弓射
ることを習ふ

に

・漢文調の表現や修辞法など筆者の工

夫をとらえて読んでいる。（記確）
筆者がなぜこの文章を書いたのか，な

ぜこのように書いたのかなどに迫ってい

る。（記確）

・語句の意味について理解している。（記確）

・文語のきまり（助動詞「べし」）を理解してい
る。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

文章の表現上の工夫につ

いて話し合うこと。

徒然草

丹波に出雲

といふ所あり

・言動や情景の描写から，「聖海上人」

の心情の変化を読み取っている。（行

観）

・文語のきまり（助動詞「り」「けり」「す」「む」

「ぬ」「べし」）を理解している。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

登場人物の行動について

自分の考えを話し合うこと。

徒然草

奥山に猫ま

たといふもの

ありて

・文章に描かれている情景を，文や文

章，語句などから離れないようにして読

み，人物の言動や状況をとらえる手掛

かりとしている。（行観）

・文語のきまり（「なり」「し」の識別）を理解して

いる。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

文章の構成上の工夫につ

いて話し合うこと。

徒然草

花は盛りに

・「月の見所」「花の見所」について，ど

うして筆者がこのように描いているのか

をとらえている。（行確）

・文語のきまり（推量の助動詞）を理解してい

る。（記点）

作者の自然や人事に対す

る姿勢について自分の考え

を発表すること。

・目的や場に応じて，題材を選ぶ。

・書いた文章について自己評価や相互評

価を行い，自分の表現に役立てる。

・文章の組立てや語句の意味を理解し，語
彙を豊かにする。

・常用漢字を正しく書く。

【読み継がれ

る古典】友人

の条件

・『徒然草』の中から，

目的にふさわしい章

段を適切に選んでい

る。（記分）
・読み手を意識した適

切な用語や引例など

をとらえている。（行

分）

・文章の組立てについて理解している。（記

分）

・主な常用漢字を文脈に応じて正しく書いて

いる。（記点）

情景や心情の描写を取り入

れて，随筆を書くこと。

漁夫之利 ・「蚌」「鷸」「漁者」をどのように筆者が

描いているのかをとらえ，「漁父の利」と

いう言葉の意味の深さに気付いてい

る。（行観）

・訓読のきまり（否定の「不」の用法）を理解し

ている。（記点）

・日本語としての「漁夫の利」という言葉が歴

史的にみてどのように成立してきたかを理解
している。（記確）

故事成語について調べて

まとめること。

矛盾 ・「楚人」の言葉をどのように筆者が描
いているのかをとらえ，「矛盾」という言

葉の意味の深さに気付いている。（行

観）

・訓読のきまり（助詞・助動詞として読む語は
平仮名で書き下すきまり）を理解している。

（記点）

・日本語としての「矛盾」という言葉が歴史的

にみてどのように成立してきたかを理解して

いる。（記確）

「矛盾」という言葉を用いて
文章を書くこと。

狐借虎威 ・「百獣」「虎」「狐」をどのように筆者が
描いているのかをとらえ，「虎の威を借

る狐」という言葉の意味の深さに気付い

ている。（行観）

・訓読のきまり（置き字の意味・用法）を理解
している。（記点）

・日本語としての「虎の威を借る狐」という言

葉が歴史的にみてどのように成立してきたか

を理解している。（記確）
・漢語が，現代語の文章表現の骨格の一つ

となっていることに気付いている。（行観）

故事成語について調べて
まとめること。

朝三暮四 ・「朝三暮四」と「朝四暮三」とをどのよう

に筆者が描いているのかをとらえ，「朝
三暮四」という言葉の意味の深さに気

付いている。（行観）

・訓読のきまり（再読文字の意味・用法）を理

解している。【知・理】（記述の点検）
・日本語としての「朝三暮四」という言葉が歴

史的にみてどのように成立してきたかを理解

している。【知・理】（記述の確認）

・漢語が，現代語の文章表現の骨格の一つ
となっていることに気付いている。【知・理】

（行動の確認）

故事成語について調べて

まとめること。

・文章の内容を要約したり詳述したりする。
・文章の組立てについて理解する。

評論
時間と自由

の関係につ

いて

・「時間」について説明されている箇所
を要約したり，分かりやすく説明したり

している。（行確）

・文章の組立てについて理解している。（行
観）

「時間」に関する様々な文
章を読み，感想を述べるこ

と。/キーワードに注意しな

がら段落の関係をとらえるこ

と。

・文章の内容を叙述に即して的確に読み
取り，必要に応じて要約したり詳述したりす

る。

・文章の内容に応じた表現の特色について

理解する。
・国語における表現の特色，語句の意味や

用法を理解し，語彙を豊かにする。

評論
無痛化する

社会のゆくえ

・「無痛化」というキーワードを用いて展
開される論を読み取り，筆者の意図す

る内容を説明できる。（行観・記点）

・敬体を用いた文末表現の効果を，常

体と比較しながら理解している。（行観・
記点）

・同音異義語について理解し，使いこなせる
言葉の数を増やしている。（記分）

本文の具体例となるような
話を自分でも探して発表し

てみること。

・文章の形態や文体，語句などを工夫して

書く。

・適切な表現の仕方を考えて書く。
・表現の特色や言語の役割を理解する。

表現３

手紙

・文章の形態や文

体，語句などに合っ

た適切な表現の仕方
で書いている。（記

確）

・相手や目的などに

よって，簡潔な述べ
方や丁寧な述べ方，

断定的な述べ方や婉

曲的な述べ方などを

適切に使い分けてい

る。（記分）

・手紙やメールに固有の表現の技法や語句

の用い方などがあることについて理解してい

る。（記分）

相手や目的に応じた語句

を用い，手紙を書くこと。

現
代
文
／
前
期
期
末
ま
で

・文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図

をとらえる。
・文語のきまりや語句の意味を理解する。

古
文
／
前
期
中
間
②
ま
で

・文章の内容に応じた表現の特色に注意し

て読む
。・文章の構成や展開を確かめ，筆者の意

図をとらえる。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。
・文章に描かれた人物，心情を表現に即し

て読み味わう。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。

・文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わう。

・我が国の文化と外国文化との関係につい

て気付く。
・訓読のきまりについて理解する。

・国語における言葉の成り立ちを理解す

る。

漢
文
／
前
期
中
間
②
ま
で



伊勢物語

芥川

・地の文と和歌の関係をふまえて男の

心情をとらえている。（行観）

・歌物語における和歌の修辞や，語句の用

い方について理解している。（行観）
・文語のきまり（助詞の種類と働き）を理解し

ている。（記点）

文章の構成上の工夫につ

いて話し合うこと。

伊勢物語
東下り

・四首の歌を比較して，男の心情をとら
えている。（行観）

・文語のきまり（接続助詞「ば」同格の格助詞
「の」）を理解している。（記点）

・歌物語における和歌の修辞や，語句の用

い方について理解している。（行観）

在原業平について調べまと
めること。

伊勢物語

筒井筒

・贈答歌の手法を理解して，登場人物

の心情をとらえている。（行観）

・文語のきまり（係り結び）を理解している。

（記点）

・和歌の修辞や，語句の用い方について理

解している。（記確）

文章中の登場人物の心情

について自分の考えを述

べること。

伊勢物語

あづさ弓

・和歌に描かれている人物の心情を表

現に即して読んでいる。(記確）

・和歌の修辞や，語句の用い方につい
て理解している。（記確）

・文語のきまり（「に」の識別）を理解している。

（記点）

・語句の意味について理解している。（記認）

さまざまな文章を読み比

べ，和歌という表現の効果

について感想を述べるこ
と。

管鮑之交 ・我が国の言語文化は，中国文化の受容とそ

の変容とを繰り返しつつ築かれてきたことに
気付いている。（行観）

・中国の伝統的な名づけの習慣を理解し，我

が国の文化との関係に気付いている。（行

観）
・日本語としての「管鮑の交わり」という言葉

が歴史的にみてどのように成立してきたかを

理解している。（記確）

・語句・語彙の構造的な仕組みについて理
解している。（記確）

人間関係を表わす成語とそ

のもととなる話を調べて発
表すること。

晏子之御 ・訓読のきまり（複合語の用法）を理解してい

る。（記点）
・漢語が，現代語の文章表現の骨格の一つ

となっていることに気付いている。（行観）

漢文でよく用いられる複合

語の読み方について調べ
てまとめること。

鶏口牛後 ・我が国の言語文化は，中国文化の受容とそ

の変容とを繰り返しつつ築かれてきたことに

気付いている。（行観）

・日本語としての「鶏口牛後」「合従連衡」とい

う言葉が歴史的にみてどのように成立してき
たかを理解している。（記確）

・和漢異義語「故人」「人間」「百姓」「城」につ

いて，日本語での意味と漢文での意味を理

解している。（記確）

中国戦国時代の外交政策

について調べてまとめるこ

と。

・文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図
をとらえる。

・文章の内容を叙述に即して的確に読み

取り，必要に応じて要約したり詳述したりす

る。

・我が国の伝統的な文化に則った語句の

意味や用法を理解し，伝統的な言語文化
への興味・関心を広げる。

評論
 「間」の感覚

・具体例と筆者の抽象的見解を的確に
とらえている。（記点）

・筆者の主張を一文にまとめて表現で

きる。（記点）

・日本人の生活，美意識や倫理と深く結びつ
いた「間」の感覚について理解し，「間」の字

を含む二字熟語を複数あげて意味により分

類できる。（記分）

筆者の主張の具体例となる
ものを話し合ってあげてみ

ること。

短歌 ・三十一文字のリズムや句切れをふま

えて短歌を読んでいる。（行観）

・短歌の特色に気付き，日本の伝統的な言

語文化に対する関心を広げている。（行観）

・詠嘆表現，体言止め，反語表現，命令表現
などが，表現上の特別な効果を生み出すこと

があることを理解している。（記確）

情景や心情の描写を取り入

れて，短歌をつくること。

俳句 ・十七文字のリズムや切れ字をふまえ

て俳句を読んでいる。（行観）

・俳句の特色に気付き，日本の伝統的な言

語文化に対する関心を広げている。（行観）

・体言止め，切れ字，対比，比喩などが，表

現上の特別な効果を生み出すことがあること
を理解している。（記認）

俳句をつくり，句会を開くこ

と。

・文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図

をとらえる。・文章の組立てについて理解す
る。

評論

動的平衡の
回復

・現状を分析している箇所と結論部分と

を的確にとらえて，筆者の考えを読み
取っている。（記点）

・文章の組立てについて理解している。（記

検）

自然環境と現代生活の関

係について話し合うこと。/
現状分析の内容をとらえ具

体例と抽象的見解を対応さ

せること。

・論理の構成や展開を工夫して自分の考え

を文章にまとめる。
・優れた表現に接してその条件を考えたり，

書いた文章について自己評価や相互評価

を行ったりして，自分の表現に役立てる。

・常用漢字を正しく書く。

表現４

意見文

・自分の考えの妥当

性を裏付ける，客観
性や信頼性の高い資

料を用い，自らの論

が成り立つ根拠を示

している。（記確）
・自分や他の生徒が

書いた文章を評価

し，直すべき点を明ら

かにしている。（記分）

・主な常用漢字を文脈に応じて正しく書いて

いる。（記確）

出典を明示して文章や図

表などを引用し，意見文を
書くこと。

竹取物語

なよ竹のかぐ
や姫

・文語のきまり（推量の助動詞・推定の助動

詞）を理解している。（記点）
・語句の意味について理解している。（記確）

平安時代の男女の成人の

儀式について調べてまとめ
ること。

竹取物語

天人の迎へ

・文語のきまり（敬語の種類・敬意の対象）を

理解している。（記点）

『竹取物語』全文を読み感

想文を書くこと。

枕草子

春はあけぼ

の／近うて遠

きもの、遠く
て近きもの

・文章に表れている筆者の思考の流れ

に目を向け，筆者の美的価値観をとら

えている。（記確）

・句読点による違いをふまえて読んで
いる。（記点）

・語句の意味や表記の仕方について理解し

ている。（記確）

・語句の意味について理解している。（記確）

兼好法師と清少納言の景

物の取り上げ方について話

し合うこと。

枕草子

雪のいと高う

降りたるを

・文語のきまり（敬語の種類・敬意の対象）を

理解している。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

清少納言について調べまと

めること。

枕草子

中納言参り

給ひて

・文語のきまり（敬語の種類・敬意の対象）を

理解している。（記点）

さまざまな文章を読み比

べ，作者や登場人物につ

いて話し合うこと。

漢
文
／
前
期
期
末
ま
で

・文章に描かれている情景を，文や文

章，語句などから離れないようにして読
み，「かぐや姫」や「翁」の心情や状況を

とらえる手掛かりとしている。（記確）

現
代
文
／
後
期
中
間
①
ま
で

・文章の内容や形態に応じた表現の特色

に注意して読む。

・国語における表現の特色について理解
する。

・文章の語句の意味，用法及び表記の仕

方などを理解し，語彙を豊かにする。

古
文
／
前
期
期
末
ま
で
で

・文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わう。
・文語のきまりや語句の意味を理解する。

古
文
／
後
期
中
間
①
ま
で

・文章の内容や形態に応じた表現の特色

に注意して読む。・文章の構成や展開を確

かめ，筆者の意図をとらえる。

・語句の意味や表記の仕方を理解する。
・文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わう。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。 ・文章に描かれている情景を，文や文

章，語句などから離れないようにして読

み，登場人物の心情や状況をとらえる
手掛かりとしている。（行観）

・文章の内容や形態に応じた表現の特色

に注意して読む。
・文語のきまりや表現の特色を理解する。

・文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わう。
・我が国の文化と外国文化との関係につい

て気付き，伝統的な言語文化への興味関

心を広げる。

・訓読のきまりについて理解する。
・国語における言葉の成り立ちを理解す

る。

・文章に描かれている人物の心情を表

現に即して読み，歴史的背景も含めて
読み深めている。（行確）



絶句 ・絶句の形式や起承転結・語句・語彙の構造

的な仕組みについて理解している。（行観）
・語句・語彙の構造的な仕組みについて理

解している。【知・理】（記述の確認）

詩に表現された光景の場

所や心情の背景を調べ，鑑
賞文を書くこと。

律詩 ・律詩の形式や対句表現・語句・語彙の構造
的な仕組みについて理解している。（行観）

詩に表現された光景の場
所や心情の背景を調べ，鑑

賞文を書くこと。

・文章の内容を叙述に即して的確に読み

取り，必要に応じて要約したり詳述したりす

る。
・語句の意味や用法を理解し，語彙を豊か

にする。・常用漢字の読みに慣れ，また正

しく書く。

評論

命は誰のも

のなのか

・医学の発達と死の問題の複雑化との

関連を詳しく説明できる。（記点）

・筆者の主張の要点を整理して説明で
きる。（記検）

・正しく理解し，使いこなせる言葉の数を増

やしている。（記点）

・常用漢字の音訓を正しく読み，また文脈に
応じて正しく書いている。（記点）

本文をふまえて自分の意見

を書くこと。

・課題を解決したり考えを深めたりするため
に，表現の仕方や進行の仕方などを工夫

して話し合う。

・話し合ったことの内容や表現の仕方につ

いて自己評価や相互評価を行い，自分の

話し方や言葉遣いに役立てる。

・言語の役割について理解する。

表現５

ディベート

・相手の考えをふまえ
て自分の考えを説明

したり，考えを相対化

したりして話し合って

いる。（行確認）

・自分や他の生徒の，

話すこと・聞くこと，話
し合うことを評価し，

直すべき点を明らか

にしている。（行確）

・話すこと・聞くことにおける言語運用が，個
人や社会の中で果たしている役割について

理解している。（行観）

反論を想定して発言した
り，疑問点を質問したりしな

がら討論を行うこと。

万葉集 ・長歌や短歌の形式・枕詞をふまえて

読んでいる。（行確）

古今和歌集 ・掛詞の使い方をふまえて読んでいる。

（行確）

新古今和歌
集

・体言止めや本歌取りの効果をとらえて
読んでいる。（行確）

土佐日記

門出

・表現の技法や文体など筆者の工夫を

とらえて読んでいる。（記確）

・文語のきまり（「なり」「ぬ」の識別）を理解し

ている。（記点）

文章（の文体）にこめられた

筆者の意図について話し

合うこと。

土佐日記

忘れ貝

・文章表現から登場人物の心情や状況

をとらえている。（行観）

・歌のやりとりの手法を理解して，登場

人物の心情をとらえている。（行観）

・文語のきまり（「なむ」の識別）を理解してい

る。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

当時の船旅について調べ

て発表すること。

土佐日記

帰京

・心情の推移を的確にとらえている。

（行観）

・文語のきまり（「こそあれ，」）を理解してい

る。（記点）
・語句の意味について理解している。（記確）

文章（の最後の部分）に込

められた筆者の意図につい
て話し合うこと。

論語 ・孔子が理想とした生き方・人との関わ

り方を表現に即して読み取り，自身の

生活経験から読み深めている。（記確）

・我が国の言語文化は，中国文化の受容とそ

の変容とを繰り返しつつ築かれてきたことに

気付いている。（記点）

孔子の生き方や思想につ

いて調べて発表すること。

孟子 ・孟子が理想とした政治のあり方を表現
に即して読み取り，自身の内面と重ね

て読み深めている。（記確）

・日本語としての「五十歩百歩」という言葉が
歴史的にみてどのように成立してきたかを理

解している。（記確）

儒家思想が日本文化に与
えている影響を調べて発表

すること。

【読み継がれ

る古典】弟子

・表現の技法や語句の使い方など筆者

の工夫をとらえて読んでいる。（行観）

さまざまな文章を読み比

べ，感想を述べること。

・文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わう。
・国語における表現の特色について理解

する。

小説

 城の崎にて

・文章に描かれている人物の心情を表

現に即して読み，「私」が至った認識を
もとに「生命」について自分の考えを深

めている。（行確）

・「同語の繰り返し」「擬音語・擬態語」「主語

の抑制」などの表現技巧の特色と効果につ
いて理解している。（記点）

・筆者の体験が言語化され，文学作品となる

ことで，筆者の感情が昇華されて普遍的な意

味を持つようになることを理解している。（行
確）

・筆者の体験が言語化され，文学作品となる

ことで，筆者の感情が昇華されて普遍的な意

味を持つようになることを理解している。（行

確）

自分の体験をふまえて八〇

〇字程度の文章を書くこ
と。/文体に注意して朗読

すること。文章中の時間軸

を把握し，登場人物の行動

や内面の変化をとらえるこ
と。

・文章の内容を叙述に即して的確に読み

取る。

・言語の役割について理解する。

評論

記録するこ

と、表現する
こと

・「主観」「対象」「概念」「相克」「拮抗」

などの語句に注意して文脈をとらえ，筆

者の考えを，過不足なく読み取ってい
る。（記確）

・言語が個人や社会の中で果たしている役

割について理解している。（行確）

・異文化の理解を可能にする言語の特質と，
異文化を言語で表現することの難しさとを理

解している。（行確）

自身の言語生活をふまえ

て，言語の特色について話

し合うこと。/接続語やキー
ワードに注意して読むこと。

・話したり聞いたりしたことの内容や表現の

仕方について自己評価や相互評価を行

い，自分の話し方や言葉遣いに役立てる。

・幅広く本や文章を読み，情報を得て用い
る。

・語句の意味を理解し，語彙を豊かにす

る。

表現６

プレゼンテー

ション

・自分や他の生徒の，

話すこと・聞くこと，話

し合うことを評価し，

直すべき点を明らか
にしている。（行観）

・情報源を選択し，そこから得た情報を

評価したり，目的に応じて適切に加工

したりしている。（行確）

・正しく理解し，使いこなせる言葉の数を増

やしている。（行確）

調査したことをまとめて発表

すること。

・文章の内容や形態に応じた表現の特色

に注意して読む。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。

平家物語

祇園精舎

・対句表現や対句構造をふまえて読ん

でいる。（行観）

・文語のきまり（助動詞「ごとし」）を理解してい

る。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

文章のリズムを意識しなが

ら，音読をすること。

・文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わう。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。

平家物語

木曽の最期

・人物，情景，心情などを，どうして筆者

がこのように対比的に描いているのか

をとらえ，その効果について考えてい

る。（行確）

・文語のきまり（音便・敬語）を理解している。

（記点）

・語句の意味，語句の用法，表記の仕方に

ついて理解している。（記確）

さまざまな文章を読み比

べ，内容について話し合う

こと。

・文章の内容や形態に応じた表現の特色
に注意して読む。

・語句の意味，語句の用法，表記の仕方に

ついて理解する。

おくのほそ道 ・俳諧の表現技法をふまえて読んでい
る。（行観）

さまざまな文章を読み比
べ，内容について話し合う

こと。

雑説 ・論説文という文章形態をふまえて読ん

でいる。（行観）

・訓読のきまり（部分否定と全部否定）を理解

している。（記点）

羆説

・「雑説」との文章形態の共通点をふま

えて読んでいる。（行観）

・訓読のきまり（多義の助字の用法）を理解し

ている。（記点）

詩人貪求好

句

・詩話という文章形態をふまえて読んで
いる。（行観）

・訓読のきまり（助字「如」「若」の用法）を理解
している。（記点）

教材で取り上げられている
詩評に対して，意見をまと

めて発表すること。

・文章の内容や形態に応じた表現の特色

に注意して読む。

・我が国の伝統的な言語文化について理

解する。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。

・和歌という表現方法の効果や，その価値に

ついて理解している。（行確）

・和歌の修辞や，語句の用い方について理

解している。（記点）

・語句の意味について理解している。（記確）

さまざまな和歌を読み比

べ，内容について感想を述

べること。

古
文
／
後
期
中
間
②
ま
で

・文章の構成や展開を確かめ，筆者の意図

をとらえる。

・文語のきまりや語句の意味を理解する。

・詩に描かれた人物，情景，心情などを表

現に即して読み味わう。
・我が国の文化と外国文化との関係につい

て気付き，伝統的な言語文化への興味関

心を広げる。

・漢詩のきまりについて理解する。

・情景や心情を，どうして筆者がこのよう

に描いているのかをとらえ，修辞の表
現効果に気付いている。（記確）

漢

文

／

後
期

中

間

①
ま

で

・文章の内容や形態に応じた表現の特色

に注意して読む。

・訓読のきまりについて理解する。

文章の表現上の工夫（論理

構成や比喩表現）について

話し合うこと。

漢
文
／
後
期
期
末
ま
で

古
文
／
後
期
期
末
ま
で

現
代
文
／
後
期
期
末
ま
で

・文章に描かれた人物，情景，心情などを

表現に即して読み味わう。

・我が国の文化と外国文化との関係につい

て気付き，伝統的な言語文化への興味関
心を広げる。

・国語における言葉の成り立ちを理解す

る。

・文章の内容や形態に応じた表現の特色
に注意して読む。

漢
文
／
後
期
中
間
②
ま
で

現
代
文
／
後
期
中
間
②
ま
で



科目名 学科名 対象学年 単位数

現代社会 普通科（高入生） １年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

現代社会の基本的問題と人間に関
わる事柄に関心を高め、意欲的に
課題を追究するとともに、社会的
事象を総合的に考察しようとする
態度と平和で民主的なよりよい社
会の実現に向けて参加，協力する
態度を身に付け，現代社会に生き
る人間としての在り方生き方につ
いて自覚を深めようとする。

現代社会の基本的問題と人間に関わ
る事柄から課題を見いだし、社会的
事象の本質や人間としての在り方生
き方について広い視野に立って多面
的・多角的に考察し、社会の変化や
様々な立場、考え方を踏まえ公正に
判断して，その過程や結果を様々な
方法で適切に表現している。

現代社会の基本的問題と人間に関わ
る事柄に関する諸資料を様々なメ
ディアを通して収集し、有用な情報
を適切に選択して、効果的に活用し
て学び方を身に付けている。

現代社会の基本的問題と人間として
の在り方生き方とに関わる基本的な
事柄や、学び方を理解し、その知識
を身に付けている。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

評価の観点および評価規準

東京書籍　　『現代社会』

教科書（出版社・タイトル）

浜島書店　最新図説　現社
東京書籍　要点マスター　現代社会　演習ノート

補助教材等

１．現代社会と人間について、広い視野に立って理解を深める。
２．現代社会の基本的な問題について、主体的に考え公正に判断する力や、人間としての在り方生き方について考
    える力の基礎を養う。
３．自らの個性を発揮し、文化・福祉の向上、発展に貢献する能力と、平和で民主的な社会生活の実現、推進に向
    けて主体的に参加・協力する態度を育てる。

学校名　　福井県立高志高等学校　



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1

第２部
現代の社会と人間
第１章
青年期と自己形成の課題

4
5

12

現代日本の特色や日本の伝
統や文化に対する興味・関
心を高め、それらが社会生
活にどのような影響を与え
ているか、また、自分たち
はその中でどのように生き
ていくべきかなどについて
考えようとしている。

グローバル化、情報化、少
子高齢化などが政治、経
済、国際関係に影響を与え
ていることについて、多面
的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現し
ている。

様々な写真や統計資料など
から、現代日本の特色や社
会の変容などを適切に読み
取っている。

青年期は、自己の内面と現
実社会の葛藤の中から、ア
イデンティティを確立する
時期であることを理解して
いる。また、思想・宗教・
科学など文化には様々な領
域があることに気付き、そ
れらが社会生活の様々な場
面で影響を与えていること
を理解している。

１　現代社会と青年の生き方
　・現代社会の特質
　・現代社会における青年
２　よりよく生きることを求めて
　・哲学と人間
　・宗教と人間
　・近代科学の考え方

・レポート
今日の環境問題から自分の考察
対象となる課題を設定し、その
課題について考察
・紙上対話
課題レポートに対する紙上での
意見交換
・討論
各自がまとめたことをもとに、
グループやクラスでの話し合い

2

第２部
現代の社会と人間
第２章
日本国憲法と民主政治

6
7
9
10

23

日本国憲法の三大原理であ
る基本的人権の尊重や国民
主権、新しい人権、国会・
内閣・裁判所について関心
を高め、自己の生き方と関
連させながら考えようとし
ている。

基本的人権の内容である自
由権・参政権・社会権が歴
史的にどのように発展して
きたか、日本における人権
保障の体系はどのようなも
のであるのか、日本国憲法
でいう国民の義務とは民主
政治の実現にとってどのよ
うな意味を持つのか考察し
ている。

人権保障の考え方と、日本
国憲法をはじめとした法に
関する様々な資料を活用
し、学習に必要な情報を適
切に選択して、読み取った
りまとめたりしている。

日本国憲法の成立過程と、
その基本原理がどのように
民主主義的な内容を持つも
のであるのか、基本的人権
がどのように保障されてい
るのか、新しい人権につい
ての考え方、人権保障と公
共の福祉の関係などについ
て理解している。また、国
民主権に基づき、国会・内
閣・裁判所がどのように組
みたてられているかを理解
している。

１　民主政治とは
　・民主政治の成立
　・基本的人権の確立
　・世界の政治体制
２　日本国憲法の基本原理
　・日本国憲法と三つの原理
　・基本的人権の保障（１）
　・基本的人権の保障（２）
　・新しい人権と人権保障の進展
３　日本の政治機構
　・国会と立法
　・内閣と行政
　・裁判所と司法

・法の下の平等に関する資料を読
み，差別のない世の中をつくるた
めにはどうすればよいかについて
議論を行う。

・平等権，自由権，社会権，新し
い人権に関する判例を読んで理
解し，その内容を説明する。

3

第２部
現代の社会と人間
第３章
個人の尊重と法の支配

11 5

なぜ基本的な人権の保障や
法の支配の実現が大切かを
現代の政治や司法などのと
の関連に留意して考えよう
としている。

生命の尊重、自由・権利と
責任・義務、人間の尊厳と
平等などについて考察し、
個人の尊重を基礎として、
基本的人権の保障と法の支
配が相互に関連しているこ
とに気づき、表現してい
る。

裁判員制度に関する資料の
収集を通して、国民の司法
参加の意義、裁判員制度の
概要などについての有用な
情報を適切に選択して、効
果的に活用している。

個人の尊重の原理を基礎と
して、日本国憲法と関連さ
せながら、基本的人権の保
障に関する理解を深めると
ともに、法の支配や法や規
範の意義、役割、司法制度
の在り方などについて理解
している。

１　個人の尊重と法の支配
　・法の支配と人権
　・市民生活と法
　・司法と人権

・法と道徳は何が違うのか，また両
者はどのように関係しているの
か，を考えて意見交換を行う。

4

第２部
現代の社会と人間
第４章
現代の経済と国民福祉

12
1
2
3

30

身近な経済的事象から、企
業の生産活動、金融の働
き、国や地方の経済的な役
割などについて関心を持
ち、経済に関する諸問題に
ついて意欲的に追究しよう
としている。また、消費者
問題や労働、金融、財政な
どと、自分の現在、将来が
密接に関わっていることに
関心を持ち、討論などに積
極的に取り組んでいる。

経済成長や景気変動が国民
福祉の向上とどのような関
係があるのかについて考察
している。また、現代の経
済社会における個人や企業
はどのような目的で経済活
動を行っており、経済活動
に対してどのような責任が
あるのか、そしてなぜその
ような社会的責任を担う必
要があるのかということを
判断している。

需要量、供給量と価格の関
係や、商品による価格変動
の違いなどについて、統計
資料などから読み取ってい
る。また、企業の寡占・独
占、非価格競争、雇用に関
する課題などについて情報
を収集・選択し、学習に役
立つ情報を主体的に選択し
て活用している。

寡占や独占、外部不経済な
どの市場経済の限界、金融
市場の仕組み、中央銀行の
役割や金融政策の目的と手
段、経済成長の要因、近年
の雇用や労働問題の動向、
社会保障などについて理解
するとともに、市場経済の
基本的な考えを身につけ、
その考えを活用して経済的
事象をとらえている。

１　経済のしくみ
　・経済社会の変容
　・現代の企業
　・市場経済のしくみ
　・国民所得と経済成長
　・金融のしくみと働き
　・中央銀行の役割と金融の自由化
　・政府の役割と財政
３　豊かな生活の実現
　・労働者の権利
　・現代の雇用・労働問題
　・社会保障の役割

・労働環境や働き方に関する話し
合いを行う。

・社会保障に関する資料を分析
し，今後の社会保障の在り方につ
いて議論を行う。

「現代社会」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科 １年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



科目名 学科名 対象学年 単位数

数学Ⅰ 普通科 １年 ３単位

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

数学的活動を通して，数と式，
集合と論証，2次関数，図形と
計量およびデータの分析におけ
る考え方に関心をもつととも
に，数学的な見方や考え方のよ
さを認識し，それらを事象の考
察に活用しようとする。

数学的活動を通して，数と式，
集合と論証，２次関数，図形と
計量およびデータの分析におけ
る数学的な見方や考え方を身に
つけ，事象を数学的に捉え，論
理的に考察するとともに，過程
を振り返り多面的・発展的に考
察し，表現できる。

数学的活動を通して，数と式，
集合と論証，２次関数，図形と
計量およびデータの分析におい
て，事象を数学的に考察し，処
理する仕方や推論の技能を身に
つけ，的確に問題を解決でき
る。

数学的活動を通して，数と式，
集合と論証，２次関数，図形と
計量およびデータの分析おける
基本的な概念，原理・法則，用
語・記号などを理解し，基礎的
な知識を身につける。

数と式，図形と計量，２次関数およびデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能
の習熟を図る。また，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにすると
ともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅰ
　　問題集　数研出版　サクシードⅠ＋Ａ
　　参考書　数研出版　チャート式　基礎からの数学Ⅰ・Ａ



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

第１節
　式の計算

9

・単項式・多項式に関心をも
ち，整式を考察しようとしてい
る。

・式の一部をひとまとめにした
り，積の組合せを工夫して式の
展開を考察することができる。
・複雑な因数分解について考察
することができる。

・多項式を降べきの順に整理す
ることができる。
・乗法公式を用いて式を展開す
ることができる。
・式の一部をひとまとめにした
り，1つの文字について整理し
たりして因数分解することがで
きる。

・次数，係数などの整式につい
ての用語，基礎的な知識を理解
し，身に付けている。
・整式の加法・減法，指数法
則，式の展開について理解し，
基礎的な知識を身に付けてい
る。
・因数分解の公式など，基礎的
な知識を理解している。

小テスト
サクシード
ノート

第２節
　実数

5

・絶対値で表すことに意味や有
用性に関心をもち，絶対値の考
察に活用しようとしている。

・実数を整数部分と小数部分に
分けて考察することできる。

・分数を循環小数で，循環小数
を分数で，表すことができる。
・根号を含む式の計算や分母の
有理化をすることができる。

・実数についての基礎的な知識
を理解している。
・平方根についての基礎的な知
識を身に付けている。

小テスト
サクシード
ノート

第３節
　１次不等式

9

・不等式に関心をもち，その性
質を考察しようとしている。
・複数の不等式の解の共通の範
囲に関心をもち，連立不等式の
解法の考察に活用しようとして
いる。

・1次不等式を利用した文章問
題を考察することができる。

・不等式の性質を用いて，1次
不等式を解くことができる。
・絶対値記号を含む方程式・不
等式を解くことができる。

・不等式の基本性質について理
解し，基礎的な知識を身に付け
ている。
・1次不等式の解を求めるため
の基礎的な知識を身に付けてい
る。
・連立不等式の解き方について
理解し，基礎的な知識を身に付
けている。

小テスト
サクシード
ノート
前期中間考査①

課題研究 2

・様々な数の性質について興味
を持って調べようとしている。

・数の性質について論理的に考
察することができる。

・数の性質について文字や式変
形を用いて，その考察を説明す
ることができる。

・様々な式変形を理解し，計算
するための基礎的な知識を身に
付けている。

ワークシート

第１節
　関数とグラ
フ

17

・実生活の中から関数関係を見
つけ出し，考察しようとしてい
る。
・2次関数のグラフの条件か
ら，2次関数の式を求めようと
している。

・グラフを用いて関数の最大
値・最小値を考察することがで
きる。
・2つの放物線について平行移
動を利用して考察することがで
きる。
・2次関数の性質やグラフを用
いて，最大・最小の応用問題を
考察することができる。
・2次関数のグラフの条件から2
次関数の式を考察することがで
きる。

・平方完成により放物線の軸と
頂点を求め，グラフをかくこと
ができる。
・定義域や軸に文字を含む場合
の最大値・最小値を求めること
ができる。
・連立3元1次方程式を解くこと
ができる。
・グラフを利用して，2次関数
の最大値・最小値を求めること
ができる。

・関数とそのグラフ，定義域・
値域，最大値・最小値について
基礎的な知識を身に付けてい
る。
・放物線の軸と頂点や平行移動
について基礎的な知識を身に付
けている。

小テスト
サクシードノー
ト

「数学Ⅰ」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　１年

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法

4

第１章
　数と式

5

第２章
　２次関数



第２節
　２次方程
式・２次不等
式

12

・2次方程式の判別式に関心を
もち，実数解の個数の考察に活
用しようとしている。
・判別式に関心をもち， 2次関
数のグラフとx軸の共有点の個
数の考察に活用しようとしてい
る。
・関数のグラフと不等式の関係
に関心をもち，不等式の解の考
察に活用しようとしている。

・2次方程式の解法に因数分解
や解の公式を用いて考察するこ
とができる。
・2次関数のグラフとx軸の共有
点の個数について判別式を用い
て考察することができる。
・解がすべての実数であるよう
な2次不等式を考察することが
できる。
・2次方程式の解の符号につい
て2次関数のグラフを用いて考
察することができる。

・因数分解や解の公式を利用し
て2次方程式を解くことができ
る。
・2次関数のグラフを利用して2
次不等式を解くことができる。
・具体的場面の応用問題を，連
立2次不等式を用いて解くこと
ができる。

2次方程式の判別式と実数解の
個数について基礎的な知識を身
に付けている。
・2次関数のグラフとx軸の共有
点の座標について基礎的な知識
を身に付けている。
・2次不等式の解を2次関数のグ
ラフと関連付けて理解してい
る。
・連立2次不等式を解くための
基礎的な知識を身に付けてい
る。

小テスト
サクシード
ノート

課題研究 2

・黄金比をはじめ，そのほかの
比に対して興味をもって様々な
方向から調べようとしている。

・抽象的な概念に潜んでいる法
則に対して数学的に考察するこ
とができる。

・黄金比にとらわれず，美しい
と感じる比を自ら考え，説明す
ることができる。

・図形などに関して法則が内在
することを理解し，発見するた
めの基礎的な知識を身に付けて
いる。

発表資料
プレゼンテー
ション

第１節
　集合

1

・共通部分，和集合に関心をも
ち，3つの集合の考察に活用し
ようとしている。

・補集合について，ド・モルガ
ンの法則を利用して考察するこ
とができる。

・与えられた集合の部分集合，
共通部分，和集合を求めること
ができる。

・集合とその表し方や部分集合
について理解し，基礎的な知識
を身に付けている。
・補集合について理解し，基礎
的な知識を身に付けている。

小テスト
サクシードノー
ト

第２節
　命題と論証

3

・背理法に関心をもち，命題の
証明の仕方の考察に活用しよう
としている。

・条件の否定について，ド・モ
ルガンの法則を利用して考察す
ることができる。
・対偶や背理法を用いて命題を
証明することができる。

・必要条件と十分条件につい
て，集合を利用して考察するこ
とができる。

・命題の真偽や反例について，
集合と関連付けて理解してい
る。
・命題の逆・裏・対偶につい
て，基礎的な知識を身に付けて
いる。

小テスト
サクシードノー
ト
前期中間考査②

課題研究 2

・日常生活に用いられる言語に
対して興味をもって考えようと
している。

・日常生活で用いられる言語様
式に対して正しく論理的に考察
することができる。

・状況を正しく文章に表現し，
逆・裏・対偶を考えることで，
論理的な認識ができる。

・逆・裏・対偶を理解し，論理
的に記述するための基礎的な知
識を身に付けている。

ワークシート

第１節
　鋭角の三角
比

5

・相似な直角三角形の性質に関
心をもち，三角比の正接の考察
に活用しようとしている。
・三角比の表に関心をもち，三
角比の値や角の大きさの考察に
活用しようとしている。

・測量の問題に正接を用いて考
察することができる。
・測量の問題に正弦・余弦を用
いて考察することができる。

・三角比の相互関係を用いて，
三角比の値を求めることができ
る。
・Aと90°－Aの三角比の関係を
捉え，与えられた三角比を45°
以下の三角比で表すことができ
る。

・直角三角形の辺の長さと正接
の関係を理解している。
・直角三角形の辺の長さと正
弦・余弦の関係を理解してい
る。
・正弦・余弦・正接の関係を定
義と関連付けて理解している。

小テスト
サクシードノー
ト

第２節
　三角比の拡
張

5

・単位円に関心をもち，鈍角の
三角比の考察に活用しようとし
ている。

・直線の傾きと正接との関係を
捉えることができる。
・単位円を用いて180°－θの
三角比を考察することができ
る。

・正弦・余弦・正接の値から角
の大きさを求めることができ
る。
・余弦定理を用いて，与えられ
た条件から三角形の辺と角の大
きさを求めることができる。

・正弦定理について理解し，基
礎的な知識を身に付けている。
・余弦定理について理解し，基
礎的な知識を身に付けている。

小テスト
サクシード
ノート

第２章
　集合と論証

9
第３章

　図形と計量

第２章
　２次関数

6



第３節　三角
形への応用

17

・三角形の決定の考察に正弦定
理・余弦定理を活用しようとし
ている。
・余弦定理と三角形の面積公式
に関心をもち，円に内接する四
角形の面積の考察に活用しよう
としている。
・空間図形に含まれる三角形に
着目して，空間図形の考察に活
用しようとしている。

・三角形の辺と角の大きさを余
弦定理を用いて考察することが
できる。

・三角形の決定条件が与えられ
たとき，三角形の残りの要素を
求めることができる。
・正弦定理を用いて，与えられ
た条件から三角形の辺と角の大
きさや外接円の半径を求めるこ
とができる。
・余弦定理を用いて，与えられ
た条件から三角形の辺と角の大
きさを求めることができる。
・余弦定理を用いて三角形の面
積を求めることができる。
・余弦定理や三角形の面積公式
を用いて空間図形の面積や体積
などを求めることができる。

・正弦定理や余弦定理を用い
て，与えられた条件から三角形
の辺と角の大きさや外接円の半
径，三角形の面積を求めるため
の基礎的な知識を身に付けてい
る。
・余弦定理や三角形の面積公式
を用いて空間図形の面積や体積
などを求めるための基礎的な知
識を身に付けている。

小テスト
サクシード
ノート
前期期末考査

課題研究 2

・日常にある問題を興味を持っ
て三角比を用いて解こうとして
いる。

・日常生活にある問題を三角比
の問題として捉え，数学的に考
察することができる。

・図形の性質や既習の三角比の
値を活かして条件を満たす角度
を求めることができる。

・既習の三角比の値を正しく求
め計算するための基礎的な知識
を身に付けている。

ワークシート

第１節
　データの整
理と分析

7

・箱ひげ図に関心をもち，デー
タの考察に活用しようとしてい
る。
・箱ひげ図の有用性を認識し，
複数のデータの分布の考察に活
用しようとしている。
・データの個々の値と平均値の
差に関心をもち，分散と標準偏
差の考察に活用しようとしてい
る。

・四分位数を用いてデータを考
察することができる。
・分散と標準偏差を考察するこ
とができる。

・ヒストグラムや相対度数を用
いてデータを整理することがで
きる。
・与えられたデータの平均値，
中央値，最頻値を求めることが
できる。

・データを整理するための基礎
的な知識を身に付けている。
・平均値，中央値，最頻値を求
める基礎的な知識を身に付けて
いる。
・箱ひげ図をかくための基礎的
な知識を身に付けている。
・範囲，四分位範囲，四分位偏
差の意味を理解している。
・分散と標準偏差を求めるため
の基礎的な知識を身に付けてい
る。

小テスト
サクシード
ノート
サブテキスト

第２節
　データの相
関

5

・2つの変量xとyの関係を散布
図で表すことに関心をもち，相
関関係の考察に活用しようとし
ている。

・散布図と相関係数から2つの
変量の間の相関関係を考察する
ことができる。
・散布図より全体の傾向から外
れたデータがある場合には，相
関係数がその値に大いに影響さ
れていることに気付くことがで
きる。

・対応する2変量データについ
て相関係数を求めることができ
る。

・散布図，正の相関，負の相関
について基礎的な知識を身に付
けている。
・共分散，相関係数を求めるた
めの基礎的な知識を身に付けて
いる。

小テスト
サクシード
ノート
後期中間考査①

課題研究 2

・様々な分野の順位の決定方法
について興味を持って調べよう
としている。

・感覚ではなく数値で表現する
ことで，客観的に状況を考察す
ることができる。

・考え出した決定方法を相手に
正しく伝えることができ，その
考察を説明することができる。

・決定方法が変わると順位が変
わることを理解し，正しく順位
を求めるための基礎的な知識を
身に付けている。

ワークシート

105
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第４章

　データの分
析



科目名 学科名 対象学年 単位数

数学Ⅱ 普通科 １年 ２単位

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

数学的活動を通して，式と証
明・高次方程式，図形と方程
式，いろいろな関数および微
分・積分の考え方に関心をもつ
とともに，数学的な見方や考え
方のよさを認識し，それらを事
象の考察に活用しようとしてい
る。

数学的活動を通して，式と証
明・高次方程式，図形と方程
式，いろいろな関数および微
分・積分の考えにおける数学的
な見方や考え方を身につけ，事
象を数学的に捉え，論理的に考
察し，表現するとともに，過程
を振り返り多面的・発展的に考
える。

数学的活動を通して，式と証
明・高次方程式，図形と方程
式，いろいろな関数および微
分・積分の考えにおいて，事象
を数学的に考察し，処理する仕
方や推論の方法を身につけ，的
確に問題を解決する。

数学的活動を通して，式と証
明・高次方程式，図形と方程
式，いろいろな関数および微
分・積分の考えにおける基本的
な概念，原理・法則，用語・記
号などを理解し，基礎的な知識
を身につけている。

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数および微分・積分の考えについて理
解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を養うとと
もに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅱ
　　問題集　数研出版　サクシードⅡ＋Ｂ
　　参考書　数研出版　チャート式　基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

第１節
　整式の乗
法・除法と
分数式

6

・パスカルの三角形に関心を
もち，式の展開に活用しよう
としている。

・二項定理を活用し，項の係
数について考察することがで
きる。

・公式を用いて式を展開した
り，3次式の因数分解をした
りすることができる。
・整式の除法を行い，商や余
りを求めることができる。
・分数式の乗法，除法，加
法，減法を行い，計算するこ
とができる。

・3次の乗法公式について理
解し，公式が成り立つための
基礎的な知識を理解してい
る。
・二項定理について理解し，
基礎的な知識を身に付けてい
る。
・整式の除法について理解し
ている。
・分数式の基礎的な知識を身

小テスト
サクシード
ノート

第２節
　２次方程
式

4

・判別式に関心をもち，解の
判別に活用しようとしてい
る。
・解と係数の関係に関心をも
ち，解の和や積の考察に活用
しようとしている。

・数の拡張や複素数について
考察することができる。
・解と係数の関係を基にし
て，2次式の因数分解や2次方
程式を求めることについて考
察することができる。

・解の公式を用いて2次方程
式を解くことができる。

・複素数の意味を理解し，基
礎的な知識を身に付けてい
る。
・解と係数の関係を理解し，
基礎的な知識を身に付けてい
る。

小テスト
サクシード
ノート

第３節
　高次方程
式

4

・剰余の定理を用いることの
よさを認識し，活用しようと
している。

・高次方程式とその解の関係
について考察することができ
る。

・剰余の定理や因数定理を用
いて，余りや因数を求めるこ
とができる。
・高次方程式の解を求めるこ
とができる。

・高次方程式の解の意味を理
解し，解の求め方についての
基礎的な知識を身に付けてい
る。

小テスト
サクシード
ノート

第４節
　式と証明

5

・等式，不等式の証明を通し
て式の性質に関心をもち，調
べようとしている。

・恒等式の性質を基にして，
等式の定数の値を定めること
について考察することができ
る。
・不等式の証明を相加平均と
相乗平均の大小関係から考察
することができる。

・等式を証明することができ
る。
・不等式の基本性質を用い
て，不等式を証明することが
できる。

・比例式の意味を理解してい
る。
・不等式の性質の意味を理解
し，基礎的な知識を身に付け
ている。

小テスト
サクシード
ノート
後期中間②

第１節
　点と直線

8

・直線の方程式に関心をも
ち，直線の考察に活用しよう
としている。

・2点から等距離にある点に
ついて考察することができ
る。
・2直線の関係を基に直線に
関して対称な点を考察するこ
とができる。

・2点間の距離を求めること
ができる。
・内分点，外分点，重心の座
標を求めることができる。
・2直線の交点や点と直線の
距離を求めたり，座標を用い
て図形の性質を証明したりす
ることができる。

・内分点，外分点について理
解し，基礎的な知識を身に付
けている。
・直線の方程式の求め方につ
いて理解している。
・2直線の平行や垂直とその
条件を理解し，基礎的な知識
を身に付けている。

小テスト
サクシード
ノート

12
第１章

　方程式・
式と証明

1

第２章
　図形と方

程式

「数学Ⅱ」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　１年

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法



第２節
　円

5

・円と直線の共有点の個数と
判別式の関係に関心をもち，
共有点の個数の考察に活用し
ようとしている。

・円と接線の共有点の個数
を，判別式や点と直線の距離
と関連付けて考察することが
できる。

・円の方程式を求めることが
できる。
・弦の長さや円の接線の方程
式を求めることができる。

・円の方程式の意味を理解
し，基礎的な知識を身に付け
ている。

小テスト
サクシード
ノート

第３節
　軌跡と領
域

5

・連立不等式の表す領域に関
心をもち，事象の考察に活用
しようとしている。

・不等式と不等式の表す領域
の関係について考察すること
ができる。
・連立不等式の表す領域を用
いて，事象を考察することが
できる。

・条件を満たす点の軌跡の方
程式を求めることができる。
・不等式の表す領域を図示す
ることができる。
・連立不等式の表す領域を図
示することができる。

・条件と軌跡の方程式の関係
を理解している。

小テスト
サクシード
ノート

第１節
　三角関数

18

・一般角や弧度法に関心をも
ち，それらを事象の考察に活
用しようとしている。
・三角関数の値の変化をグラ
フを用いて表すことのよさを
認識し，事象の考察に活用し
ようとしている。

・三角関数の性質を図形の対
称性などを用いて考察するこ
とができる。
・三角関数を含む関数の最
大・最小を2次関数と関連付
けて考察することができる。

・三角関数の値を求めること
ができる。
・三角関数の相互関係を用い
て三角関数の値を求めたり，
式を変形したりすることがで
きる。
・三角関数のグラフをかくこ
とができる。
・三角関数を含む方程式や不
等式を解くことができる。

・扇形の弧の長さと面積と，
弧度法との関係について基礎
的な知識を身に付けている。
・角が属する象限と三角関数
の値の正負の関係を理解して
いる。
・三角関数の性質を理解し，
三角関数の値を求めるための
基礎的な知識を身に付けてい
る。
・三角関数のグラフの特徴を
理解し，基礎的な知識を身に
付けている。

小テスト
サクシード
ノート

3
第２節
　加法定理

15

・三角関数の値を，異なる角
の三角関数の値を用いて表す
ことのよさを認識し，それら
を事象の考察に活用しようと
している。

・2倍角の公式や半角の公式
を導く過程を考察することが
できる。

・加法定理を用いていろいろ
な三角関数の値を求めること
ができる。
・2倍角の公式や半角の公式
を利用して三角関数の値を求
めたり，三角関数を含む方程
式や不等式を解いたりするこ
とができる。
・三角関数の合成を用いて関
数の最大値・最小値を求めた
り，方程式を解いたりするこ
とができる。

・三角関数の合成について基
礎的な知識を身に付けてい
る。

小テスト
サクシード
ノート
学年末考査
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第３章
　三角関数



科目名 学科名 対象学年 単位数

数学Ａ 普通科 １年 ２単位

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

数学的活動を通して，場合の数
と確率，整数の性質または図形
の性質における考え方や体系に
関心をもつとともに，数学的な
見方や考え方のよさを認識し，
それらを事象の考察に活用しよ
うとする。

数学的活動を通して，場合の数
と確率，整数の性質または図形
の性質における数学的な見方や
考え方を身につけ，事象を数学
的に捉え，論理的に考察すると
ともに，過程を振り返り多面
的・発展的に考え，表現する。

数学的活動を通して，場合の数
と確率，整数の性質または図形
の性質において，事象を数学的
に考察し，処理する仕方や推論
の方法を身につけ，よりよく問
題を解決する。

数学的活動を通して，場合の数
と確率，整数の性質または図形
の性質における基本的な概念，
原理・法則，用語・記号などを
理解し，基礎的な知識を身につ
ける。

場合の数と確率，整数の性質または図形の性質について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習
熟を図る。また，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするととも
に，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ａ
　　問題集　数研出版　サクシード　Ⅰ＋Ａ
　　参考書　数研出版　チャート式　基礎からの数学Ⅰ・Ａ



学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　１年

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間 具体の評価規準 評価方法

関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

7

第１節
　場合の数

17

・場合の数の考察に樹形図を活用
しようとしている。
・順列と組合せの違いに関心をも
ち,組合せの総数を求めようとし
ている。

・円順列，重複順列について考察
することができる。
・組分けの問題や同じものを含む
順列について，組合せの考え方を
使って考察することができる。

・和集合や補集合についてベン図
を用いて表現し処理することがで
きる。
・和の法則，積の法則を用いて場
合の数を求めることができる。
・条件のある順列について図など
を用いて表現し処理することがで
きる。
・条件がつく組合せの問題につい
て見方を変えるなどして処理する
ことができる。

・和集合や補集合の要素の個数を
求めるための基礎的な知識を身に
つけている。
・順列に関する基礎的な知識を身
につけている。
・組合せの用語，記号，公式の意
味を理解している。

小テスト
サクシード
ノート

第２節
　確率とその
基本性質

6

・確率の定義にしたがって確率を
求めようとしている。
・積事象，和事象，排反事象，確
率の基本性質などに関心をもち，
確率の考察に活用しようとしてい
る。

・事象の確率を，集合を用いて求
めることができる。
・和事象や余事象の確率を，集合
を用いて考察することができる。

・確率の加法定理を使って，和事
象や余事象の確率を求めることが
できる。

・試行，事象，事象の確率の意味
を理解している。

小テスト
サクシード
ノート

第３節
　いろいろな
確率

9

・条件つき確率や確率の乗法定理
に関心をもち，事後の確率の考察
に活用しようとしている。

・反復試行の確率を用いて，具体
的な問題を考察することができ
る。

・試行が独立であるときの，その
確率を求めることができる。
・独立な試行の確率を基にして，
反復試行の確率を求めることがで
きる。
・条件つき確率の式や確率の乗法
定理を用いて確率を求めることが
できる。

・独立な試行の意味を理解し，そ
の確率の求め方について基礎的な
知識を身につけている。
・反復試行の確率を求めるための
基礎的な知識を身につけている。
・条件つき確率を求めるための基
礎的な知識を身につけている。

小テスト
サクシード
ノート
前期中間考査②

第１節
　三角形の性
質

6

・平行な直線を切る線分の比が等
しいことに気づき，これが正しい
ことを調べようとしている。
・三角形の辺と角についていろい
ろな関係があることに関心を持ち
調べようとしている。
・三角形において，特別な線分を
考えると，3つの線分が1点で交わ
ることの不思議さに気づき，その
意味を調べようとしている。
・三角形と直線におけるメネラウ
スの定理，チェバの定理を理解し
活用しようとしている。

・三角形の角の二等分線について
の定理をもとに，図形の性質を証
明することができる。
・メネラウスの定理，チェバの定
理を用いて，図形の性質を証明す
ることができる。

・三角形の重心，外心，内心の性質
を利用して，線分の長さや角の大きさ
を求めることができる。

・線分の内分，外分，三角形の角
の二等分線についての定理を理解
している。
・三角形の重心，外心，垂心，内
心の性質を理解している。
・チェバの定理，メネラウスの定
理を理解している。

小テスト
サクシード
ノート

「数学Ａ」　　指導と評価の年間計画

 第１章
　場合の数と

確率

第３章
　図形の性質



9
第２節
　円の性質

4

・1つの弧に対する円周角が常に
一定であることに気づき，円周角
の持つ意味とその働きを理解し調
べようとしている。
・円に内接する四角形，接線と弦
のなす角，方べきの定理など，円
の性質の考察に当たって，円周角
の定理が有用であることに気づ
き，この定理を活用しようとして
いる。
・接している2つの円に関心をも
ち，図形の性質を証明することが
できる。

・円の基本性質と円周角の定理と
その逆を用いて，角度を求めた
り，図形の性質を証明したりする
ことができる。
・円に内接する四角形の条件を用
いて図形の性質を証明することが
できる。
・方べきの定理の逆を理解し，図
形の性質を証明することができ
る。
・2つの円の位置関係を理解し，
共通接線の長さを求めることがで
きる。

・円に内接する四角形の定理と四角
形が円に内接する条件を用いて，角
度を求めたり，円に内接する四角形
を見つけたりすることができる。
・円の接線の長さの定理，接線と弦の
つくる角の定理を用いて，辺の長さや
角度を求めることができる。

・円の基本性質，円周角の定理と
その逆を理解している。
・円に内接する四角形の定理と四
角形が円に内接する条件を理解し
ている。
・円の接線の長さの定理，接線と
弦のつくる角の定理を理解してい
る。
・方べきの定理を理解している。

小テスト
サクシード
ノート

第３節
　作図

3

・図形の性質をもとにして，線分
の内分点を作図により表そうとし
ている。

・三平方の定理を用いて長さ
√aの線分を作図することができ
る。

・基本的な作図を用いて三角形の
外接円などを作図することができ
る。
・図形の性質を用いて2数の積や
商の長さの線分を作図することが
できる。

・基本的な作図の仕方について基
礎的な知識を身につけている。

小テスト
サクシード
ノート

第４節
　空間図形

3

・三垂線の定理について関心をも
ち，正四面体の考察に活用しよう
としている。
・オイラーの多面体定理がすべて
の凸多面体に成り立つかどうか確
かめようとしている。

・基本図形の性質を基にして，直
線や平面の位置関係を考察するこ
とができる。

・2直線や2平面のなす角を求める
ことができる。

・直線と平面の位置関係や，三垂
線の定理を理解している。
・各々の正多面体の面，頂点，辺
の数などの特徴を理解し，オイ
ラーの多面体定理についての基礎
的な知識を身につけている。

小テスト
サクシード
ノート
前期期末考査

10
第１節
　約数と倍数

5

・約数と倍数に関心をもち，いろ
いろな数の倍数を見分けようとし
ている。
・最大公約数と最小公倍数の考察
に素因数分解を活用しようとして
いる。

・公約数や公倍数の考えを用い
て，事象を考察することができ
る。

・素因数分解や約数を求めるこ
と，約数や倍数の性質を使って2

元1次不定方程式を解くことなど
ができる。
・最大公約数と最小公倍数の関係
を適切に表現することができる。

・約数や倍数の性質について基礎
的な知識を身につけている。
最大公約数・最小公倍数を求める
ための基礎的な知識を身につけて
いる。

小テスト
サクシード
ノート

第２節
　ユークリッ
ドの互除法と
不定方程式

9

・除法の性質に関心をもち，整数
の分類の考察に活用しようとして
いる。
・互除法の原理に関心をもち，最
大公約数の考察に互除法を活用し
ようとしている。

・ユークリッドの互除法を用いて，2元
1次不定方程式の整数解を考察する
ことができる。

・整数を余りで分類して，整数の
性質を証明することができる。
・ユークリッドの互除法の仕組み
を理解し，それを用いて2つの整
数の最大公約数を求めることがで
きる。
・互いに素である2つの整数の関
係を用いて2元1次不定方程式を解
くことができる。

・整数の除法の性質や余りによる
整数の分類の仕方を理解してい
る。
・2元1次不定方程式の整数解を求
めるための基礎的な知識を身につ
けている。

小テスト
サクシード
ノート

第３節
　整数の性質
の活用

8

・数の仕組みに関心をもち，n 進
法の考察に活用しようとしてい
る。

・分母の素因数に着目し，既約分
数が有限小数となる条件を考察す
ることができる。

・2進法の計算ができる。
・与えられた分数が有限小数にな
るか循環小数になるかを見分ける
ことができる。

・記数法の意味を理解している。 小テスト
サクシード
ノート
前期中間考査②

70

第３章
　図形の性質

第２章
　整数の性質



福井県立高志高等学校　普通科

科目名 学科名 対象学年 単位数

物理基礎 普通科（高入生） １年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　日常生活や社会との関連を図
りながら物体の運動と様々なエ
ネルギーについて関心をもち意
欲的に探究しようとするととも
に，科学的な見方や考え方を身
に付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する事物・現象の中に
問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する観察，実験などを
行い，基本操作を習得するとと
もに，それらの過程や結果を的
確に記録，整理し，自然の事
物・現象を科学的に探究する技
能を身に付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーについて，基本的な概念や
原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

改訂版　新編　物理基礎 リードLight物理基礎（数研出版）

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め，目的意識を
もって観察，実験などを行い，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的
な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。



福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

第１編 1      速度 ・ワークシート等

　運動とエネルギー ・前期中間考査①

第１章

　運動の表し方

２　加速度 ・ワークシート等

・前期中間考査①

３　落体の運動 ・ワークシート等

・前期中間考査①

第２章 １　力とそのはたらき ・ワークシート等

運動の法則 ・前期中間考査①

２　力のつりあい ・ワークシート等

・重力･垂直抗力･摩擦力･弾
性力など様々な力について
理解させる。

・前期中間考査②

３　運動の法則 ・ワークシート等

・運動の３法則を学習し運
動方程式によって力と加速
度の関係を理解させる。

・前期中間考査②

・実験レポート

つり合いの２力と作用・反作
用を正しく区別できるように
理解している。

・力の合成・分解，つり合
い，作用・反作用の法則に
ついて理解する。

6

4 「物体の運動状態は，受ける
力とどのような関係にある
か」の発問に興味・関心を示
している。

慣性の法則，運動方程式が理
解でき，問題解決にあたって
式の運用ができる。

重力による加速度をもつ落下
運動について正しく理解し，
知識を身につけている。

5

4 重力･垂直抗力･摩擦力･弾性
力など様々な力について理解
している。

力の合成・分解，つり合い，
作用・反作用の法則について
作図で示すことができる。

5

4 力のはたらき・性質と運動と
の関係について，日常に見ら
れる様々な運動等を通して関
心を持ち，科学的に探究しよ
うとする。

　日常に見られる運動を通し
て物体にはたらく力を見いだ
した自らの考えを的確に表現
できる。

・力が運動や変形の原因と
なること，ベクトル量であ
ることを理解させる。

等加速度直線運動の３つの式
の扱いに習熟し，知識を身に
つけている。・直線運動における加速度

の定義を理解させる。

4

3 落体の運動を学ぶ意義を感
じ，意欲的に探求しようとす
る。

放物運動を２方向の運動に分
解して式の運用ができる。

自由落下，鉛直投射を等加速
度直線運動として捉え，理解
し，知識を身につけている。・落体の運動は，加速度の

大きさｇの等加速度直線運
動であること，放物運動
は，水平方向の等速直線運
動と，鉛直方向の等加速度
直線運動とに分解して扱え
ることを理解させる。

4

2 加速度の概念を理解し，時間
と距離・速度の関係をグラフ
や式表すことができる。

4

3 ２物体の運動を相対速度の関
係を用いて説明しようとし，
意欲的に探求しようとする。

速度の意味・考え方，またこ
れらはグラフ上ではどのよう
に示されるかを理解し，表現
することができる。

物体の運動を測定し，グラフ
で表すことができる。

グラフを見て物体の運動の様
子を理解し，知識を身につけ
ている。・速さと速度，平均の速さ

と瞬間の速さ，相対速度に
ついて理解させる。

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

４　摩擦を受ける運動 ・ワークシート等

・前期中間考査②

・実験レポート

５　液体や気体から受ける
力

・ワークシート等

・前期期末考査

7
第３章 １　仕事 ・ワークシート等

　仕事と力学的エネル
ギー

・仕事の定義，仕事の原
理，仕事率について理解さ
せる。

・前期期末考査

9

２　運動エネルギー ・ワークシート等

・前期期末考査

３　位置エネルギー ・ワークシート等

・前期期末考査

４　力学的エネルギー ・ワークシート等

・後期中間考査①

・高い所にある物体は他の
物体に対して仕事をするこ
とから，重力による位置エ
ネルギーをもっていること
を理解させる。

10

4 力学的エネルギー保存の法則
の有用性を知り，その法則を
いろいろな運動を分析するた
めに意欲的に活用しようとす
る。

・運動エネルギーの式を理
解し，運動エネルギーと仕
事の関係を式を使って説明
できるようにさせる。

9

2 位置エネルギーは，運動エネ
ルギーのように動きがあり目
立つものではないが，仕事を
する能力を「秘めて」いるこ
とに興味をもつことができ
る。

弾性力による位置エネル
ギー，重力による位置エネル
ギー，それぞれについて考察
し，考えを表現している。

9

2 運動している物体について速
度とエネルギー量の関係を身
近な現象とを結びつけて意欲
的に考えようとしている。

力学的エネルギー保存則を実
験から確認し，的確に整理し
ている。

保存力と力学的エネルギー保
存則の関係について理解し，
知識を身につけている。・重力と弾性力による位置

エネルギー，およびその仕
事との関係を理解し，力学
的エネルギーの保存につい
て，正しく式を使って説明
できるようにさせる。

3 エネルギー概念と仕事につい
て関心を持ち，意欲的に探究
しようとする。

仕事の定義，仕事の原理につ
いて考察し，考えを表現して
いる。

仕事・仕事の原理・仕事率・
エネルギーという基本的な概
念を理解し，知識を身につ
け，活用できる。

「運動エネルギーの変化＝さ
れた仕事」の右辺の仕事は，
仕事をする際の力の種類（保
存力か非保存力か）を問わな
いことを理解し，知識を身に
つけている。

運動エネルギーの式を理解
し，運動エネルギーと仕事の
関係について式の運用が正し
くできる。

摩擦力について理解してい
る。それがはたらくときの物
体の運動について正しく理解
し，知識を身につけている。

・静止摩擦と動摩擦の大き
さや向きについて学習し，
動摩擦を受ける物体の運動
を運動方程式で説明できる
ようにさせる。

6

3 水中や空気中で圧力があるこ
とに関心を寄せ，意欲的に探
求しようとする。

空気抵抗を受けながら落下す
る物体について，その運動の
特徴を解析し，的確に整理し
ている。

・流体からの受ける力（圧
力･浮力･抵抗力）について
学習し，その大きさや向き
を説明できるようにさせ
る。

6

3 静止摩擦と動摩擦の違いに注
目し，関心を寄せ，意欲的に
探求しようとする。

摩擦力の実験から摩擦係数を
確認し，的確に整理してい
る。



福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

第２編  熱 １　熱と熱量 ・ワークシート等

第１章 ・後期中間考査①

　熱とエネルギー

２　熱と物質の状態 ・ワークシート等

・後期中間考査①

３　熱と仕事 ・ワークシート等

・後期中間考査①

・熱力学第一法則を理解さ
せる。

４　不可逆変化と熱機関 ・ワークシート等

・後期中間考査①

第３編 １　波と媒質の運動 ・ワークシート等

第１章　波の性質 ・波源の振動の伝播が波動
であることを理解させる。

・後期中間考査①

・波を表す要素を説明でき
るようにさせる。

・縦波と横波を説明できる
ようにさせる。

２　重ね合わせの原理 ・ワークシート等

・後期中間考査②

・波の反射の種類と定常波
を理解させる。

波の性質と媒質の端の違いに
よる反射波の性質を理解して
いる。・波の重ね合わせの現象・

独立性・干渉の現象を観察
し，その性質を理解させ
る。

12

3 2つの波の独立性や重ね合わ
せの原理と定常波を関連づけ
て考え，表現することができ
る。

　波動に由来する現象を観
察・実験を通して分析し，論
理的に考察観察し，的確に整
理している。

熱機関と熱機関の効率につい
て理解し，知識を身につけて
いる。・熱現象における不可逆変

化と熱機関の熱効率を理解
する。

11

3 波とは何か，媒質と波の伝播
ついて興味を持ち，調べよう
とする。

波形の移動における周波数や
位相について説明することが
でき，媒質の振動を関連づけ
て考え，表現することができ
る。

縦波と横波の違いを理解し，
知識を身につけている。

11

2 熱機関が，われわれの生活の
中でどのように活用されてい
るか，関心をもっている。

11

2 熱力学第一法則について式の
運用が正しくできる。

力学的仕事と内部エネルギー
の変化から，熱がエネルギー
の一形態であることを理解
し，知識を身につけている。

・力学的仕事と内部エネル
ギーの変化から，熱がエネ
ルギーの一形態であること
を説明できるようにさせ
る。

11

2 同じ物質でも温度を変える
と，固体，液体，気体にな
る。なぜこのようなことが起
こるのかに興味・関心を示し
ている。

物質の三態を熱運動の観点か
らモデル化して考えを表現で
きる。

教科書にある融解熱・蒸発熱
の表から水の潜熱の大きさに
気づき，身近な現象に置き換
えて理解し，知識を身につけ
ている。

・物質の三態や熱膨張を熱
運動で捉えて理解させる。

10

4 熱・温度・エネルギーの関係
について関心を持ち，意欲的
に探究している。

温度と熱運動，熱の移動とエ
ネルギーについて考えを表す
ことができる。

温度，熱運動，熱量，比熱，
熱容量などが正しく理解し，
知識を身につけている・温度と熱運動，熱の移動

とエネルギーと関連づけて
比熱，熱容量を理解し，熱
量の保存を説明できるよう
にさせる。



福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１　音の性質 ・ワークシート等

・後期中間考査②

２ 発音体の振動と共振・
共鳴

・ワークシート等

・後期中間考査②

・実験レポート

第４編　電気 １　電気の性質 ・ワークシート等

第１章 ・後期期末考査

　物質と電気抵抗 ・実験レポート

２　電流と電気抵抗 ・ワークシート等

・後期期末考査

３　電気とエネルギー ・ワークシート等

・ジュール熱発生の仕組み
を理解させる。

・後期期末考査

・電力や電力量を説明でき
るようにさせる。

第２章 １　交流 ・ワークシート等

　交流と電磁波 ・交流の発生，交流発電機
や変圧器のしくみとはたら
きを理解させる。

・後期期末考査

２　電磁波 ・ワークシート等

・電磁波の性質や種類，そ
の利用法について理解させ
る。

・後期期末考査

電磁波が日常生活の様々な分
野で応用されている例を示し
て理解し，知識を身につけて
いる。2

1 電磁波の種類と性質を確認
し，電界と磁界の相互の変動
が電磁波を伝えることについ
て考え，表現することができ
る。

電力量と電力の意味（および
その公式）を理解し，知識を
身につけている。

2

2

1 家庭用コンセントからくる電
気の交流はどのようにして発
生するのかということに関心
を持ち，意欲的に探求しよう
とする。

発電所でつくられ利用されて
いる交流の概念と仕組みを考
え，表現できる。

交流を遠方の利用者に送ると
きに必要な「変圧器」につい
て理解し，知識を身につけて
いる。

2

1 電気エネルギーと力学的エネ
ルギーの関連について関心を
持ち，意欲的に探求しようと
する。

2 オームの法則，直列・並列接
続回路の特徴を理解し，式の
運用が正しくできる。

電気回路を水流モデル図とし
て作図することができる。

弦の振動と気柱の振動などを
通して，共鳴・共振のような
現象が起こる原理を理解し，
知識を身につけている。

・弦および気柱の振動条件
について学び，定常波の発
生や共鳴，共振について理
解させる。

・オームの法則，直列・並
列接続回路の特徴を理解さ
せる。

2

1 電気に関わる法則に興味をも
ち，静電気の原理や，導体・
絶縁体・半導体のそれぞれの
性質ついて意欲的に探求しよ
うとする。

帯電の仕組みについて考え，
表現することができる。

物体の帯電は，自由電子のや
りとりによって生じているこ
とが理解し，知識を身につけ
ている。

・静電気の発生，帯電の仕
組み，静電誘導，誘電分極
について理解させる。

1

4 弦や気柱に生じる定常波の固
有振動数を表す式について式
の運用が正しくできる。

弦や気柱の共鳴実験を観察
し，的確に整理している。

1

第２章　音 4 弦楽器や管楽器での音の発生
の原理について関心を持ち，
意欲的に探求しようとする。

音が疎密波であることについ
て理解し，知識を身につけて
いる。・音の伝わり方・音の３要

素・うなりといった，波の
性質について理解させる。



福井県立高志高等学校　普通科

科目名 学科名 対象学年 単位数

生物基礎 普通科（高入生） １年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

日常生活や社会との関連を図り
ながら生物や生物現象について
関心をもち，意欲的に探究しよ
うとするとともに，生物の共通
性と多様性を意識するなど，科
学的な見方や考え方を身に付け
ている。

生物や生物現象の中に問題を見
いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導
き出した考えを的確に表現して
いる。

生物や生物現象に関する観察，
実験などを行い，基本操作を習
得するとともに，それらの課程
や結果を的確に記録，整理し，
自然の事物・現象を科学的に探
究する技能を身に付けている。

生物や生物現象について，基本
的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　改訂生物基礎
サイエンスビュー　生物総合資料（実教出版）
ニューステップアップ生物基礎（東京書籍）

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実
験などを行い，生物学的な探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・
法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。



福井県立高志高等学校　普通科

単元名 配当

単元の目標 時間 関心･意欲･態度 思考･判断･表現 観察･実験の技能 知識･理解

4

第１編　生物の特徴

１章　生物の多様性と共通性

原核生物と真核生物の観察
「身近な原核生物」

・生物の特徴の1つに挙げられる，多様性と共通性について学ぶ。
・身のまわりの原核細胞・真核細胞を光学顕微鏡で観察し，スケッチする。
・多くの生物の細胞には核が含まれているが，核がない生物も身近にいること
を知る。

3 ・地球上に存在する多種多様な生物にある
共通性に関心や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。
・細胞の中には多くの細胞小器官が存在
し，それらのはたらきに関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究しようとすると
ともに，科学的態度を身に付けている。

・生物の共通性としての細胞のさまざまな
はたらきの中に問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学的に考察し，導
き出した考えを的確に表現している。
・原核生物と真核生物の共通点・相違点の
中に問題を見いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。

・原核細胞と真核細胞の観察を通して，顕
微鏡の使い方やスケッチの方法などの基本
操作を習得するとともに，観察過程や結果
を的確に記録，整理し，細胞の構造上の違
いを科学的に探究する技能を身に付けてい
る。

・生物の進化と多様性の関係について，基
本的な概念や原理・法則を理解し，知識を
身に付けている。
・身近な原核生物について，基本的な概念
や原理・法則を理解し，知識を身に付けて
いる。
・原核細胞と真核細胞の構造上の共通点・
相違点について，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

5

２章　生命活動とエネルギー

「ATPで衛生管理」
◎「酵素の性質」

◎「葉緑体の構造とはたらき」

◎「ミトコンドリアの構造とはたらき」
光のエネルギーを用いて有機物がつくられる
ことの確認
「現在もみられる細胞内への共生」

〈探究〉葉緑体とミトコンドリア

・ATPと発光物質を組み合わせて，環境の汚染度が測定できることを知る。
◎酵素の基質特異性や最適温度・最適pHについて学ぶ。
◎葉緑体にはチラコイドとストロマがあり，それぞれが光合成において重要な
反応の場となっていることを知る。
◎ミトコンドリアにはマトリックスとクリステがあり，それぞれが細胞呼吸に
おいて重要な場となっていることを知る。
・光合成において有機物であるデンプンが合成されることを，実験を通して学
ぶ。
・「ハテナ」と名付けられた単細胞生物において，細胞内への共生の初期段階
の観察ができることを知る。
・葉緑体とミトコンドリアの観察を通じて、仮説の立て方・検証のための観察
実験の計画と実施方法・考察の方法など探究活動の手順について学ぶ。

5 ・細胞内におけるエネルギーが，大腸菌か
らヒトに至るまで共通にATPによって蓄え
られている事実に関心や探究心をもち，意
欲的にそれらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けている。
・生体内のエネルギー変換の例として光合
成と呼吸に関心や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。

・細胞内のエネルギーと代謝の関係性の中
に問題を見いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。
・光合成と呼吸におけるエネルギー転換の
中に問題を見いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。

・光のエネルギーを用いて有機物がつくら
れることの確認を通して，基本操作を習得
するとともに，観察過程や結果を的確に記
録，整理し，光合成によってデンプンなど
の有機物がつくられる現象を科学的に探究
する技能を身に付けている。

・ATPと酵素について，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付けてい
る。
・葉緑体とミトコンドリアの構造とはたら
きについて，基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。
・現在もみられる細胞内の共生について，
基本的な概念や原理・法則を理解し，知識
を身に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

前期中間考査①問題による
理解度・定着度分析

6

第２編　遺伝子とそのはたらき

１章  生物と遺伝子
DNAの抽出
◎「ヒトゲノムプロジェクト」「遺伝物質で
あるDNAはどのように解明されてきたのだろう
か」

・遺伝子の本体としてのDNAについて学ぶ。
・身のまわりの材料のDNA抽出実験を通して生物がDNAをもつことを知る。
◎ヒトのゲノムがどのような方法で解読され，その結果どのような注意点が生
じたかを学ぶ。
・歴史的な研究成果を追いながら，だれのどのような研究により，遺伝子の本
体やDNAの構造が解明されたか，それぞれの経緯を理解する。

5 ・遺伝情報としてのDNAの構造とはたらき
に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学的態度を
身に付けている。
・遺伝子・DNA・ゲノムの関係性に関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを探究しよ
うとするとともに，科学的態度を身に付け
ている。

・ヌクレオチドの構造と塩基の相補性の関
係について，探究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出した考えを的確
に表現している。
・DNAの遺伝情報とゲノムの関係性の中に
問題を見いだし，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

・身のまわりの材料からのDNAの抽出実験
を通して，抽出やろ過などの基本操作を習
得するとともに，実験の過程や結果を的確
に記録，整理し，この方法でDNAが抽出で
きる原理を科学的に探究する技能を身に付
けている。

・ヒトゲノムプロジェクトについて，基本
的な概念や原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。
・遺伝物質であるDNAの解明について，基
本的な概念や原理・法則を理解し，知識を
身に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

前期中間考査②問題による
理解度・定着度分析

7

２章　遺伝情報の分配体細胞分裂の観察

◎「DNAと染色体」「分裂する細胞，分裂しな
い細胞」
◎「塩基の相補性を利用したDNAの複製」

３章 遺伝情報とタンパク質の合成「生命現
象とタンパク質」

◎「デオキシリボースとリボース」
◎「３つの塩基の並び方とトリプレット」

◎「翻訳のしくみ」

◎「ハエの発生過程とパフ」パフの観察

〈探究〉細胞周期の観察

・体細胞分裂に伴うDNAの複製と分配について学ぶ。
・体細胞分裂時の染色体の動きを光学顕微鏡で観察し，スケッチする。
◎DNAとヒストンにより構成される染色体の構造について理解する。
・分裂する細胞としない細胞にはどのような違いがあるか細胞周期をもとにし
て理解する。
◎核の中で，DNAが塩基の相補性に基づき複製されるしくみを図をもとにして
学ぶ。
・遺伝情報がタンパク質の合成という形で現れる過程を理解する。
・生命現象に関わるいろいろなタンパク質について学ぶ。
◎DNAとRNAをそれぞれ構成するデオキシリボースとリボースの構造について知
る。
◎アミノ酸を指定するために４種類の塩基が必要な理由を理解し，トリプレッ
トの種類について学ぶ。
◎mRNAのコドンがリボソームによりアミノ酸に翻訳されるしくみを学ぶ。
◎DNAの転写とハエなどの発生過程でみられるパフの関係性を理解する。
・だ腺染色体のパフを光学顕微鏡で観察し，スケッチする。
・細胞周期における各時期に要する時間と観察される数との関係について考察
する。
・体細胞分裂のひとつである卵割の観察を行い，卵割と通常の体細胞分裂の違
いについて考察する。

12 ・DNAと染色体の構造的な関係に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを探究しよう
とするとともに，科学的態度を身に付けて
いる。
・細胞周期とDNAの複製に関心や探究心を
もち，意欲的にそれらを探究しようとする
とともに，科学的態度を身に付けている。
・遺伝情報の流れに関心や探究心をもち，
意欲的にそれらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けている。
・選ばれた遺伝子の発現に関心や探究心を
もち，意欲的にそれらを探究しようとする
とともに，科学的態度を身に付けている。

・体細胞による遺伝情報の分配の中に問題
を見いだし，探究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出した考えを的確
に表現している。
・間期に起こる正確なDNAの複製の中に問
題を見いだし，探究する過程を通して，事
象を科学的に考察し，導き出した考えを的
確に表現している。
・セントラルドグマの中に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考えを的確に表現し
ている。
・パフと遺伝子発現の中に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考えを的確に表現し
ている。

・タマネギやニンニクの根における体細胞
分裂の観察実験を通して，押しつぶし法な
どの基本操作を習得するとともに，実験の
過程や結果を的確に記録，整理し，染色体
の変化について科学的に探究する技能を身
に付けている。
・パフの観察を通して，だ腺の摘出や染色
などの基本操作を習得するとともに，実験
の過程や結果を的確に記録，整理し，パフ
が生じる理由について科学的に探究する技
能を身に付けている。

・DNAと染色体について，基本的な概念や
原理・法則を理解し，知識を身に付けてい
る。
・分裂する細胞・分裂しない細胞につい
て，基本的な概念や原理・法則を理解し，
知識を身に付けている。
・塩基の相補性を利用したDNAの複製につ
いて，基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・生命現象とタンパク質について，基本的
な概念や原理・法則を理解し，知識を身に
付けている。
・DNAの成分とトリプレットについて，基
本的な概念や原理・法則を理解し，知識を
身に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

9

３編　生物の体内環境の維持

１章　体内環境
◎「細胞の膜のはたらき」
「酸素のヘモグロビンへの結合」

◎「血液凝固反応のしくみ」
血球の観察
「腎臓による尿の生成と老廃物の濃縮」

体液の循環や調節に関わる心臓・腎臓・肝臓などのはたらきを学ぶ。
◎細胞膜の選択的透過性には，受動輸送と能動輸送があることを学ぶ。
・酸素解離曲線の意味と，酸素とヘモグロビンの結合に影響する諸条件につい
て理解し，組織への酸素の受け渡し方について学ぶ。
◎血小板と血しょう中に含まれるタンパク質やＣａ２＋の相互作用について理
解し，凝固が起こるしくみについて学ぶ。
・動物の血球を光学顕微鏡で観察し，スケッチする。
・腎臓におけるろ過と再吸収のしくみにより，老廃物は濃縮して尿とし，必要
な物質は血液中に残すはたらきを理解する。

8 ・動物の進化と体内環境に関心や探究心を
もち，意欲的にそれらを探究しようとする
とともに，科学的態度を身に付けている。
・心臓・肝臓・腎臓のそれぞれのはたらき
に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学的態度を
身に付けている。

・血液・組織液・リンパ液の関係性の中に
問題を見いだし，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。
・肝臓と腎臓による体液調節の中に問題を
見いだし，探究する過程を通して，事象を
科学的に考察し，導き出した考えを的確に
表現している。

・血球の観察を通して，プレパラート作成
などの基本操作を習得するとともに，実験
の過程や結果を的確に記録，整理し，血球
の構造について科学的に探究する技能を身
に付けている。

・細胞の膜のはたらきについて，基本的な
概念や原理・法則を理解し，知識を身に付
けている。
・酸素のヘモグロビンへの結合や血液凝固
のしくみについて，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

前期期末考査問題による理
解度・定着度分析

まとめプリントによる取組
評価

「生物基礎」学習内容と評価の年間計画

月 学習内容
具体的な評価規準

評価方法
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２章 体内環境の調節「内分泌腺と外分泌
腺」
「ホルモンの発見」
ホルモンによる魚の心拍数の変化

◎「ホルモンによる体脂肪量の調節

・自律神経とホルモンによる体内環境の調節のしくみを学ぶ。
・ホルモンを分泌する内分泌腺と汗や消化液などを分泌する外分泌腺との構造
上の違いについて学ぶ。
・ルーペもしくは実体顕微鏡で観察し，アドレナリンによる魚類の心拍数変化
を測定する。
◎レプチンとグレリンという２種類のホルモンによって，体脂肪量の調節がな
されるしくみを理解する。

8 ・自律神経系と内分泌系によるそれぞれの
調節に関心や探究心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするとともに，科学的態
度を身に付けている。
・自律神経系とホルモンによる協同作業に
関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，科学的態度を身
に付けている。

・交感神経・副交感神経の関係性の中に問
題を見いだし，探究する過程を通して，事
象を科学的に考察し，導き出した考えを的
確に表現している。
・血糖値調節のしくみの中に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考えを的確に表現し
ている。

・ホルモンによる魚の心拍数の変化を調べ
る実験を通して，実体顕微鏡の使い方など
の基本操作を習得するとともに，実験の過
程や結果を的確に記録，整理し，アドレナ
リンによる心拍数変化について科学的に探
究する技能を身に付けている。

・内分秘腺と外分泌腺について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，知識を身に付
けている。
・ホルモンによる調節について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，知識を身に付
けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

11～
12

３章　免疫
バッタの白血球の食作用の観察

◎「ウイルスの増殖に対する免疫細胞の対
応」
◎「自己と非自己の認識」
◎「移植された組織に対する免疫反応」
◎「花粉症のしくみ」
「ABO式血液型と抗原抗体反応」

〈探究〉血液の観察
〈探究〉交感神経のはたらきを調べる

・異物の体内への侵入を防いだり，侵入した異物を排除するしくみを学ぶ。
・バッタの白血球が異物を排除するしくみを光学顕微鏡で観察する。
◎ウイルスに感染した細胞がナチュラルキラー細胞やキラーＴ細胞により細胞
死に至るしくみを知る。
◎主要組織適合性複合体が自己・非自己の認識に関わる目印としてはたらくし
くみを理解する。
◎移植された組織が主要組織適合性複合体により抗原として認識され，拒絶反
応が起こるしくみを理解し，免疫抑制についても合わせて学ぶ。
◎花粉に対する抗体によりアレルギー反応が起こるしくみ理解する。
・ABO式血液型の分類と，異型血液の輸血により凝集反応が引き起こされるし
くみを理解する。
・血液を材料として，塩類濃度の変化が血液に与える影響を調べ，さらに血液
凝固や血流の観察を行うことで，体内環境を保つ上で血液が重要な役割を果た
していることを理解する。
・辛み成分を用いて交感神経のはたらきを高め，その影響を調べることで，自
律神経系のはたらきに関する理解を深める。

13 ・免疫ではたらく細胞やシステムに関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを探究しよ
うとするとともに，科学的態度を身に付け
ている。
・免疫とヒトの健康に関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究しようとすると
ともに，科学的態度を身に付けている。

・免疫のシステムの中に問題を見いだし，
探究する過程を通して，事象を科学的に考
察し，導き出した考えを的確に表現してい
る。
・花粉症・AIDSといった現代病の中に問題
を見いだし，探究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出した考えを的確
に表現している。

・バッタの白血球の食作用を観察する実験
を通して，注射器の取り扱い方などの基本
操作を習得するとともに，実験の過程や結
果を的確に記録，整理し，食作用を中心と
する自然免疫について科学的に探究する技
能を身に付けている。

・ウイルスの増殖に対する免疫細胞の対応
や自己非自己の認識について，基本的な概
念や原理・法則を理解し，知識を身に付け
ている。
・拒絶反応や花粉症，および血液凝集反応
について，基本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

後期中間考査①問題による
理解度・定着度分析

1

４編　生物の多様性と生態系
１章  植生の多様性と分布

「地衣類とは」
身近にみられる遷移
「湖沼からはじまる遷移」

・生態系の成り立ちと植生の果たす役割を理解し，植生の遷移が生じるメカニ
ズムを学ぶ。
・菌類に緑藻類やシアノバクテリアが共生した地衣類の役割を知る。
・観察地で植物採集をし，遷移の段階，方向，環境要因との関係を学ぶ。
・湖沼から始まる湿性遷移の場合，どのような経緯で湖沼が陸地化し，乾性遷
移に移行するのか，具体例をもとにして理解

6 ・植生と生態系に関心や探究心をもち，意
欲的にそれらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けている。
・植生の遷移に関心や探究心をもち，意欲
的にそれらを探究しようとするとともに，
科学的態度を身に付けている。

・植生と光環境の中に問題を見いだし，探
究する過程を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表現してい
る。
・一次遷移と二次遷移の共通点・相違点の
中に問題を見いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。

・身近にみられる繊維の観察を通して，コ
ンピュータやデジタルカメラといった情報
機器の取り扱いなどの基本操作を習得する
とともに，実験の過程や結果を的確に記
録，整理し，年数変化に伴う植生の遷移に
ついて科学的に探究する技能を身につけて
いる。

・地衣類について，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付けている。
・乾性遷移・湿性遷移について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，知識を身に付
けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

後期中間考査②問題による
理解度・定着度分析

2

２章　気候とバイオーム
「気候に適応した植物の生活形」
暖かさの指数を求める
「富士山でみられる植生」
「マングローブ林」
「日本の草原植生」

・気候条件の違いにもとづいて，さまざまなバイオームが成立する過程を知
り，世界や日本におけるバイオームの分布について学ぶ。
・植物の生活様式を反映する生活形の意味を知り，各生活形とそれぞれの気候
条件の関連性について学ぶ。
・自分の住む地域の暖かさの指数を求め，バイオームを推測する。
・富士山の各段階における植生の違いを知り，本州中部のバイオームの垂直分
布について学ぶ。
・熱帯から亜熱帯地域のバイオームであるマングローブ林について学ぶ。

6 ・地衣類について，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付けている。
・乾性遷移・湿性遷移について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，知識を身に付
けている。

・バイオームという概念の中に問題を見い
だし，探究する過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考えを的確に表現
している。
・バイオームの水平分布・垂直分布の中に
問題を見いだし，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

・暖かさの指数を使って，自分の住む地域
のバイオームを推測する調査活動を通し
て，気象庁のホームページの活用などの基
本操作を習得するとともに，調査の過程や
結果を的確に記録，整理し，暖かさの指数
とバイオームとの相関関係について科学的
に探究する技能を身に付けている。

・気候に適応した植物の生活形について，
基本的な概念や原理・法則を理解し，知識
を身に付けている。
・日本と世界のバイオームについて，基本
的な概念や原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

3

３章　生態系とその保全
枯れ葉の分解の観察

「生態系での物質の移動に人間生活が与える
影響」
アサリの水質浄化作用を調べる

「熱帯多雨林の生物多様性」
「小笠原諸島の外来生物問題」

〈探究〉外来生物が生態系に与える影響

・生態系におけるエネルギーの流れと物質の循環のしくみについて理解し，生
態系の保全について学ぶ。
・ダンゴムシが枯れ葉を分解するようすを撮影し，観察する。
・窒素を例にとって，生態系における物質の移動に人間生活がどのような影響
を与えているかを知り，いわゆる環境問題とその解決策について学ぶ。
・アサリが水質浄化を行う過程をデジタルカメラ等で撮影し，ようすを観察す
る。
・東南アジア等に分布する熱帯多雨林における生物多様性を知り，気候条件と
の関係性を考える。
・外来生物による植生の変化ともたらす問題について考える。
・人為的に移入された生物の生態系への影響について，文献や資料を用いて具
体的に考察する。

4 ・生態系におけるエネルギーの流れと物質
の循環に関心や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。
・生態系のバランスや多様性の保全に関心
や探究心をもち，意欲的にそれらを探究し
ようとするとともに，科学的態度を身に付
けている。

・物質の循環のおける化石燃料の位置づけ
の中に問題を見いだし，探究する過程を通
して，事象を科学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現している。
・地球温暖化・生物種の絶滅・遺伝的撹乱
という象の中に問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学的に考察し，導
き出した考えを的確に表現している。

・ダンゴムシによる枯れ葉の分解の観察を
通して，パソコンやデジタルカメラなどの
情報機器の取り扱いなどの基本操作を習得
するとともに，観察の過程や結果を的確に
記録，整理し，ダンゴムシの生態系におけ
る役割について科学的に探究する技能を身
に付けている。

・生態系での物質の移動に人間生活が与え
る影響について，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付けている。
・生物多様性と外来生物による植生変化に
ついて，基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

事前ワークシートの記述内
容の分析

後期期末考査問題による理
解・定着度分析まとめプリ
ントによる取組評価

70



科目名 学科名 対象学年 単位数

体育 普通科 １年生 ２単位

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

運動の楽しさや喜びを深く味わ
うことができるよう、公正・協
力・責任などの態度を身に付け
るとともに，健康・安全に留意
して自ら運動をしようとする。

生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフの実現を目指して、自己や
仲間の課題に応じた運動を継続
するための取り組み方を工夫し
ている。また、自己や仲間の状
況に応じて体力を高めるための
運動や継続するための計画を工
夫している。

運動の合理的な実践を通して、
運動特性に応じて勝敗を競った
り、攻防を展開したり、表現し
たりするための各領域の運動特
性に応じた段階的な技能を身に
付けている。

選択した運動の技術（技）の名
称や行い方、体力の高め方。課
題解決の方法、練習や発表の仕
方、スポーツを行う際の健康・
安全の確保の仕方についての具
体的な方法、スポーツの歴史、
文化的特性や現代のスポーツの
特徴、運動やスポーツの効果的
な学習の仕方及び豊かなスポー
ツライフの設計の仕方を理解し
ている。

運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協
力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツ
ライフを継続する資質や能力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　保健体育科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

現代高等保健体育（大修館） ステップアップ高校スポーツ（大修館）



１
～

３
月

A 7

「A　体つくり運動｝
（１）次の運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさを味わい、健康の保持増進や体力の向上を図り、目的に適した運動の計画や自己
の体力や生活に応じた運動の計画を立て、実生活に役立てることができるようにする。
ア　体ほぐしの運動では、心と体は互いに影響し変化することに気付き、体の状態に応じて体の調子を整え、仲間と積極的に交流するた
めの手軽な運動や律動的な運動を行うこと。
イ　体力を高める運動では、自己のねらいに応じて、健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るため、継続的な運動の計画を立て
取り組むこと。
（２）体つくり運動に主体的に取り組むことや体力などの違いに配慮しようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそう
とすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。
（３）体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生活への取り入れ方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための
取り組み方を工夫できるようにする。

体力を高める運動
縄跳び
・技巧跳び
・時間跳び
・大縄跳び
サーキットトレーニング
ウエイトトレーニング

体力つくり運動に対する
関心や意欲を高めるとと
もに、楽しさや心地よさ
を味わえるようお互いに
協力して進んで運動しよ
うとする。安全や健康に
留意して運動をしようと
する。

自分の体力や運動経験を
ふまえて、体力の高め方
を工夫している。

体力つくり運動の意義や
適切な行い方、心身への
効果を理解するととも
に、体力向上のための目
的に応じた効果的運動の
組み立て方を理解し知識
を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度と学習状
況
・仲間との協力
状態
・チェックテス
ト
・個人カード内
容

５
～

７
・
９
月

B 8

「Ｂ　器械運動」
(１)次の運動について、技がよりよくできる楽しさや喜びを味わい、自己に適した技を高めて、演技できるようにする。
ア　マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件を変えた技、発展系を滑らかに行うこと、それら
を構成し演技すること。
イ　鉄棒運動では、支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件を変えた技、発展技を滑らかに行うこと、それらを
構成し演技すること。
ウ　平均台運動では、体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件を変えた技、発展技を滑らかに行うこと、そ
れらを構成し演技すること。
エ　跳び箱運動では、切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件を変えた技、発展技を滑らかに行うこと。
(２)器械運動に主体的に取り組むとともに、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとするこ
となどや、健康・安全を確保することができるようにする。
(３)技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、発表の仕方などを理解し、自己の仲間の課題に応じた運動を継続するための取
り組み方を工夫できるようにする。

マット運動
　・個々の技の練習
　・技と技をつなげる練習
　・演技発表の練習
跳び箱運動
　・個々の跳び方の練習
　・演技内容の充実を図る練習

器械体操の特性に関心を
持ち、楽しさや喜びを味
わえるようにお互いに協
力して進んで練習に取り
込もうとする。マットや
跳び箱に使用する器具を
点検し、安全に留意して
練習や発表をしようとす
る。

自分の能力に応じた技を
練習するための課題を設
定し、その解決のための
練習の仕方や発表の仕方
を工夫している。

マット運動や跳び箱運動
の特性に応じた技術を身
につけ、それを高め、技
を組み合わせて演技がで
きる。

マット運動や跳び箱運動
の特性や技術の構造を理
解するとともに、技の補
助の仕方、練習の計画方
法、演技技巧性の仕方を
理解し、知識を身につけ
ている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度と学習状
況
・演技構成表
・演技発表内容
・個人カードの
内容

４
～

５
月

C 8

「Ｃ　陸上競技」
(１)次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことができるようにする。
ア　競争　短距離走・リレーでは、中間走の高いスピードを維持して速く走ること、長距離走では、ペースの変化に対応するなどして走
ること、ハードル走では、スピードを維持した走りからハードルを低くリズミカルに越すこと。
イ　跳躍・走り幅跳びでは、スピードに乗った助走と力強い踏み切りから着地までの動きを滑らかにして跳ぶこと、走り高跳びでは、ス
ピードのあるリズミカルな助走から力強く踏み切り、滑らかな空間動作で跳ぶこと、三段跳びでは、短い助走からリズミカルに連続して
跳ぶこと。
ウ　投てき・砲丸投げでは立ち投げなどから砲丸を突き出して投げること、やり投げでは、短い助走からやりを前方にまっすぐ投げるこ
と。
(２)陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、役割を積極的に引
き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、自己の仲間の課題に応じた運動を継続するため
の取り組み方を工夫できるようにする。

競走
長距離走
　・ペース走
　・インターバルトレーニング
ハードル走
　・ハードリング練習
　・３歩のリズム練習
　・50ｍハードルタイムトライアル

陸上競技の特性に関心を
持ち、楽しさや喜びを味
わえるようにお互いに協
力して進んで練習に取り
込もうとする。ルールに
従い使用する器具を点検
し、安全に留意して練習
や発表をしようとする。

自分の能力に応じて目標
記録を設定し、その記録
更新のための練習方法を
工夫している。

長距離走やハードル走の
運動の特性に応じた技術
を身につけ、記録会で力
を発揮することができ
る。

陸上競技特性の技術や技
能を高めるための練習の
仕方、ルールや記録会の
運営の仕方についての知
識を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度と学習状
況
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）
・個人カードの
内容

無
し

D

「Ｄ　水泳」
(１)次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、各種目特有の技能を高めることができるようにする。
ア　クロールでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
イ　平泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
ウ　背泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
エ　バタフライでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
オ　複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをすること。
(２)水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、役割を積極的に引き受
け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、水泳の事故防止に関する心得など健康・安全を確保する
ことができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、自己の仲間の課題に応じた運動を継続するため
の取り組み方を工夫できるようにする。

「体　育」　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　高志高等学校　普通科　第１学年

実
施
月

領
域
記
号

領
域
の
時
数

領域名
領域の内容

【学習指導要領の内容】
主な学習活動

評価の観点および評価規準

評価方法
その他

留意点等
関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

○体育委員は以
下の仕事を行
う。
・授業の1時間前
までに担当教員
と連絡を取り、
内容をクラスの
生徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の
準備
③貴重品の管理
・授業時に行う
こと
①整列
②挨拶
③準備体操（補
強運動の指示）
○服装について
学校指定の体操
服を着用するこ
と　　　　（原
則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間
考査①前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査
①後～10月まで
※気温により期
間が変わること
がある。　　○
更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１
体育館及び第２
体育館女子更衣
室



５
６
⒑
⒒
⒓
１
２
３

E 28

「Ｅ　球技」
(１)次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを高めゲームが展開できるよ
うにする。
ア　ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間(スペース)を埋めるなどの連携した動きによって空間(スペース)への侵入などから攻
防を展開する。
イ　ネット型では、状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空間(スペース)を作りだすなどの攻防を展開
する。
ウ　ベースボール型では、状況に応じたバット操作手と走塁での攻撃、安定したボール操作と状況に応じた守備などによって攻防を展開
する。
(２)球技に主体的に取り組むとともに、フェアプレイを大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとする
こと、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、チームや自己の課題に応じた運動を継続するた
めの取り組み方を工夫できるようにする。

ゴール型

○サッカー

・基本的技能

　　キック　パス　トラップ　ドリブル　ボールコントロール

・グループ戦術　２対１　　２対２　ポジショニング

・簡易ゲーム

○バスケットボール

・基本的技能　　パス　ドリブル　シュート

・オフェンス　　２対１　　３対２

・ディフェンス　マンツーマン

・簡易ゲーム

ネット型

○バレーボール

・基本的技能

　パス（個人・対人）練習　　サーブ練習

　レシーブ練習　　　　　　　セッター練習

・簡易ゲーム

○テニス

・基本的技能

　　ボール慣れ　　基本グリップ

　　フォアハンド　バックハンド

　　ボレー　　サーブ

・簡易ゲーム

○バドミントン

・基本的技能　　ストローク練習

　　オーバーヘッド　サイドアーム　　アンダーハンド

・サービス練習　　ロングサービス　ショートサービス

・簡易ゲーム

ベースボール型

○ソフトボール

・基本的技能

　打撃　バットの握り方　構え方　素振り　　フリー打撃

　守備　ボールの握り方　投げ方　捕球姿勢　送球連取

　ノック投球練習

・簡易ゲーム

各球技の特性に関心を持
ち、戦術や作戦を立てて
勝敗を競う楽しさや喜び
を味わえるように、お互
いに協力して進んで練習
に取り込もうとする。
ルールに従い、練習や
ゲーム中の安全管理や危
険なプレーをしないな
ど、健康・安全に留意し
ようとする。

自分やチームの能力や特
徴に応じた課題を設定
し、その課題を解決する
ために適切な練習の方法
を選んだり、見つけたり
しようとする。また、相
手と競うことから作戦を
立てたり、ゲームの方法
や新しい課題を見つけよ
うとする。

自分やチームの能力や特
性に応じて、各球技特性
の技能を身につけ、ゲー
ムをすることができる。

各球技特性の集団・個人
技術や技能を高めるため
の練習の仕方、ルールや
ゲームの運営の仕方につ
いての知識を身につけて
いる。

・出席状況
・授業に取り組
む態度と学習状
況
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）
・個人ノートや
グループノート
の内容

１
０
～

１
２
月

F 12

「Ｆ　武道」
(１)次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を用いた攻防が展開できるようにする。
ア　柔道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技や連絡技・変化技を用いて、素早く相手を崩して投げたり、抑えたり返
したりするなどの攻防を展開する。
イ　剣道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技を用いて、相手の構えを崩し、素早くしかけたり応じたりするなどの攻
防を展開する。
(２)武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。
(３)伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古、体力の高め方、課題解決の方法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運
動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

柔道
・礼法練習
・基本動作練習
・受け身、投げ技、固め技練習練習
・連続技練習
・試合形式練習

剣道
・礼法練習
・基本素振り
・体さばき
・防具着脱
・基本打突
・試合形式練習

武道の特性に関心を持
ち、礼儀を重んじる中に
も楽しさや喜びを味わえ
るよう、お互い協力して
進んで練習や試合に取り
組もうとする。ルールに
従い、公正な態度で、安
全に留意して練習や試合
をしようとする。

自分の能力と特性に応じ
た技を習得するための課
題を設定し、その解決を
目指して練習の仕方や試
合の仕方を工夫してい
る。

武道の特性に応じた技能
を身につけるとともに、
その技能を高め、相手の
動きに対応した攻防を展
開して練習や試合ができ
る。

武道の特性や学び方、技
術の系統性、効率的な練
習の仕方を理解するとと
もに、ルールや試合、審
判の仕方を理解し、知識
を身につける。

・出席状況
・授業に取り組
む態度と学習状
況
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）
・個人ノートの
内容

５
～

７
・
９
月

G 8

「Ｇ　ダンス」
(１)次の運動について、感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい、それぞれ特有の表現や踊りを高めて交
流や発表ができるようにする。
ア　創作ダンスでは、表したいテーマにふさわしいイメージをとらえ、個や集団で対極の動きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表
現したり、イメージを強調した作品にまとめたりして踊ること。
イ　フォークダンスでは、踊り方の特徴を強調して、音楽に合わせて多様なステップや動きと組み方で仲間と対応して踊る。
ウ　現代的なリズムのダンスでは、リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ったり、変化とまとまりを付けて仲間と対応して踊る。
(２)ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め合おうとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとする。
また、合意形成に貢献しようとすることや健康・安全を確保することができるようにする。
(３)ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の高め方、課題解決の方法、交流や発表の仕方などを理解し、グループや自己
の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

・ダンスウォーミングアップ
・体の使い方・リズムの取り方
・リズムダンス・ペアダンス
・現代的なリズムダンス
・即興表現
・創作

ダンスの特性に関心を持
ち、楽しさや喜びを味わ
えるよう互いに協力して
進んで練習や発表会に取
り組もうとする。また、
互いの良さを認め合おう
とする。

自分の能力に応じた技を
練習するための課題を設
定し、その解決のための
練習の仕方や発表の仕方
を工夫している。

ダンスの特性に応じた技
術を身につけ、それを高
め、音楽に合わせてリズ
ミカルな動きを身につけ
演技や表現ができる。

ダンスの特性やリズムの
取り方、動き方を理解す
るとともに、作品の構成
や効果的な表現の仕方に
ついて理解し、知識を身
につけている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度と学習状
況
・演技構成表
・演技発表内容
・仲間との協力
状況
・グループノー
トの内容

７
・
９
月

H 6

「H　体育理論｝
（１）スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴について理解できるようにする。
ア　スポーツは、人類の歴史とともに始まり、その理念が時代に応じて変容してきていること。また、我が国から世界に普及し、発展し
ているスポーツがあること。
イ　スポーツの技術や戦術、ルールは、用具の改良やメディアの発達に伴い変わり続けていること。
ウ　現代のスポーツは、国際親善や世界平和に大きな役割を果たしており、その代表的なものにオリンピックムーブメントがあること。
また、ドーピングは、フェアプレイの精神に反するなど、能力の限界に挑戦するスポーツの文化的価値を失わせていることを理解する。
エ　現代のスポーツは、経済的な波及効果があり、スポーツ産業が経済の中で大きな影響を及ぼしていること。

クラス単位の講義形式
　プリント学習
　視聴覚教材の使用
　ディスカッション
　グループ学習　調べ学習

スポーツの歴史や文化的
特性や現代スポーツの特
性に関心を持ち、スポー
ツに関しての今後の課題
やその解決策を自主的に
考え、意欲的に取り組ん
でいる。

スポーツの歴史や文化的
特性や現代スポーツの特
性について、学習した知
識を活用して新たな課題
を見つけることができ
る。

スポーツの歴史や文化的
特性や現代スポーツの特
性について理解してい
る。

・出席状況
・授業に取り組
む態度と学習状
況
・定期考査試験



（年間指導時数　　　時間） 学校名・学科・学年　高志高等学校　普通科　第１学年

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

体力つくり運動

縄跳びや各トレーニン
グを通して、健康の保
持増進や体力向上を図
り、目的に応じた運動
計画を立てることが態
度を養う。

体力を高める運動
縄跳び
・技巧跳び
・時間跳び
・大縄跳び
サーキットトレーニング
ウエイトトレーニング

体力つくり運動に対す
る関心や意欲を高める
とともに、楽しさや心
地よさを味わえるよう
お互いに協力して進ん
で運動しようとする。
安全や健康に留意して
運動をしようとする。

自分の体力や運動経験
をふまえて、体力の高
め方を工夫している。

体力つくり運動の意義
や適切な行い方、心身
への効果を理解すると
ともに、体力向上のた
めの目的に応じた効果
的運動の組み立て方を
理解し知識を身につけ
ている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
学習状況
・仲間との協力状態
・チェックテスト
・個人カードの内容

陸上競技

長距離走・ハードル走
を通して、記録の向上
や競争の楽しさや喜び
を味わい、各種目特有
の技能を高める。ルー
ルやマナーを大切に
し、役割を積極的に引
き受け自己責任を果た
そうとする態度を育成
する。

競走
長距離走
　・ペース走
　・インターバルトレーニング
ハードル走
　・ハードリング練習
　・３歩のリズム練習
　・50ｍハードルタイムトライア
ル

陸上競技の特性に関心
を持ち、楽しさや喜び
を味わえるようにお互
いに協力して進んで練
習に取り込もうとす
る。ルールに従い使用
する器具を点検し、安
全に留意して練習や発
表をしようとする。

自分の能力に応じて目
標記録を設定し、その
記録更新のための練習
方法を工夫している。

長距離走やハードル走
の運動の特性に応じた
技術を身につけ、記録
会で力を発揮すること
ができる。

陸上競技特性の技術や
技能を高めるための練
習の仕方、ルールや記
録会の運営の仕方につ
いての知識を身につけ
ている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
と学習状況
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・個人カードの内容

器械体操

マット運動・跳び箱運
動を通して、技がより
よくできる楽しさや喜
びを味わい、自己に適
した技を高めて、自信
を持って演技発表を行
う態度を養う。

マット運動
　・個々の技の練習
　・技と技をつなげる練習
　・演技発表の練習
跳び箱運動
　・個々の跳び方の練習
　・演技内容の充実を図る練習

器械体操の特性に関心
を持ち、楽しさや喜び
を味わえるようにお互
いに協力して進んで練
習に取り込もうとす
る。マットや跳び箱に
使用する器具を点検
し、安全に留意して練
習や発表をしようとす
る。

自分の能力に応じた技
を練習するための課題
を設定し、その解決の
ための練習の仕方や発
表の仕方を工夫してい
る。

マット運動や跳び箱運
動の特性に応じた技術
を身につけ、それを高
め、技を組み合わせて
演技ができる。

マット運動や跳び箱運
動の特性や技術の構造
を理解するとともに、
技の補助の仕方、練習
の計画方法、鋭意技巧
性の仕方を理解し、知
識を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
と学習状況
・演技構成表
・演技発表内容
・個人カードの内容

ダンス

仲間と踊ったりする楽
しさや喜びを味わい、
表現や踊りを通して、
交流や発表ができるよ
うになる。

創作ダンス
・ダンスウォーミングアップ
・体の使い方・リズムの取り方
・リズムダンス・ペアダンス
・現代的なリズムダンス
・即興表現
・創作

ダンスの特性に関心を
持ち、楽しさや喜びを
味わえるよう互いに協
力して進んで練習や発
表会に取り組もうとす
る。また、互いの良さ
を認め合おうとする。

自分の能力に応じた技
を練習するための課題
を設定し、その解決の
ために練習の仕方や発
表の仕方を工夫してい
る。

ダンスの特性に応じた
技術を身につけ、それ
を高め、音楽に合わせ
てリズミカルな動きを
身につけ演技や表現が
できる。

ダンスの特性やリズム
の取り方、動き方を理
解するとともに、作品
の構成や効果的な表現
の仕方について理解
し、知識を身につけて
いる。

・出席状況
・授業に取り組む態度
と学習態度
・演技構成表
・演技発表内容
・仲間との協力状況
・グループノートの内
容

柔道

柔道を通して、技を高
め勝敗を競う楽しさや
喜びを味わい、得意技
を用いた攻防が展開で
きるようになる。相手
を尊重し、礼法などの
伝統的な行動を大切に
する態度を養う。

柔道
・礼法練習
・基本動作練習
・受け身、投げ技、固め技練習練
習
・連続技練習
・試合形式練習

柔道の特性に関心を持
ち、礼儀を重んじる中
にも楽しさや喜びを味
わえるよう、お互い協
力して進んで練習や試
合に取り組もうとす
る。ルールに従い、公
正な態度で、安全に留
意して練習や試合をし
ようとする。

自分の能力と特性に応
じた技を習得するため
の課題を設定し、その
解決を目指して練習の
仕方や試合の仕方を工
夫している。

柔道の特性に応じた技
能を身につけるととも
に、その技能を高め、
相手の動きに対応した
攻防を展開して練習や
試合ができる。

柔道の特性や学び方、
技術の系統性、効率的
な練習の仕方を理解す
るとともに、ルールや
試合、審判の仕方を理
解し、知識を身につけ
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・個人ノートの内容

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前ま
でに担当教員と連絡
を取り、内容をクラ
スの生徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運
動の指示）
○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査
①前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①
後～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。
○更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育
館及び第２体育館女
子更衣室

「体　育」　指導と評価の年間計画

単元名 単元の目標 主な学習活動
評価の観点および評価規準

評価方法
その他

留意点等



剣道

剣道を通して、技を高
め勝敗を競う楽しさや
喜びを味わい、得意技
を用いた攻防が展開で
きるようになる。相手
を尊重し、礼法などの
伝統的な行動を大切に
する態度を養う。

剣道
・礼法練習
・基本素振り
・体さばき
・防具着脱
・基本打突
・試合形式練習

剣道の特性に関心を持
ち、礼儀を重んじる中
にも楽しさや喜びを味
わえるよう、お互い協
力して進んで練習や試
合に取り組もうとす
る。ルールに従い、公
正な態度で、安全に留
意して練習や試合をし
ようとする。

自分の能力と特性に応
じた技を習得するため
の課題を設定し、その
解決を目指して練習の
仕方や試合の仕方を工
夫している。

剣道の特性に応じた技
能を身につけるととも
に、その技能を高め、
相手の動きに対応した
攻防を展開して練習や
試合ができる。

剣道の特性や学び方、
技術の系統性、効率的
な練習の仕方を理解す
るとともに、ルールや
試合、審判の仕方を理
解し、知識を身につけ
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・個人ノートの内容
・グループノートの内
容

サッカー

サッカーを通して、勝
敗を争う楽しさや喜び
を味わい、作戦や状況
に応じた技能や仲間と
連携した動きを高めて
ゲームが展開できるよ
うになる。フェアなプ
レイを大切にし、役割
を積極的に引き受け、
自己の責任を果たそう
とする態度を育成する

ゴール型
・基本的技能
　　キック　パス　トラップ
　　ドリブル　ボールコントロー
ル
・グループ戦術
　　２対１　　２対２
　　ポジショニング
・簡易ゲーム

サッカーの特性に関心
を持ち、作戦を立てて
勝敗を競う楽しさや喜
びを味わえるように、
お互いに協力して進ん
で練習に取り込もうと
する。ファアなプレー
に心がけ、練習やゲー
ム中の安全管理や危険
なプレーをしないな
ど、健康・安全に留意
しようとする。

自分やチームの能力や
特徴に応じた課題を設
定し、その課題を解決
するために適切な練習
の方法を選んだり、見
つけたりしようとす
る。また、相手と競う
ことから作戦を立てた
り、ゲームの方法や新
しい課題を見つけよう
とする。

自分やチームの能力や
特性に応じて、サッ
カーの技能を身につ
け、ゲームをすること
ができる。

サッカーの特性である
集団技術や技能を高め
るための練習の仕方、
ルールやゲームの運営
の仕方についての知識
を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・グループノートの内
容

バスケットボー
ル

バスケットボールを通
して、勝敗を争う楽し
さや喜びを味わい、作
戦や状況に応じた技能
や仲間と連携した動き
を高めてゲームが展開
できるようになる。
フェアなプレイを大切
にし、役割を積極的に
引き受け、自己の責任
を果たそうとする態度
を育成する

ゴール型
・基本的技能
　　パス　ドリブル　シュート
・オフェンス
　　２対１　　３対２
・ディフェンス
　　マンツーマン
・簡易ゲーム

バスケットボールの特
性に関心を持ち、作戦
を立てて勝敗を競う楽
しさや喜びを味わえる
ように、お互いに協力
して進んで練習に取り
込もうとする。ファア
なプレーに心がけ、練
習やゲーム中の安全管
理や危険なプレーをし
ないなど、健康・安全
に留意しようとする。

自分やチームの能力や
特徴に応じた課題を設
定し、その課題を解決
するために適切な練習
の方法を選んだり、見
つけたりしようとす
る。また、相手と競う
ことから作戦を立てた
り、ゲームの方法や新
しい課題を見つけよう
とする。

自分やチームの能力や
特性に応じて、バス
ケットボールの技能を
身につけ、ゲームをす
ることができる。ま
た、ディフェンスやオ
フェンスなどの集団技
能を高め、新たに身に
つけた技能でゲームを
展開することができ
る。

バスケットボールの特
性である集団技術や技
能を高めるための練習
の仕方、ルールやゲー
ムの運営の仕方につい
ての知識を身につけて
いる。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）

バレーボール

バレーボールを通し
て、勝敗を争う楽しさ
や喜びを味わい、作戦
や状況に応じた技能や
仲間と連携した動きを
高めてゲームが展開で
きるようになる。フェ
アなプレイを大切に
し、役割を積極的に引
き受け、自己の責任を
果たそうとする態度を
育成する

ゴール型
・基本的技能
　パス（個人・対人）練習
　サーブ練習
　レシーブ練習・セッター練習
・簡易ゲーム

バレーボールの特性に
関心を持ち、戦術や作
戦を立てて勝敗を競う
楽しさや喜びを味わえ
るように、お互いに協
力して進んで練習に取
り込もうとする。ルー
ルに従い、練習やゲー
ム中の安全管理や危険
なプレーをしないな
ど、健康・安全に留意
しようとする。

自分やチームの能力や
特徴に応じた課題を節
制し、その課題を解決
するために適切な練習
の方法を選んだり、見
つけたりしようとす
る。また、相手と競う
ことから作戦を立てた
り、ゲームの方法や新
しい課題を見つけよう
とする。

自分やチームの能力や
特性に応じて、バレー
ボールの技能を身につ
け、ゲームをすること
ができる。

バレーボールの特性で
ある集団技術や技能を
高めるための練習の仕
方、ルールやゲームの
運営の仕方についての
知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・グループノートの内
容

テニス

テニスを通して、勝敗
を争う楽しさや喜びを
味わい、作戦や状況に
応じた技能や仲間と連
携した動きを高めて
ゲームが展開できるよ
うになる。フェアなプ
レイを大切にし、役割
を積極的に引き受け、
自己の責任を果たそう
とする態度を育成する

ネット型
・基本的技能
　　ボール慣れ　　基本グリップ
　　フォアハンド　バックハンド
　　ボレー　　サーブ
・簡易ゲーム

テニスの特性に関心を
持ち、戦術や作戦を立
てて勝敗を競う楽しさ
や喜びを味わえるよう
に、お互いに協力して
進んで練習に取り込も
うとする。ルールに従
い、練習やゲーム中の
安全管理や危険なプ
レーをしないなど、健
康・安全に留意しよう
とする。

自分やチームの能力や
特徴に応じた課題を設
定し、その課題を解決
するために適切な練習
の方法を選んだり、見
つけたりしようとす
る。また、相手と競う
ことから作戦を立てた
り、ゲームの方法や新
しい課題を見つけよう
とする。

自分の能力や特性に応
じて、テニスの技能を
身につけ、ゲームをす
ることができる。

テニスの特性である個
人技術や技能を高める
ための練習の仕方、
ルールやゲームの運営
の仕方についての知識
を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・個人カードの内容

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前ま
でに担当教員と連絡
を取り、内容をクラ
スの生徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運
動の指示）
○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査
①前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①
後～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。
○更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育
館及び第２体育館女
子更衣室



バドミントン

バドミントンを通し
て、勝敗を争う楽しさ
や喜びを味わい、作戦
や状況に応じた技能や
仲間と連携した動きを
高めてゲームが展開で
きるようになる。フェ
アなプレイを大切に
し、役割を積極的に引
き受け、自己の責任を
果たそうとする態度を
育成する

ネット型
・基本的技能
　ストローク練習
　　オーバーヘッド　サイドアー
ム
　　アンダーハンド
・サービス練習
　　ロングサービス
　　ショートサービス
・簡易ゲーム

バドミントンの特性に
関心を持ち、戦術や作
戦を立てて勝敗を競う
楽しさや喜びを味わえ
るように、お互いに協
力して進んで練習に取
り込もうとする。ルー
ルに従い、練習やゲー
ム中の安全管理や危険
なプレーをしないな
ど、健康・安全に留意
しようとする。

自分やチームの能力や
特徴に応じた課題を設
定し、その課題を解決
するために適切な練習
の方法を選んだり、見
つけたりしようとす
る。また、相手と競う
ことから作戦を立てた
り、ゲームの方法や新
しい課題を見つけよう
とする。

自分やチームの能力や
特性に応じて、バドミ
ントンの技能を身につ
け、ゲームをすること
ができる。

バドミントンの特性で
ある個人技術や技能を
高めるための練習の仕
方、ルールやゲームの
運営の仕方についての
知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・個人カードの内容

ソフトボール

ソフトボールを通し
て、勝敗を争う楽しさ
や喜びを味わい、作戦
や状況に応じた技能や
仲間と連携した動きを
高めてゲームが展開で
きるようになる。フェ
アなプレイを大切に
し、役割を積極的に引
き受け、自己の責任を
果たそうとする態度を
育成する

ベースボール型
・基本的技能
　打撃
　　バットの握り方　構え方
　　素振り　　フリー打撃
　守備
　　ボールの握り方　投げ方
　　捕球姿勢　送球連取　ノック
　　投球練習
・簡易ゲーム

ソフトボールの特性に
関心を持ち、戦術や作
戦を立てて勝敗を競う
楽しさや喜びを味わえ
るように、お互いに協
力して進んで練習に取
り込もうとする。ルー
ルに従い、練習やゲー
ム中の安全管理や危険
なプレーをしないな
ど、健康・安全に留意
しようとする。

自分やチームの能力や
特徴に応じた課題を設
定し、その課題を解決
するために適切な練習
の方法を選んだり、見
つけたりしようとす
る。また、相手と競う
ことから作戦を立てた
り、ゲームの方法や新
しい課題を見つけよう
とする。

自分やチームの能力や
特性に応じて、ソフト
ボールの技能を身につ
け、ゲームをすること
ができる。

ソフトボールの特性で
ある集団技術や技能を
高めるための練習の仕
方、ルールやゲームの
運営の仕方についての
知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）
・グループノートの内
容

体育理論

スポーツの歴史、文化
的特性や現代のスポー
ツの特徴について理解
する。

クラス単位の講義形式
　プリント学習
　視聴覚教材の使用
　ディスカッション
　グループ学習　調べ学習

スポーツの歴史や文化
的特性や現代スポーツ
の特性に関心を持ち、
スポーツに関しての今
後課題やその解決策を
自主的に考え、意欲的
に取り組んでいる。

スポーツの歴史や文化
的特性や現代スポーツ
の特性について、学習
した知識を活用して新
たな課題を見つけるこ
とができる。

スポーツの歴史や文化
的特性や現代スポーツ
の特性について理解し
ている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・スポーツに関する理
解
　度テスト

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前ま
でに担当教員と連絡
を取り、内容をクラ
スの生徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運
動の指示）
○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査
①前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①
後～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。
○更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育
館及び第２体育館女
子更衣室



科目名 学科名 対象学年 単位数

保健 普通科 １年生 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

現代社会と健康について、健康
を保持増進するためには、自ら
の健康を適切に管理すること及
び環境を改善していくことが重
要であることに関心を持ち、学
習活動に意欲的に取り組もうと
している。

現代社会と健康について、健康
を保持増進するための課題の解
決を目指して、知識を活用した
学習活動などにより、総合的に
考え、判断し、それらを表して
いる。

現代社会と健康について、健康
を保持増進するための課題の解
決に役立つ自らの健康を適切に
管理すること及び環境を改善し
ていくための基礎的な事項を理
解している。

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を
適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　保健体育科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

現代高等保健体育（大修館） 現代保健ノート（大修館）



学校名・学科・学年 高志高等学校　普通科　第１学年

４
・
５

6

ア　健康の考え方
健康の考え方は、国民の健康水準
の向上や疾病構造の変化に伴って
変わってきていること。また、健
康は、様々な要因の影響を受けな
がら、主体と環境の相互作用の下
に成り立っていること。健康の保
持増進には、健康に関する個人の
適切な意志決定や行動選択及び環
境づくりがかかわること。

１．私たちの健康のすがた
２．健康のとらえ方
３．健康と意思決定・行動選択
４．健康に関する環境づくり

データをもとに、世界の平均寿命や健康
観の変遷に触れながら、健康について広
くとらえさせる。世界や我が国での取り
組みや、人間を取り巻く環境すべてが健
康にかかわることを理解する。健康に
とって望ましくない習慣をやめる、将来
的にしない、望ましくない周囲の圧力を
はね返す、などの状況を設定し、ブレイ
ンストーミングやロールプレイなどの方
法を使って、意志決定･行動選択を行う。

・国民の健康水準と疾病構造の
変化、健康の考え方と成り立ち
について、資料を探したり、見
たり、読んだりするなどの学習
活動に意欲的に取り組もうとし
ている。
・健康に関する意思決定や行動
選択、健康に関する環境づくり
について、課題の解決に向けて
の話し合いや意見交換などの学
習活動に意欲的にとり組もうと
している。

・国民の健康水準と疾病構造の
変化、健康の考え方と成り立ち
について、資料等で調べたこと
を基に、課題を見つけたり、整
理したりするなどしてそれらを
説明している。
・健康に関する意思決定や行動
選択、健康に関する環境づくり
について、学習したことを、個
人及び社会生活や事例などを比
較したり、分類したり、分析し
たりするなどしている。また、
筋道を立ててそれらを説明して
いる。

・健康の考え方は、国民の健康
水準や疾病構造の変化に伴って
変わってきていること、健康は
様々な要因の影響を受けなが
ら、主体と環境の相互作用の下
に成り立っていること、健康の
保持増進には、健康に関する個
人の適切な意思決定や行動選択
及び環境づくりが関わることに
ついて、記述したりしている。

学習活動への取り組み
の様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交
換の場を設けたり、
DVDを視聴したりし
て、生徒の興味・関心
を刺激し、生活に役立
つ知識の習得や実践力
を養うことができるよ
うにする。

６
・
７
・
９

10

イ　健康の保持増進と疾病の予防
健康の保持増進と生活習慣病の予
防には、食事、運動、休養及び睡
眠の調和のとれた生活を実践する
必要があること。喫煙と飲酒は、
生活習慣病の要因になること。ま
た、薬物乱用は、心身の健康や社
会に深刻な影響を与えることから
行ってはならないこと。それらの
対策には、個人や社会環境への対
策が必要であること。

５．生活習慣病とその予防
６．食事と健康
７．運動と健康
８．休養・睡眠と健康
９．喫煙と健康
10．飲酒と健康
11．薬物乱用と健康

生活習慣病とその予防について理解し、
健康的な生活習慣の形成について理解す
る。また、薬物乱用の防止について、社
会的な取り組みと個人が行う対策につい
て理解する。それらをもとに自分の生活
の中でどのように実践できるか、意見の
交換をしあう。

・生活習慣病と日常の生活行動
について、資料を探したり、見
たり、読んだりするなどの学習
活動に意欲的に取り組もうとし
ている。
・喫煙、飲酒と健康、薬物乱用
と健康について、課題の解決に
向けての話し合いや意見交換な
どの学習活動に意欲的に取り組
もうとしている。

・生活習慣病と日常の生活行動
について、資料等で調べたこと
を基に、課題を見つけたり、整
理したりするなどして、それら
を説明している。
・喫煙、飲酒と健康、薬物乱用
と健康について、学習したこと
を、個人及び社会生活や事例と
比較したり、分析したり、評価
したりするなどしている。ま
た、筋道を立ててそれらを説明
している。

・健康の保持増進と生活習慣病
の予防には、食事、運動、休養
及び睡眠の調和のとれた生活を
実践する必要があること、喫煙
と飲酒は、生活習慣病の要因に
なること、薬物乱用は、心身の
健康や社会に深刻な影響を与え
ることから行ってはならないこ
と、喫煙と飲酒、薬物乱用の対
策には、個人や社会環境への対
策が必要であることについて、
理解したことを発言したり、記
述したりしている。

学習活動への取り組み
の様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交
換の場を設けたり、
DVDを視聴したりし
て、生徒の興味・関心
を刺激し、生活に役立
つ知識の習得や実践力
を養うことができるよ
うにする。

10
・
11
・
12

9

イ　健康の保持増進と疾病の予防
感染症の発生や流行には、時代や
地域によって違いがみられるこ
と。その予防には、個人的及び社
会的な対策を適切に行う必要があ
ること。
ウ　精神の健康
人間の欲求と適応機制には、様々
な、種類があること。精神と身体
には、密接な関連があること。ま
た、精神の健康を保持増進するに
は、欲求やストレスに適切に対処
するとともに、自己実現を図るよ
う努力していくことが重要である
こと。

12．現代の感染症
13．感染症の予防
14．性感染症・エイズとその予防
15．欲求と適応機制
16．心身の相関とストレス
17．ストレスへの対処
18．心の健康と自己実現

感染症予防について、社会的な取り組み
と個人が行う対策について理解する。
様々な欲求について自分の体験と照らし
合わせながら理解させる。心身相関の仕
組みやストレスの対処法について理解
し、実践につなげられるようにする。ま
た、自己実現と心の健康の関係、自己実
現の道筋と達成について理解し説明でき
るようにする。

・感染症とその予防について、
課題の解決に向けての話し合い
や意見交換などの学習活動に意
欲的に取り組もうとしている。
・欲求と適応機制、心身の相関
について、資料を探したり、見
たり、読んだりするなどの学習
活動に意欲的に取り組もうとし
ている。
・ストレスへの対処、自己実現
について、課題の解決に向けて
の話し合いや意見交換、体験活
動に意欲的に取り組もうとして
いる。

・感染症とその予防について、
学習したことを、個人及び社会
生活や事例と比較したり、分析
したり、評価したりするなどし
ている。
・欲求と適応機制、心身の相関
について、資料等で調べたこと
を基に整理したり、自分の考え
を導き出したりして、それらを
説明している。
・ストレスへの対処、自己実現
について、学習したことを個人
及び社会生活や事例と比較した
り、分析したり、評価したりす
るなどしている。また、筋道を
立ててそれらを説明している。

・感染症の発生や流行には、時
代や地域によって違いがみられ
ること、感染症の予防には、個
人的及び社会的な対策を行う必
要があることについて、理解し
たことを発言したり、記述した
りしている。
・人間の欲求と適応機制には、
様々な種類があること、精神と
身体には、密接な関連があるこ
と、精神の健康を保持増進する
には、欲求やストレスに適切に
対処するとともに、自己実現を
図るよう努力していくことが重
要であることについて、理解し
たことを発言したり、記述した
りしている。

学習活動への取り組み
の様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交
換の場を設けたり、
DVDを視聴したりし
て、生徒の興味・関心
を刺激し、生活に役立
つ知識の習得や実践力
を養うことができるよ
うにする。

１
・
２

4

エ　交通安全
交通事故を防止するには、車両の
特性の理解、安全な運転や歩行な
ど適切な行動、自他の生命を尊重
態度、交通環境の整備などがかか
わること。また、交通事故には責
任や補償問題が生じること。

19．交通安全の現状と要因
20．交通社会における運転者の脂質と責
任
21．安全な交通社会づくり

交通事故に関するVTRを視聴するなどし
て、交通安全の意識を高め、自他の生命
を守り尊重する態度を養う。また、交通
事故における責任や補償について理解
し、交通安全の意識を高める。

・交通事故の現状、交通社会で
必要な資質と責任について、資
料を探したり、見たり、読んだ
りするなどの学習活動に意欲的
に取り組もうとしている。
・安全な社会づくりについて、
課題の解決に向けての話し合い
や意見交換などの学習活動に意
欲的に取り組もうとしている。

・交通事故の現状、交通社会で
必要な資質と責任について、資
料等で調べたことを基に、課題
を見つけたり整理したりするな
どして、それらを説明してい
る。
・安全な社会づくりについて、
学習したことを個人及び社会生
活や事例と比較したり、分析し
たりするなどしている。また、
筋道を立ててそれらを説明して
いる。

・交通事故を防止するには、車
両の特性の理解、安全な運転や
歩行など適切な行動、自他の生
命を尊重する態度、交通環境の
整備などが関わること、交通事
故には責任や補償問題が生じる
ことについて、理解したことを
発言したり、記述したりしてい
る。

学習活動への取り組み
の様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交
換の場を設けたり、
DVDを視聴したりし
て、生徒の興味・関心
を刺激し、生活に役立
つ知識の習得や実践力
を養うことができるよ
うにする。

２
・
３

6

オ　応急手当
適切な応急手当は、傷害や疾病の
悪化を軽減できること。また、心
肺蘇生等の応急手当は、傷害や疾
病によって身体が時間の経過とと
もに損なわれていく場合があるこ
とから、速やかに行う必要がある
こと。

22．応急手当の意義とその基本
23．心肺蘇生法
24．日常的な応急手当

身近な応急手当を始め、緊急を要する際
の応急手当や心肺蘇生について、実習を
交えて理解し実践できる力を養う。

・応急手当の意義について、資
料を見たり、読んだりするなど
の学習活動に意欲的に取り組も
うとしている。
・日常的な応急手当、心肺蘇生
法について、実習や、話し合い
や意見交換などの学習活動に意
欲的に取り組もうとしている。

・応急手当の意義について、資
料等で調べたことを基に、課題
を見つけたり、整理したりする
などして、それらを説明してい
る。
・日常的な応急手当、心肺蘇生
法について、分析したり評価し
たりするなどしている。また、
筋道を立ててそれらを説明して
いる。

・適切な応急手当は、傷害や疾
病の悪化を軽減できること、応
急手当には、正しい手順や方法
があること、心肺蘇生等の応急
手当は障害や疾病によって身体
が時間の経過とともに損なわれ
ていく場合があることについ
て、理解したことを発言した
り、記述したりしている。

学習活動への取り組み
の様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交
換の場を設けたり、
DVDを視聴したりし
て、生徒の興味・関心
を刺激し、生活に役立
つ知識の習得や実践力
を養うことができるよ
うにする。

評価方法
その他
留意点等

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

「
（

１
）

現
代
社
会
と
健
康
」

我が国の疾病構造や社会の変化に
対応して、健康を保持増進するた
めには、個人の行動選択やそれを
支える社会環境づくりなどが大切
であるというヘルスプロモーショ
ンの考え方を生かし、人々が自ら
の健康を適切に管理すること及び
環境を改善していくことが重要で
あることを理解できるようにす
る。

「保　健」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単
元
名

単元の目標 主な学習活動

評価の観点および評価規準



学校名　　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

音楽Ⅰ 普通科 １年 2

科目の目標

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

音楽や音楽文化に関心を持ち，
歌唱，器楽，創作，鑑賞の学習
に主体的に取り組もうとする。

音楽を形づくっている要素を知
覚し，それらの働きを感受しな
がら，歌唱，器楽，創作の音楽
表現を工夫し，どのように歌う
か，演奏するか，音楽をつくる
かについて表現意図をもってい
る。

創意工夫を生かした音楽表現を
するために必要な歌唱，器楽，
創作の技能を身に付け，創造的
に表している。

音楽を形づくっている要素を知
覚し，それらの働きを感受しな
がら，楽曲や演奏を解釈した
り，それらの価値を考えたりし
て，音楽に対する理解を深め，
よさや美しさを創造的に味わっ
て聴いている。

・取り組みの様子を観察する。
・ワークシートに記入した内容
で確認する。

・取り組みの様子を観察する。
・ワークシートに記入した内容
で確認する。

・演奏に対する取り組みの様子
を観察する。
・演奏の聴取（練習，発表，実
技試験）

・知覚，感受したことを言葉で
批評する内容を確認する。
・ワークシートに記入した内容
で確認する。

評価の観点および評価規準

令和３年度　芸術（音楽）科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

教育芸術社　・　MOUSA Ⅰ　 使用していない

音楽の幅広い活動を通して，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，創
造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし，音楽文化についての理解を深める。



福井県立高志高等学校　普通科　１年

オリエンテーション
－高校の音楽授業を
楽しく学ぶために－

○校歌
○ふるさと
○ひまわりの約束
○少年時代

豊かな歌声をめざして
－ア・カペラに挑戦－

○Ave Maria

合唱の楽しみ

○各クラス選曲

音楽の要素と働き１
－音階と旋法の働きが

生み出す魅力－

□メリーさんのひつじ
□きらきら星変奏曲

令和3年度　芸術（音楽）科　指導と評価の年間計画

実
施
月

 
題
材
の
時
数

題材名

題材の目標 主な指導内容

学習指導要領
題材の評価規準　と　評価方法

表現

鑑
賞

音楽を形づ
くっている
要素教材名

○歌唱　△器楽　□創作　◆鑑賞

歌
唱

器
楽

創
作

音楽への
関心・意欲・態度

音楽表現の
創意工夫

音楽表現 の技能 鑑賞の能力 

4 5

親しみやすいJ-POPの歌を二部合
唱で合わせる楽しみを味わいな
がら歌うことで，高校音楽に興
味・関心をもち，意欲を養う。

・高校音楽の１年間の授業方
針，学習内容，学習方法を理解
する。
・音楽に関するアンケートの実
施（既習内容や音楽経験の把
握，高校音楽への意欲）
・二部合唱の楽しみを味わう。

ア
ウ
エ

旋律
ﾃｸｽﾁｭｱ
強弱

①意欲的に高校音楽に臨も
うとしている。
②二部合唱のよさに関心を
もち，それらを生かして歌
う学習に主体的に取り組も
うとしている。【観察・
ワークシート】

①旋律，テクスチュア，強
弱を知覚し，それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を
感受しながら，二部合唱に
よる歌唱の特徴を生かした
音楽表現を工夫し，どのよ
うに歌うかについて思いや
意図をもっている。【観
察・ワークシート】

①二部合唱の特徴を生かした
音楽表現をするために必要な
技能を身につけている。【観
察・演奏聴取】

4
･
5

3

ア・カペラの合唱で声を響か
せ，協力し合いながらアンサン
ブル活動を楽しむ。

・豊かな歌声のためのエクササ
イズに取り組む。
・豊かな響きのある歌声の基礎
となる技能を身につける。 ウ

エ

音色
ﾃｸｽﾁｭｱ
強弱

①基礎となる技能を身につ
けることや協力し合いなが
らアンサンブル活動をする
ことに関心を持ち，ア・カ
ペラの合唱に主体的に取り
組もうとしている。【観
察・ワークシート】

①音色，テクスチュア，強
弱を知覚し，それらの働き
が生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，ア・カ
ペラによる歌唱の特徴を生
かした音楽表現を工夫し，
どのように歌うか表現意図
をもっている。【観察・
ワークシート】

①ア・カペラによる歌唱の特
徴を生かした音楽表現をする
ために必要な呼吸法，発声な
どの技能を身につけ，創造的
に表している。【観察・演奏
聴取】

5 4

混声三部合唱を通して，合わせ
る楽しみを味わいながら，校内
合唱コンクールへとつなげる。

・発声の改善（発声，発語，姿
勢や身体の使い方，呼吸法，共
鳴の様子）に努める。
・歌詞の内容，歌詞が表す情景
や心情を感じ取り，イメージを
もって，強弱や旋律の特徴を生
かして歌う。
・美しいハーモニーのために各
声部のバランスについて考え
る。

ア
ウ
エ

旋律
ﾃｸｽﾁｭｱ
強弱

①曲想と歌詞の内容とのか
かわり，混声三部合唱に関
心をもち，それらを生かし
て歌う学習に主体的に取り
組もうとしている。【観
察・ワークシート】

①旋律，テクスチュア，強
弱を知覚し，それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を
感受しながら，曲想を歌詞
の内容とかかわらせて感じ
取り，三部合唱の特徴を生
かした音楽表現を工夫し，
どのように歌うかについて
思いや意図をもっている。
【観察・ワークシート】

①曲想を歌詞の内容とかかわ
らせて感じ取り，イメージを
もって混声三部合唱の特徴を
生かした音楽表現をするため
に必要な発声，姿勢や身体の
使い方，読譜の仕方などを身
につけ，創造的に表してい
る。【観察・演奏聴取】

6 6

音楽を形づくっている要素に気
づき，それらの働きを変化させ
て，イメージをもって変奏曲を
つくる。

・変奏曲をつくる。
・音楽を形づくっている要素や
しくみを知って，それらの働き
を知覚しながら，どのように変
奏や編曲をするか思いや意図を
もち，音楽表現を工夫する。

ア
ウ
エ

音色
ﾘｽﾞﾑ
速度
旋律
構成

①音階や旋法，音色，リズ
ム，速度，旋律，構成の働
きの変化に関心をもち，イ
メージをもって変奏や編曲
をする学習に主体的に取り
組もうとしている。【観
察・ワークシート】

①楽曲の音階や旋法，音
色，リズム，速度，旋律，
構成を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気
などを感受しながら，要素
の働きを変化させることに
よって生み出される音楽の
表情や雰囲気などを感じ取
り，表現したい音楽をイ
メージして音楽表現を工夫
し，どのように変奏や編曲
をするか表現意図をもって
いる。【観察・ワークシー
ト・ワークシート】

①音階や旋法，音色，リズ
ム，速度，旋律，構成の働き
を変化させて変奏や編曲をす
るために必要な音の組み合わ
せ方や記譜の仕方を身につ
け，創造的に表している。
【観察・演奏聴取】



言葉と音楽１
-日本語の歌と英語の歌-

○この道
○故郷
○Smile
○Yesterday
◆赤とんぼ

言葉と音楽２
-イタリア語とドイツ語の

歌曲に挑戦-

○Caro mio ben
○野ばら（ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ）
○野ばら（ｳﾞｪﾙﾅｰ）
◆歌曲『ます』

音楽の要素と働き３
－ﾃｸｽﾁｭｱが織りなす

音の文様－

◆『風の騎士』
◆ボレロ
○ｹﾁｬ
△ﾌｨｵﾗｯｽｨｳの舞踊曲

物語と音楽のかかわり
－映像における
音楽の効果－

◆ウエスト・サイド物語
○Tonight　□ゴジラ
◆ｻｳﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ
○My favorite things

6
･
7

4

曲想と歌詞の内容や楽曲の背景
との関わり，言葉の特性とのか
かわりを感じ取りながら，イ
メージをもって表情豊かに歌っ
たり，鑑賞したりする。

・曲想や歌詞の言葉の意味や語
感，歌詞が表す心情，楽曲がつ
くられた背景や歌い継いできた
人々の思いなどとかかわらせて
感じ取る。
・日本語や英語の言葉の特性と
のかかわりや旋律，伴奏の特徴
とのかかわりを理解し，表現を
工夫する。

ア
イ
エ

イ
ウ

ﾘｽﾞﾑ
速度
旋律
強弱

①曲想と歌詞の内容や楽曲
の背景とのかかわり，曲種
に応じた発声の特徴に関心
をもち，歌う学習に主体的
に取り組もうとしている。
②楽曲の文化的・歴史的背
景や作曲者及び演奏者によ
る表現の特徴に関心をも
ち，鑑賞の学習に主体的に
取り組もうとしている。
【観察・ワークシート】

①リズム，速度，旋律，強
弱を知覚し，それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を
感受しながら，曲想を歌詞
の内容や楽曲の背景とかか
わらせて感じ取ったり，曲
種に応じた発声の特徴を生
かしたりして，音楽表現を
工夫し，どのように歌うか
について思いや意図をもっ
ている。【観察・ワーク
シート】

①曲想を歌詞の内容や楽曲の
背景とかかわらせて感じ取
り，イメージをもって音楽表
現をしたり，曲種に応じた発
声の特徴を生かした音楽表現
をするために必要な歌唱の技
能を身につけ，創造的に表し
ている。【発表・演奏聴取】

①リズム，速度，旋律，強弱
を知覚し，それらの働きが生
み出す特質や雰囲気を感受し
ながら，楽曲の文化的・歴史
的背景や作曲者及び演奏者に
よる表現の特徴を理解して，
楽曲や演奏を解釈したり，そ
れらの価値を考えたりして，
音楽に対する理解を深め，よ
さや美しさを創造的に味わっ
て聴いている。【観察・ワー
クシート・発表】

7 4

曲想と歌詞の内容や楽曲の背景
との関わり，言葉の特性とのか
かわりを感じ取りながら，イ
メージをもって表情豊かに歌っ
たり，鑑賞したりする。

・イタリア語やドイツ語の言葉
の特性とのかかわりや旋律，伴
奏の特徴とのかかわりなどを理
解し，表現を工夫する。
・イメージをもって，楽曲にふ
さわしい音楽表現を工夫して歌
う。
・楽曲の文化的・歴史的背景や
作曲者及び演奏者による表現の
特徴を理解し，楽曲や演奏を解
釈したり，それらの価値を考え
たりして鑑賞し，音楽に対する
理解を深める。

ア
イ
エ

イ
ウ

ﾘｽﾞﾑ
速度
旋律
強弱

①曲想と歌詞の内容や楽曲
の背景とのかかわり，曲種
に応じた発声の特徴に関心
をもち，歌う学習に主体的
に取り組もうとしている。
②楽曲の文化的・歴史的背
景や作曲者及び演奏者によ
る表現の特徴に関心をも
ち，鑑賞の学習に主体的に
取り組もうとしている。
【ワークシート・観察】

①リズム，速度，旋律，強
弱を知覚し，それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を
感受しながら，曲想を歌詞
の内容や楽曲の背景とかか
わらせて感じ取ったり，曲
種に応じた発声の特徴を生
かしたりして，音楽表現を
工夫し，どのように歌うか
について思いや意図をもっ
ている。【観察・ワーク
シート】

①曲想を歌詞の内容や楽曲の
背景とかかわらせて感じ取
り，イメージをもって音楽表
現をしたり，曲種に応じた発
声の特徴を生かした音楽表現
をするために必要な歌唱の技
能を身につけ，創造的に表し
ている。【発表・演奏聴取】

①リズム，速度，旋律，強弱
を知覚し，それらの働きが生
み出す特質や雰囲気を感受し
ながら，楽曲の文化的・歴史
的背景や作曲者及び演奏者に
よる表現の特徴を理解して，
楽曲や演奏を解釈したり，そ
れらの価値を考えたりして，
音楽に対する理解を深め，よ
さや美しさを創造的に味わっ
て聴いている。【観察・ワー
クシート・発表】

9 2

鑑賞や表現活動を通して，テク
スチュアの働きがもたらす音楽
の変化を知覚・感受する。

・音楽を形づくっている要素と
それらの働きを知覚感受しなが
ら，文化的・歴史的背景や，作
曲者及び演奏者による表現の特
徴を理解して鑑賞したり歌った
り演奏したりする。

ア
イ
エ

イ
エ

ア
イ
ウ

音色
ﾘｽﾞﾑ
速度
旋律
ﾃｸｽﾁｭｱ
強弱

①楽曲におけるテクスチュ
アの働きが生み出す特質や
雰囲気，楽器の音色の特徴
と表現上の効果とのかかわ
りに関心をもち，鑑賞する
学習に主体的に取り組もう
としている。
②キーボードや打楽器の音
色や奏法の特徴に関心をも
ち，イメージをもって演奏
する学習に主体的に取り組
もうとしている。【観察・
ワークシート】

①楽曲の音色，リズム，速
度，旋律，テクスチュア，
強弱を知覚し，それらの働
きが生み出す特質や雰囲気
を感受しながら，楽器の音
色や奏法の特徴を生かした
音楽表現を工夫し，どのよ
うに演奏するか表現意図を
もっている。【観察・ワー
クシート】

①楽器の音色や奏法の特徴を
生かした音楽表現をするため
に必要な技能を身につけ，創
造的に表している。【観察・
ワークシート・演奏聴取】

①楽曲におけるテクスチュア
の働きが生み出す特質や雰囲
気，楽器の音色の特徴と表現
上の効果とのかかわりを知
覚・感受しながら，楽曲や演
奏を解釈したり，それらの価
値を考えたりして，音楽に対
する理解を深め，よさや美し
さを創造的に味わって聴いて
いる。【観察・ワークシー
ト】

9 4

 

・映像作品における音楽の効果
を感じ取るとともに，音楽と他
の文化が互いにどのように影響
し合って発展してきたかを考え
る。
・舞台芸術や映画音楽の特徴を
理解し，それらの文化的・歴史
的背景に興味をもち，音楽の効
果について感じ取る。

・曲想と歌詞の内容，あらすじ
や物語の背景，登場人物の心情
などとかかわらせて感じ取る。
・ミュージカル映画や映画音楽
を鑑賞し，声や楽器の音色の特
徴と表現上の効果とのかかわ
り，楽曲の文化的・歴史的背景
や作曲者及び演奏者による表現
の特徴を理解する。
・映画音楽を鑑賞し，音楽の特
徴や映像と組み合わされたとき
の効果を感じ取って，そのよさ
や価値について考えたり，自分
たちのイメージに合うように，
音色や強弱，速度を変えたりし
ながら，オリジナルサウンドを
つくる。

ア
エ

ウ
エ

ア
イ
ウ

音色
ﾘｽﾞﾑ
速度
旋律
強弱
構成

①曲想と歌詞の内容や楽曲
の背景とのかかわりに関心
をもち，イメージをもって
歌ったり演奏したりする学
習に主体的に取り組もうと
している。【観察・ワーク
シート】
②声や楽器の音色の特徴と
表現上の効果とのかかわり
や楽曲の文化的・歴史的背
景や作曲者及び演奏者によ
る表現の特徴に関心をも
ち，鑑賞の学習に主体的に
取り組もうとしている。
【観察・ワークシート】

①音色，リズム，速度，旋
律，強弱，構成を知覚し，
それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを感受しな
がら，曲想を歌詞の内容や
楽曲の背景とかかわらせて
感じ取り，音楽表現を工夫
し，どのように歌うかにつ
いて思いや意図をもってい
る。【観察・ワークシー
ト】
②音色，リズム，速度，旋
律，強弱，構成を知覚し，
それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを感受しな
がら，さまざまな表現形態
による器楽の特徴を生かし
た音楽表現を工夫し，どの
ように演奏するかについて
思いや意図をもっている。
【観察・ワークシート】

①曲想を歌詞の内容や楽曲の
背景とかかわらせて感じ取
り，イメージをもって音楽表
現をするために必要な技能を
身につけ，創造的に表してい
る。【ワークシート・観察・
発表】

①音色，リズム，速度，旋
律，強弱，構成を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気などを感受しながら，
声や楽器の音色の特徴と表現
上の効果とのかかわりを感じ
取ったり，楽曲の文化的・歴
史的背景や作曲者及び演奏者
による表現の特徴を理解した
りして，楽曲や演奏を解釈し
たり，それらの価値を考えた
りして，音楽に対する理解を
深め，よさや美しさを創造的
に味わって聴いている。【演
奏・ワークシート】



弦楽器の魅力
－ギターに挑戦－

○夢の中へ
△夢の中へ
△ｶﾉﾝによるｷﾞﾀｰ･ｴﾁｭｰﾄﾞ
△ソナタK.331によるｷﾞﾀｰ三
重奏
△桜坂
◆『冬』から

音楽の流れ１
－和楽器－

◆箏曲『千鳥の曲』
△さくらさくら
△涙そうそう
△ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾒﾄﾞﾚｰ

音楽の要素と働き３
－音素材を選んで
音楽をつくろう－

声と声を合わせて
－混声四部合唱－

○学年選曲

音楽の流れ２
－諸民族の声の音楽と

日本の声の音楽－

○茉莉花
○アリラン
◆世界の音楽めぐり
◆日本の民謡と芸能

10
･
11

10

ギターの音色や奏法の特徴を生
かして，表現を工夫して演奏す
る。

・ギター独奏やアンサンブル，
弾き語りのよさや持ち味を感じ
取って演奏する。
・めざす音楽表現に必要な技能
を身につける。

ア
エ

イ
ウ
エ

ア
イ

音色
旋律
ﾃｸｽﾁｭｱ
形式

①ギターの音色や奏法の特
徴，様々な表現形態による
器楽の特徴に関心をもち，
それらを生かして演奏する
学習に主体的に取り組もう
としている。【観察・ワー
クシート】
②ギターの音色の特徴と表
現上の効果とのかかわりに
関心をもち，鑑賞する学習
に主体的に取り組もうとし
ている。【観察・ワーク
シート】

①音色，旋律，テクスチュ
ア，形式を知覚し，それら
の働きが生み出す特質や雰
囲気などを感受しながら，
ギターの音色や奏法の特徴
や様々な表現形態による特
徴を生かした音楽表現を工
夫し，どのように演奏する
かについて思いや意図を
もっている。【観察・ワー
クシート】

①ギターの音色や奏法の特徴
や様々な表現形態による特徴
を生かした音楽表現を工夫す
るために必要な技能を身につ
け，創造的に表している。
【観察・ワークシート・演奏
聴取・演奏発表】

①音色，旋律，テクスチュ
ア，形式を聴き取り，それら
の働きが生み出す特質や雰囲
気などを感受しながら，ギ
ターの音色と表現上の効果と
のかかわりを感じ取って，楽
曲や演奏を解釈したりそれら
の価値を考えたりして，音楽
に対する理解を深め，よさや
美しさを味わって聴いてい
る。【観察・ワークシート】

11
･
12

8

和楽器の音色や奏法の特徴を生
かして演奏したり，楽曲の特徴
と文化的・歴史的背景を理解し
て鑑賞したりする。

・和楽器の基本的な奏法を身に
つける。
・楽器の音色や奏法の特徴を生
かした音楽表現を工夫し，演奏
する。

ア
イ
エ

ア
イ
エ

音色
ﾘｽﾞﾑ
旋律

①箏の音色や奏法の特徴に
関心をもち，それらを生か
して演奏する学習に主体的
に取り組もうとしている。
②箏の音色の特徴と表現上
の効果とのかかわり，郷土
の伝統音楽の特徴に関心を
もち，鑑賞する学習に主体
的に取り組もうとしてい
る。【観察・ワークシー
ト】

①箏の音色，リズム，旋律
を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気など
を感受している。【観察・
ワークシート】
②知覚・感受しながら，箏
の音色や奏法の特徴を生か
した音楽表現を工夫し，ど
のように演奏するかについ
て思いや意図をもってい
る。【ワークシート・観
察】

①箏の音色や奏法の特徴を生
かした音楽表現を工夫するた
めに必要な技能を身につけ，
創造的に表している。【観
察・ワークシート・演奏聴
取】

①音色，リズム，旋律を知覚
し，それらの働きが生み出す
特質や雰囲気を感受しなが
ら，箏の音色の特徴と表現上
の効果とのかかわりを感じ
取ったり，郷土の伝統音楽の
特徴を理解したりして，楽曲
や演奏を解釈したり，それら
の価値を考えたりして，音楽
に対する理解を深め，よさや
美しさを創造的に味わって聴
いている。【観察・ワーク
シート】

1 5

形式や構成を考えながら，音素
材を選んで，グループで音楽を
つくる。

・何を表現したいかをイメージ
する。
・音楽の諸要素を操作しなが
ら，イメージに近づける。
・反復，変化，対照などを工夫
したり，全体の構成を考えたり
して，音楽をつくる。

イ
エ

音色
ﾘｽﾞﾑ
速度
ﾃｸｽﾁｭｱ
強弱
形式
構成

①音素材の特徴，反復，変
化，対照などの構成に関心
をもち，イメージをもって
音楽をつくる学習に主体的
に取り組もうとしている。
【観察・ワークシート】

①音色，リズムなどの要素
を知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気など
を感受しながら，音素材の
特徴を生かして，反復，変
化，対照などの構成を考
え，表現したい音楽をイ
メージして音楽表現を工夫
し，どのように音楽をつく
るか表現意図をもってい
る。【ワークシート・観
察】

①音素材の特徴，反復，変
化，対照などの構成を工夫し
た音楽表現をするために必要
な音の組み合わせ方や記譜の
仕方を身につけ，創造的に表
している。【観察・ワーク
シート・発表】

2 4

合唱活動を通して，曲想と歌詞
の内容や楽曲の背景とのかかわ
り，声部の役割を理解し，表現
意図をもって歌う。

・曲想を歌詞の内容や歌詞が表
す心情，楽曲がつくられた背景
などとかかわらせて感じ取る。
・声部のバランスを考え，イ
メージをもって，音楽表現を工
夫して歌う。

ア
ウ
エ

音色
ﾘｽﾞﾑ
速度
旋律
強弱

①声を合わせる活動に関心
をもち，それらの演奏効果
を生かして歌う学習に主体
的に取り組もうとしてい
る。【観察・ワークシー
ト】

①音色，リズム，速度，旋
律，強弱を知覚し，それら
の働きを感受しながら，曲
想を歌詞の内容にかかわら
せて感じ取り，音楽表現を
工夫し，どのように声を合
わせるか表現意図をもって
いる。【観察・ワークシー
ト】

①曲想を歌詞の内容とかかわ
らせて感じ取り，イメージを
もって声を合わせる活動によ
る音楽表現をするために必要
な歌唱の技能を身につけ，創
造的に表している。【観察・
ワークシート・発表】

2
･
3

5

諸民族の声の音楽と日本の声の
音楽を比較し，音楽文化の共通
点や相違点を理解する。

・諸民族の音楽における様々な
声の音楽から，音楽の多様性を
捉えるとともに，諸民族の声の
音楽と日本民謡を中心とした民
族芸能を比較する。

ア
イ
エ

ア
イ
ウ
エ

音色
旋律

①中国民謡や朝鮮半島民謡
の発声の特徴，曲想と歌詞
の内容や楽曲の背景とのか
かわりに関心をもち，それ
らを生かして歌ったり鑑賞
したりする学習に主体的に
取り組もうとしている。
【観察・ワークシート】

①中国民謡や朝鮮半島民謡
の声の音色，旋律を知覚
し，それらの働きが生み出
す特質や雰囲気などを感受
しながら，曲想を歌詞の内
容や楽曲の背景，日本の声
の音楽との共通点，相違点
をかかわらせて感じ取り，
音楽表現を工夫し，どのよ
うに歌うか表現意図をもっ
ている。【観察・ワーク
シート】

①中国民謡や朝鮮半島民謡の
発声の特徴を生かした音楽表
現をするために必要な発声の
技能を身につけ，創造的に表
している。【ワークシート・
演奏聴取】

①民族，地域に応じた声や楽
器の音色，旋律などを知覚
し，それらの働きが生み出す
特質や雰囲気を感受しなが
ら，それらと表現上の効果と
のかかわりを感じ取って，楽
曲や演奏を解釈したり，それ
らの価値を考えたりして，音
楽に対する理解を深め，よさ
や美しさを創造的に味わって
聴いている。【観察・ワーク
シート】



音楽の流れ３
－ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ音楽のﾙｰﾂ－

○誰も知らない私の悩み
○Amazing grace
○Oh happy day
◆ｼﾞｬｽﾞ ﾛｯｸ

3 6

ポピュラー音楽の成り立ちをた
どりながら，曲想を楽曲が生ま
れた背景とかかわらせて感じ取
り，イメージをもって歌った
り，楽曲や演奏を解釈したりす
る。

・１９世紀後半以降に，アメリ
カで生まれた様々なジャンルの
ポピュラー音楽は，北アメリカ
の音楽が根底になっていること
を知る。
・音楽が生まれ，はぐくまれて
きた地域，風土，人々の生活，
文化，伝統などの歴史的背景を
知り，曲想とかかわらせて感じ
取る。
・ジャンル固有のリズムやコー
ド進行，音階などについて，そ
れぞれの音楽に合わせてリズム
打ちするなどの体験を通して理
解する。

ア
イ
エ

①リズム，旋律，テクスチュ
アを知覚し，それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受
しながら，声や楽器の音色の
特徴と表現上の効果とのかか
わりを感じ取ったり，楽曲の
文化的・歴史的背景を理解し
たりして，音楽に対する理解
を深め，よさや美しさを創造
的に味わって聴いている。
【観察・ワークシート】

ア
イ
ウ
エ

ﾘｽﾞﾑ
旋律
ﾃｸｽﾁｭｱ

①曲想を歌詞の内容や楽曲
の背景とのかかわりや，曲
種に応じた発声の特徴に関
心をもち，イメージをもっ
て歌う学習に主体的に取り
組もうとしている。
②声や楽器の音色の特徴と
表現上の効果とのかかわ
り，楽曲の文化的・歴史的
背景に関心をもち，鑑賞す
る学習に主体的に取り組も
うとしている。【観察・
ワークシート】

①リズム，旋律，テクス
チュアを知覚し，それらの
働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら，曲想を
歌詞の内容や楽曲の背景と
かかわらせて感じ取った
り，曲種に応じた発声の特
徴を生かしたりして音楽表
現を工夫し，どのように歌
うかについて思いや意図を
もっている。【観察・ワー
クシート】

①曲想を歌詞の内容や楽曲の
背景とかかわらせて感じ取
り，イメージをもって曲種に
応じた発声の特徴を生かした
音楽表現をするために必要な
歌唱の技能を身につけ，創造
的に表している。【ワーク
シート・演奏聴取・演奏発
表】



学校名　　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

美術Ⅰ 普通科（高入生） １年 2

科目の目標

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

美術の創造活動の喜びを味わ
い、多様な表現方法や美術文化
に関心をもち、主体的に表現や
鑑賞の創造活動に取り組もうと
する。

感性や想像力を働かせて、感じ
取ったことや考えたこと、目的
や機能、美しさなどから主題を
生成し、創造的な表現の構想を
練っている。

創造的な美術の表現をするため
に必要な技能を身に付け、意図
に応じて、表現方法を工夫して
表している。

美術作品などの表現の工夫や美
術文化などを理解し、そのよさ
や美しさを創造的に味わってい
る。

【関】
・意見を述べ合う様子の観察
・ワークシート
・制作の様子
・グループ活動の様子

【発】
・ワークシート
・アイディアスケッチや試行作
品
・完成作品

【創】
・制作途中の作品や試行作品
・完成作品

【鑑】
・ワークシート
・発言内容

評価の観点および評価規準

評価方法（統合的な評価を含む）

令和３年度　芸術（美術）科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

高校美術Ⅰ（日本文教出版株式会社・高校美術１ ） なし

美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てる
とともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。



(1) (2) (3)

絵画
彫刻

デザ
イン

映像
メデ
イア
表現

○ ○

ア
イ
ウ
エ

ア
ウ

○ ○

ア
イ
ウ
エ

ア
ウ

○

ア
ウ
エ

日本の仏像や西洋の石彫、
生徒の作品などから意図と表
現の工夫、さまざまな材料の
よさと表現の特徴を感じ取
り、作品に対する見方や感じ
方、考えなどをもち、理解して
いる。

①つくり手の伝えたい内容を
立体の表現の工夫から感じ
取っている。

②彫刻の表現の工夫などを
感じ取り、自分の感じ方や考
え方を述べることができる。

【関】
・意見を述べ合う様子の観察
・ワークシート
・グループ活動の様子
【鑑】
・ワークシート
・発言内容

手の形態や表情から主題を
生成し、表現の構想を練って
いる。

①手から自らが感じ取ったこ
とや考えたことから主題を生
成している。

②主題を効果的に表現する
ために、形体、面、量感、均
衡、動勢などの立体の造形
要素を理解し構想を練ってい
る。

【関】
・意見を述べ合う様子の観察
・ワークシート
・制作の様子
・グループ活動の様子
【発】
・ワークシート
・アイディアスケッチや試行作品
・完成作品
【創】
・制作途中の作品や試行作品
・完成作品
【鑑】
・ワークシート
・発言内容

9 7
東洋と西洋の
美術（鑑賞）

日本及び諸外国の美術文化
の理解を深め関心を高める。

日本画と油彩画の表現の特
徴を画材、モチーフ、技法か
ら比較し、背景にある歴史と
表現の特質に関心をもち、進
んで調べたり作品のよさや美
しさを感じ取ろうとしている。

日本と西洋の美術の視点や
思想などと表現の関連を考
え、自分の価値意識を築いて
深く読み解いている。

彫刻の材料の特性や用具の
使い方などを理解し、効果的
に表現に生かしている。

①技法や材料、用具の特性
を理解して表現している。

②表現したい意図を大切にし
て、より効果的な表現方法を
選択・活用するなど創意工夫
し、主題を追及して表してい
る。

生活の課題から主題を生成
し、素材の特性や形や機能な
どを考え、構想を練っている。

①生活の不便なところを意識
化して発想し、解消するため
のデザインを検討している。

②素材の特性や機能性など
について、試しながら構想を
練っている。

素材を効果的に扱った形や
構造等を創意工夫し、見通し
をもって表現している。

①試作を通して素材や構造を
工夫している。

②表したいイメージをもとに、
造形の順序などを考えて制
作している。

日本の伝統文化や現代の商
品、生徒の作品などから意図
と表現の工夫、素材の生かし
方などを感じ取り、生活を豊
かにするデザインの働きにつ
いて理解している。

①つくり手の表現の工夫を読
み取っている。

②文化に着目しつつ、デザイ
ンの働きについて理解してい
る。

【関】
・意見を述べ合う様子の観察
・ワークシート
・制作の様子
・グループ活動の様子
【発】
・ワークシート
・アイディアスケッチや試行作品
・完成作品
【創】
・制作途中の作品や試行作品
・完成作品
【鑑】
・ワークシート
・発言内容

6
7

12

立体表現の工
夫を感じ取ろう
～塊から手を
彫り出す（彫
刻）

塊から手を彫りだす制作を通
して、量感や動勢、空間など
の立体の造形要素を理解し、
立体の表現と鑑賞の力を養
う。

【表】身体の動きや心情を想
像した手の形態から主題生
成し、カービングの方法で表
現を追求している。
【鑑】立体の造形要素と表現
の関連を読み取り、味わって
いる。

①手の持つ感情を基に主題
を生し、用具を工夫して扱い
表現しようとしている。

②作者の意図や表現の工夫
を読み取り、自分の感じ方や
考え方を持とうとしている。

題材名 題材の目標

評価規準

評価方法
（統合的な評価を含む）

Ａ表現

4
5
6

15

困りごとをデ
ザインで解消
～特許出願で
社会に提案す
る（デザイン）

生活で不便に感じることを意
識化し、デザインの力で解決
しようとする意識を持つととも
に、特許応募を通して社会と
関わる。

【表】日常の中で不便に感じ
ていることを意識化し、生活
を豊かにする商品の構想を
練ったり、目的を基に表現し
たりしようとしている。
【鑑】生活を豊かにするデザ
インの働きを感じ取り、工夫
を読み取ろうとしている。

①使い手の気持ちを考えて
生活を豊かにする商品アイデ
アを考え、試作しながら創造
的に表現しようとしている。

②作り手の意図や工夫を読
み取り、デザインの働きにつ
いて自分の考えをもとうとして
いる。

Ｂ
鑑
賞

美術への
関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

「　美術Ⅰ　」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画　
学校名　             高志高等学校

実
施
月

題
材
の
時
数

対応する学習
指導要領の内
容と指導事項



○ ○

ア
イ
ウ
エ

ア
ウ

○ ○

○ ○

ア
イ
ウ
エ

ア
ウ

2
3

6

【関】
・意見を述べ合う様子の観察
・ワークシート
・制作の様子
・グループ活動の様子
【発】
・ワークシート
・アイディアスケッチや試行作品
・完成作品
【創】
・制作途中の作品や試行作品
・完成作品
【鑑】
・ワークシート
・発言内容

動画が与える
印象～５秒で
伝える映像表
現（映像メディ
ア表現）

動画の多様な表現とねらい、
受け手側が持つ印象などに
関心を持ち、映像メディアの
社会への影響力や責任、今
後の展開に関心を持つ。グ
ループ活動ならではの表現
に取り組む。

【表】形と色を動かす効果を
理解し、伝えたいことを効果
的にて表現しようとしている。
【鑑】作者の意図と表現の工
夫、コマ撮りの表現の特質な
どを理解し、作品に対する見
方や感じ方、考えなどを深め
ている。

①伝達内容にあった表現の
構想を練り、機器の特性を生
かして表そうとしている。

②映像メディア表現の特質や
多様な表現効果に関心をも
ち、作品の意図や工夫につい
てグループで意見を深めてい
る。

コマ撮りの原理を理解し、主
題に応じた表現の構想を練っ
ている。

①コマ撮りの基本的な原理を
理解し、主題を生成してい
る。

②創造的な表し方や手順に
ついて構想を練っている。

機材の特質や使用効果・伝
達効果を自己の表現意図に
合わせて効果的に表現して
いる。

①機材の基本操作を理解し、
表現や手順を工夫している。

②機材の機能を生かし、表現
意図に沿って色や形や動き
の変化を効果的につけ、創造
的に表している。

映像メディア表現による発
信・交流などを通して、他者
の表現の意図とその工夫、社
会における影響等を読み取ろ
うとしている。

①「動き」の面白さや美しさを
感じ取り、そのよさを味わって
いる。

②作品の表現の工夫や効果
などを読み取り、自分の価値
意識を持って意見交換ができ
る。

12
1 14

〇〇作家のオ
マージュ（絵
画）

西洋絵画（油彩）で興味ある
作品を選択して、その色彩や
構図、主題、時代背景などか
ら鑑賞を深め、自分の主題生
成と表現に生かす。

【表】西洋絵画の主題、形や
色の造形要素と表現の工夫
の関連などに関心を持ち、自
分の表現に生かそうとしてい
る。
【鑑】主題、造形要素を基に
西洋絵画の特徴を読み取ろ
うとしている。

①日本画との比較から造形
要素について理解を深めて
いる。

③作者の意図や表現の工夫
を読み取り、自分の表現に生
かそうとしている。

気になる作品を分析し、形
体、色彩、構成などの造形要
素から自分の主題生成に生
かせるよう、創造的な表現の
構想を練っている。

①気になる作品の魅力を主
題や造形要素の工夫などか
ら分析し、自分の主題生成に
生かしている。

②画材の特徴を生かした色と
形の表現の構想を練ってい
る。

ア
ウ

画材の特性と表現効果を生
かして、意図に応じて創造的
に表現を追求している。

①画材の技法や材料、用具
の特性を理解し、より効果的
な表現方法を選択・活用する
など創意工夫している。

②表現したい意図を大切にし
て、造形要素との関連から効
果を考えるなどして工夫して
いる。

作家の作品、生徒の作品な
どから意図と表現の工夫を感
じ取り、自分の価値意識を築
いている。

①作者の意図を表現の工夫
から感じ取っている。

②友達の作品の表現の工夫
などを感じ取り、自分の感じ
方や考え方を述べることがで
きる。

【関】
・意見を述べ合う様子の観察
・ワークシート
・制作の様子
・グループ活動の様子
【発】
・ワークシート
・アイディアスケッチや試行作品
・完成作品
【創】
・制作途中の作品や試行作品
・完成作品
【鑑】
・ワークシート
・発言内容

ア
イ
ウ
エ

「時空間を演出」のテーマを
基に、日本文化の特徴で感じ
取ったことや考えたことから
主題を生成し、形体、色彩、
構成などの造形要素表現の
関連を考えながら構想を練っ
ている。

①「時空間の演出」のテーマ
を基に、自分の感性を探りな
がら主題を生成している。

②主題を効果的に表現する
ために形体、色彩、構成など
を工夫して構想を練ってい
る。

日本画材の特性と表現効果
を生かし、意図に応じて創造
的に表現している。

①表現効果を試行錯誤しな
がら、主題を追及している。

②日本画材の技法や材料、
用具の特性を理解し、創造的
に表現している。

日本美術の表現の特徴の理
解を深め、文化と自分の感性
のつながりを感じ取り、深く味
わっている。日本文化の継承
と課題、創造について自分の
考えを持っている。

①日本美術のよさや工夫を
読み取り関心を深めている。

②日本文化の継承の課題と
創造について情報収集したり
話し合ったりして、自分の意
見を述べることができる。

10
11 16

自分の感性を
探ろう～時間
と空間を襖絵
で演出（絵画）

襖絵から日本文化の特徴に
関心を持ち、表現の中で自分
の感性を探る。実感したこと
から文化の継承と課題、創造
について自分の意見を持つ。

【表】日本画材の表現の特徴
に関心をもち、主体的に主題
を生成し表現を通して、日本
文化の特徴や自分の感性を
感じ取ろうとしている。
【鑑】日本画材の特徴と表現
の工夫、よさを感じ取ろうとし
ている。自分の考えをもとうと
している。

①日本の絵の特徴を理解し、
自分の時空間の構想を練ろ
うとしている。

②作者の意図や表現の工夫
を読み取り、自分の感じ方や
考え方を持とうとしている。

【関】
・意見を述べ合う様子の観察
・ワークシート
・制作の様子
・グループ活動の様子
【発】
・ワークシート
・アイディアスケッチや試行作品
・完成作品
【創】
・制作途中の作品や試行作品
・完成作品
【鑑】
・ワークシート
・発言内容



学校名　福井県立高志高等学校 普通科　１年

科目名 学科名 対象学年 単位数

書道Ⅰ 普通科（高入生） １年 2

科目の目標

書道への関心・意欲・態度 書表現の構想と工夫 創造的な書表現の技能 鑑賞の能力

書の創造的活動の喜びを味わ
い、書の伝統と文化に関心を
もって、主体的に表現や鑑賞の
創造的活動に取り組もうとす
る。

書のよさや美しさを感じ取り、
感性を働かせながら、自らの意
図に基づいて構想し、表現を工
夫している。

創造的な書表現をするために、
基礎的な能力を生かし、効果的
な表現の技能を身に付け表して
いる。

日常生活の書の効用や書の伝統
と文化について幅広く理解し、
その価値を考え、書のよさや美
しさを創造的に味わっている。

学習活動への参加状況や態度 作品構想カードの記入状況 制作カードの記入状況 学習活動への参加状況や態度

学習の記録の記入状況 試書等の記録ファイルの整理状況 学習成果（作品） 鑑賞カードの記入状況

試書等の記録ファイルの整理状況 学習のまとめの内容 学習のまとめの内容 学習のまとめの内容

制作カードの記入状況

評価の観点および評価規準

令和３年度　芸術（書道）科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

光村図書　「書Ⅰ」 なし

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、書写
能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばし、書の伝統と文化についての理解を深め
る。



芸術科書道

書への
関心・意欲・態度(評

価方法）

書表現の構想と工夫
(評価方法）

創造的な書表現
の技能(評価方法）

鑑賞の能力(評価方
法）

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ

○書写から書道へ
・ 中学校までに学習した
基本的な事項を確認す
る。
・ 基本的な姿勢・執筆法
を身につける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 中学校までの書写の学習を振り返る。基本的な点
画の種類を確認する。
・ 文字を書くときの姿執筆法を理解する。

書写と書道の関係、さら
に高等学校での書道の
学習に関心をもち，意欲
的に取り組もうとしてい
る。（感想プリント）

中学校国語科書写で学
習した、基礎的・基本的
内容を踏まえて構想し、
表現を工夫している。
（発表プリント）

中学校までに学習し
た姿勢･執筆や基本
点画等を確認し，身
につけている。（基本
点画プリント）

国語科書写と芸術科
書道の関係を、「手本
と拓本との関係」から
理解している。（付箋）

古典掛け図
書道史年表
鑑賞シート

○表現の違いを知ろう
・用具・用材を理解する
・用具･用材や用筆を変え
ることによる表現の違いを
感じ取る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 用具･用材や用筆，書く速さの変化等による表現の
広がりを知り，その効果の違いを理解する。

用具・用材に関する
基本的な知識や用い
方に関心を持ち、理
解しようとしている。

用具･用材や用筆による
表現の変化を感じ取り，
表現を工夫しようとして
いる。（発表ワークシー
ト）

用具･用材の特徴を
確認し，理解してい
る。（ワークシート）

いろいろな種類の文
房四宝を見て触って
違いを感じようとす
る。

いろいろな種
類の文房四宝
ワークシート

○調和よく書いてみよう
・ 古典の鑑賞および臨書
を表現に生かし、調和よく
書こう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ 古典の臨書や鑑賞によって表現の基礎を学ぶこと
ができ，それによって創造性豊かな表現が生まれるこ
とを理解する。

基本点画や用筆の基
礎を身につけようとし
ている。

漢字と仮名の調和と
配列につい工夫しよう
としている。

鑑賞と表現が相互に
関連し合うことを理解
している。
（鑑賞シート）

鑑賞シート

○漢字の書体について
・漢字の書体の変遷につ
いて理解する。 〇

・ 漢字の書体の変遷、時代背景ついて理解し、書体
の特徴について話し合う。
・書体の変遷や特徴について話し合う。

漢字の書体の特徴に
関心をもち，意欲的，
主体的に理解しようと
している。グループで
話し合う。

漢字の書体の変遷を
理解している。（ワー
クシート）

古典掛け図
書道史年表
ワークシート

○「曹全碑」
・ 隷書の特徴とその成立
過程を理解する。
・臨書を通して「曹全碑」
の特徴を理解する。 ○ ○ ○

・ 隷書の成立過程を確認する。
・ 楷・行・草書との比較から，用筆・造形の共通点と相
違点を理解する。
・ 隷書の特徴である蔵鋒による起筆や水平垂直の構
成，波磔・波勢，転折の特徴を確認し，臨書する。
・「曹全碑」の特徴について話し合う。

隷書に興味を持ち、
意欲的に取り組んで
いる。　「曹全碑」の表
現技法に関心をもち，
その美しさを味わおう
としている。

隷書の特徴を生かし
て、表現できるよう
に、工夫している。
「曹全碑」の特徴を理
解し，字形や書風を
捉え，表現を工夫して
いる。（発表ワーク
シート）

隷書の特徴を理解
し、表現することがで
きる。　　　　「曹全碑」
の用筆・運筆の技法
を習得し，表現に生
かしている。（作品）

隷書の特徴をつか
み、筆使ういを理解し
ている。
｢曹全碑」の書風を理
解している。相互批正
を行い良いところ探し
ができている。（鑑賞
シート）

発表ワーク
シート
鑑賞シート

○楷書の古典に学ぼう
・楷書の成立過程やさま
ざまな用筆による書風に
ついて理解する。

○ ○ ○

・ 楷書の特徴を理解する。
・ 楷書の成立過程を確認する。
・ 楷書の中にもさまざまな用筆や味わい（書風）があ
ることを理解する。
・楷書の特徴について話し合う。

楷書に興味を持ち、
意欲的に取り組んで
いる。　様々な楷書を
鑑賞し、書風の違い
について関心を持ち、
理解しようとしている。
古典の書美と表現技
法に関心を持ち、意
欲的に身につけようと
している。

楷書の特徴を生かし
て、表現できるよう
に、工夫している。

楷書の特徴を理解
し、表現することがで
きる。　　　　各古典の
字形や用筆などの特
徴をつかみ、書風を
生かした表現を工夫
している。

楷書の特徴をつか
み、筆遣いを理解して
いる。
様々な楷書を鑑賞し、
書風の違いについて
や、古典の書美を理
解し、表現技法を理
解している。

古典掛け図
書道史年表
ワークシート
プロジェクター

○「孔子廟堂碑」
・「虞世南」の書について
理解する。
・臨書を通して「孔子廟堂
碑」の特徴を理解する。・
書風の違いを見つけて鑑
賞する。

○ ○ ○

・ 「孔子廟堂碑」と筆者・虞世南について知る。
・ 拓本について知る。
・ 「孔子廟堂碑」を鑑賞し，全体的に丸みを帯びた字
形やゆるやかな転折，伸びやかな払い等の書風を捉
え，ワークシートに書き込む。
・ 用筆と字形の特徴を理解し，臨書する。
・ 「孔子廟堂碑」の特徴について話し合う。

「孔子廟堂碑」の表現
技法に関心をもち，そ
の美しさを味わおうと
している。
唐の時代との比較を
通して、書道史に関
心を持っている。

「孔子廟堂碑」の特徴
を理解し，字形や書
風を捉え，表現を工
夫している。（発表
ワークシート）

「孔子廟堂碑」の用
筆・運筆の技法を習
得し，表現に生かして
いる。（作品）

「孔子廟堂碑」の書風
を理解している。相互
批正を行い、良いとこ
ろ探しができている。
（鑑賞シート）

ワークシート
鑑賞シート

4 4
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書
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令和３年度　芸術科書道1    　学習内容と評価の年間計画表

福井県立高志高等学校　普通科　１年

実
施
月

実
施
時
数

分野

学習活動の領域

単元全体で取り上げる言語活動/学習活動

具体の評価規準

備　　　考
（補助教材等）

A表現
(１)

漢字仮
名交じり

の書

A表現
(２)

漢字の
書

A表現
(３)

仮名の
書

B鑑賞単元名
単元の目標



芸術科書道

○太宗皇帝と初唐の三大
家
・ 太宗と初唐の三大家の
関係やそれぞれの書風に
ついて理解する。

〇

・ 太宗の人となりと，初唐の三大家との関係を知り，
それぞれの書風を一覧にまとめて比較する。
・三大家の書風について話し合う。

太宗や初唐の三大家
について関心をもって
いる。
　（ワークシート）

初唐の三大家のそれ
ぞれの書風について
理解している。（鑑賞
シート）

書道史年表
鑑賞シート

○「顔氏家廟碑」
・ 「顔真卿」の書について
理解する。
・臨書を通して「顔氏家廟
碑」の特徴を理解する。・
書風の違いを見つけて鑑
賞する。

○ ○ ○

・ 「顔氏家廟碑」と筆者・顔真卿について知る。
・ 「顔氏家廟碑」を鑑賞し，速度や筆圧の変化に富ん
だ肉太で重量感のある書風を捉え，ワークシートに書
き込む。
・ 「蚕頭燕尾」の筆使いを確認し，右払い・縦画のはね
を毛筆で書く。
・ 用筆と字形の特徴を理解し，臨書する。
・「顔氏家廟碑」の特徴について話し合う。

「顔氏家廟碑」の表現
技法に関心をもち，そ
の美しさを味わおうと
している。
・唐の時代との比較を
通して、書道史に関
心を持っている。

「顔氏家廟碑」の特徴
を理解し，字形や書
風を捉え，表現を工
夫している。（発表
ワークシート）

「顔氏家廟碑」の用
筆・運筆の技法を習
得し，表現に生かして
いる。（作品）

｢顔氏家廟碑」の書風
を理解している。相互
批正を行い、良いとこ
ろ探しができている。
（鑑賞シート）

ワークシート
鑑賞シート

○行書の古典に学ぼう
・ 行書の特徴とその成立
過程を理解する。
・ 「蘭亭序」が尊重され，
受け継がれてきた経緯を
理解する。

○ ○ ○

・ 行書の成立過程を確認する。
・ 楷書と比較して，用筆や運筆，造形の違いを確認す
る。
・ 行書の成立と王羲之の関係や，「蘭亭序」が尊重さ
れ，受け継がれてきた経緯を知る。
・行書の特徴について話し合う。

行書の成立や主な特
徴に関心をもち，意欲
的，主体的に味わお
うとしている。

行書の特徴を生かし
て表現できるように工
夫している。

行書の特徴を理解
し、表現することがで
きる。

王羲之「蘭亭序」が尊
重されてきた経緯を
理解している。（鑑賞
シート）

鑑賞シート
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○篆刻を学ぼう
・ 篆刻を通して，落款の
意味を理解する。

○ ○ ○ ○

・ 篆刻における印の名称や種類，使い方，用具・用材
について知る。
・ 手順を理解し，構想を練り，制作する。

篆刻について興味・
関心をもって意欲的
に取り組んでいる。

篆書の特徴を生かし
て、草稿、印稿、運刀
などができるように工
夫している。

篆刻の準備と手順に
ついて理解し、姓名
印を朱文１文字刻す
ることができる。

お互いに鑑賞し合い、
相互評価を行う。印
が日常生活で果たし
ている役割を理解して
いる。（印譜プリント）

印材、用具用
材と印譜プリ
ント

○「蘭亭序」を臨書しよう
・ 筆者・王義之について
理解する。
・ 鑑賞・臨書を通して「蘭
亭序」の特徴を理解する。

○ ○ ○

・ 「蘭亭序」が書かれた背景と文章の概要を知る。
・ 「蘭亭序」を鑑賞し，おおらかな運筆や点画の連続を
捉え，ワークシートに書き込む。
・ 用筆や筆順，字形の特徴を理解し，臨書する。
・「蘭亭序」の特徴について話し合う。

「蘭亭序」の表現技法
に関心をもち，その美
しさを味わおうとして
いる。

「蘭亭序」の特徴を理
解し，字形や書風を
捉え，表現を工夫して
いる。（発表ワーク
シート）

「蘭亭序」の用筆・運
筆の技法を習得し，
表現に生かしている。
（作品）

｢蘭亭序」の書風を理
解している。相互批正
を行い良いところ探し
ができている。（鑑賞
シート）

蘭亭序の補助
教材
ワークシート
鑑賞シート

○「蘭亭序」を全臨しよう

○ ○ ○

・ 「蘭亭序」の全臨に挑戦しよう。
・半紙６字５４枚を計画を立てて臨書する。
・表紙を付けて作品集を作る。・お互いの作品の鑑賞
会、講評会をする。

全臨することの意義
を理解し、作品集を完
成させることへの関心
を高め、取り組もうと
する。

文字の大きさ、６字の
配置、筆順等を補助
教材を使って体裁よく
仕上げようとしてい
る。

完成を想像し、自分の
ペースで１枚１枚仕上げ
ようとしている。できるだ
け１枚で仕上げられるよ
うに緊張感を持続して仕
上げられる技能を養う工
夫をしている。

鑑賞会を通して、相互
批評を加え、お互いを
認め合う姿勢を持っ
ている。

蘭亭序の補助
教材
ワークシート
鑑賞シート
プロジェクター

4

○創作しよう
・ 古典の学習を生かし
て，漢字の作品を創作す
る。
・ 創作を通して充実感や
喜びを味わう。

○ ○ ○ ○ ○

・ 創作の手順を理解し，作品の構想を練る。
・ 創作例を参考にして，表現したいイメージを古典か
ら見つけ出し，紙面構成等に配慮して創作する。
・ 創作を通して，これまでに学習してきた漢字の書へ
の関心を高める。
・互いの作品を鑑賞し、表現の多様性を発表し合う。

漢字の書の創作に関
心を持ち、意欲的に
取り組んでいる。

自己の中にある作品
のイメージに表現を近
づけるため、紙面構
成や文字の造形など
を様々に工夫してい
る。古典を参考に構
想を工夫している。
（ワークシート）

用筆・運筆を理解して
表現している。（作品）
字形や全体の構成に
配慮して表現してい
る。（作品）

書き上げた作品を互
いに鑑賞し合い、意
見交換をすることがで
きる。他者の作品か
ら作者の意図を理解
し、個性や美しさを感
じ取っている。（鑑賞
シート・相互評価シー
ト）

ワークシート
鑑賞シート
相互評価シー
ト

○仮名の基本を学ぼう
・ 基本的な執筆法，用具・
用材について理解する。
・ 仮名の基本的な用筆で
書こう。

〇 ○ ○ ○

・ 小筆の種類や筆の構え方について知り，使い方に
慣れる。
・ 仮名に適した用材を知る。
・ 仮名の基本線（直線・曲線・転折）について，それぞ
れの特徴を理解して書く。

仮名の基礎・基本の
表現技法に関心を
もっている。

用具･用材や用筆に
よる表現の変化を感
じ取り，表現を工夫し
ている。

仮名の基本用筆に注
意して書くことができ
る。紙へのあたりや回
転のリズムを意識して
書くことができる。。

仮名の基本用筆の特
徴を理解し執筆法を
活用できる。（鑑賞
シート）

鑑賞シート

漢
字
の
書
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芸術科書道

○仮名の世界を学ぶ。
・ 仮名の特徴とその成立
過程を理解する。

〇

・ 仮名の成立過程を知り，それぞれの時代の仮名の
特徴を捉える。
・ 片仮名の字源について理解する。

仮名の特徴に関心を
もち，意欲的，主体的
に理解しようとしてい
る。

仮名の成立等につい
て理解している。（鑑
賞シート）

鑑賞シート
仮名用の筆、
紙

○平仮名
・ 平仮名の特徴を理解し
て書こう。

〇 ○ ○ ○

・ 現在の仮名表記の由来と，仮名表現の特徴を理解
して書く。
・平仮名の特徴について話し合う。

平仮名の表現方法に
関心をもっている。平
安時代の平仮名に関
心を持っている。

平仮名の基本用筆の
リズムを生かして、仮
名の単体を書くように
している。（発表ワー
クシート）

仮名の基本的な線質
と用筆・運筆を理解
し，表現に生かしてい
る。（作品）

平安時代の平仮名の
特徴を理解し、発表で
きる。（発表ワーク
シート）

発表ワーク
シート
鑑賞シート

○変体仮名
・ 変体仮名の特徴を理解
して書こう。 〇 ○ ○ ○

・ 変体仮名の使われ方や効果について理解し，平仮
名と組み合わせるなどして書く。
・変体仮名の特徴について話し合う。

変体仮名の表現方法
に関心をもっている。

変体仮名の美しさを
感受している

変体仮名の基本的な
線質と用筆・運筆を理
解し，表現に生かして
いる。（作品）

変体仮名の特徴を理
解し、発表できる。
（発表ワークシート）

発表ワーク
シート
鑑賞シート

○連綿
・ 連綿の基本を理解して
書こう。

〇 ○ ○ ○

・ 仮名の流動美に連綿の法則（形連・意連）があること
を知る。
・ 連綿の法則や筆脈，腕の動かし方に配慮して書く。
・連綿の特徴について話し合う。

連綿の表現方法に関
心をもっている。

連綿の美しさを感受し
ている。

連綿の基本的な法則
を理解し，表現に生
かしている。（作品）

連綿の特徴を理解
し、発表できる。（発
表ワークシート）

発表ワーク
シート
鑑賞シート

○古筆から学ぼう②
「高野切第三種」
・ 鑑賞・臨書を通して「高
野切第三種」の特徴を理
解させる。

〇 ○ ○ ○

・ 「高野切第三種」を鑑賞し，端正な字形と落ち着いた
運筆による，流れるような美しさを捉え，ノートにまとめ
る。
・ 用筆や筆順，字形の特徴を理解し，臨書する。
・「高野切第三種」の特徴について話し合う。

「高野切第三種」の表
現技法に関心をもっ
ている。

「高野切第三種」の特
徴を理解し，字形や
線質を捉え，表現を
工夫している。（ワー
クシート）

「高野切第三種」の用
筆・運筆の技法を習
得し，表現に生かして
いる。（作品）

｢高野切第三種」の特
徴を理解している。
（鑑賞シート）

ワークシート
鑑賞シート

○構成の美を学ぼう
「寸松庵色紙」
｢継色紙」
「升色紙」
・ 鑑賞・臨書を通して「寸
松庵色紙」「継色紙」「升
色紙」の特徴を理解し、紙
面構成による美しさを理
解する。

〇 ○ ○ ○

・ 古筆には，紙面構成（文字の大小，墨の濃淡，行間
の変化，行の傾き,長短,高低）による独特の美がある
ことを知る。
・ 「寸松庵色紙」を鑑賞し，特徴をまとめる。
・ 「継色紙」を鑑賞し，特徴をまとめる。
・ 「升色紙」を鑑賞し，特徴をまとめる。
・ 用筆や筆順，字形の特徴を理解し，三色紙のいず
れかを選んで臨書する。選んだ理由を発表し合う。

色紙の紙面構成に関
心をもっている。
「寸松庵色紙」「継色
紙」「升色紙」の表現
技法に関心をもち，そ
の美しさを味わおうと
している。

散らし書きを理解し，
紙面構成を捉え，表
現を工夫している。
「寸松庵色紙」「継色
紙」「升色紙」の特徴
を理解し，字形や構
成を捉え，表現を工
夫している。（発表
ワークシート）

「寸松庵色紙」「継色
紙」「升色紙」の用筆・
運筆の技法を習得
し，表現に生かしてい
る。（作品）

「寸松庵色紙」「継色
紙」「升色紙」の特徴
を理解している。（鑑
賞シート）

ワークシート
鑑賞シート

○鑑賞しよう
・ 仮名の書の作品から，
筆者の表現意図を感じ取
る。
・ 作品に生きる古筆の要
素を理解する。

○ ○

・ 仮名の書の作品から受ける印象や，筆者の表現意
図，作品の美を構成する要素などについて話し合う。
・ これまでに学んできた古筆の美の要素が作品にど
のように生かされているかを確認する。

仮名の書の作品に関
心をもち，表現効果を
味わっている。

仮名の書の作品から
個性や美しさを感じ取
り，筆者の意図を理
解している。 （鑑賞
シート）

鑑賞シート

○創作しよう
・ 古筆の学習を生かし
て，仮名の作品を創作す
る。
・ 創作を通して充実感や
喜びを味わう。

○ ○ ○ ○ ○

・ 創作の手順を理解し，作品の構想を練る。
・ 創作例を参考にして，表現したいイメージを古筆か
ら見つけ出し，紙面構成等に配慮して創作する。
・ 創作を通して，これまでに学習してきた仮名の書へ
の関心を高める。
・互いの作品を鑑賞し、表現の多様性を発表し合う。

仮名の書の創作に関
心を持ち、意欲的に
取り組んでいる。

自己の表現のねらい
を達成するために，古
筆を参考に構想を工
夫している。（ワーク
シート）

平安時代の古筆を参
考に、行の長短や高
低、行間の広狭、紙
面構成などを工夫し
ている。

他者の作品から作者
の意図を理解し、個
性や美しさを感じ取っ
ている。（鑑賞シート・
相互評価シート）

ワークシート
鑑賞シー ト
相互評価シー
ト
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芸術科書道

○漢字仮名交じりの書を
知ろう
・漢字仮名交じりの書の
表現と美について考える。 〇

・ 漢字仮名交じりの書にはさまざまな表現と美がある
ことを知り，それぞれの時代（平安・江戸・明治・現代）
の作品を見比べていく。

漢字と仮名の字形や
線質に関心をもち，意
欲的・主体的に取り組
もうとしている。

身の回りの言葉の中
から好きな文章を見
つけ、作品制作のた
めの構想を練る。

自分の中にある作品
のイメージに表現を近
づけ、紙面構成や文
字の造形などを様々
に工夫して表現するこ
とができる。

それぞれの時代に
合った名品を鑑賞し、
様々な表現があるこ
とに気づき理解してい
る。

○漢字仮名交じりの書を
学ぼう
・言葉と表現の関係や古
典を生かした漢字と仮名
の調和，構成の工夫につ
いて理解する。

○ ○ ○ ○ ○

・ 言葉が人の心を動かすことを理解し，創作への関
心・意欲を高める。
・ 著作権について知る。
・ 題材とする言葉のイメージをもとに，漢字と仮名を調
和させて書く方法を知る。
・ 紙面構成の変化により表現の幅が広がることを知
る。

漢字仮名交じりの書
表現に関心をもち，意
欲的に理解しようとし
ている。

漢字と仮名の調和
や，構成の変化によ
る書表現の広がりを
理解している。（ワー
クシート）

古筆に学び、漢字と
仮名の書風や用筆を
調和させて書くことが
できる。

古典より言葉を探し、
古筆を生かし、漢字と
仮名を調和させる方
法を理解している。

ワークシート
古筆プリント

○鑑賞しよう
・ 漢字仮名交じりの書の
作品から，筆者の表現意
図を感じ取る。
・ 古典の要素が作品に生
かされていることを理解す
る。 ○ ○

・ 漢字仮名交じりの書の作品から受ける印象や,筆者
の表現意図，作品の美を構成する要素などについて
話し合う。
・ これまでに学んできた古典の美の要素が作品にど
のように生かされているかを確認する。

漢字仮名交じりの書
の作品に関心をもち，
表現効果を味わって
いる。

漢字仮名交じりの書
の名筆に触れ、美しさ
や良さを感じ取る工
夫をしている。

古典に含まれる要素
を抜き出し作品の中
に取り入れて表現し
ている。（作品意図
カード）

漢字仮名交じりの書
の作品から個性や美
しさを感じ取り，筆者
の意図を理解してい
る。
実用的な書が日常生
活で果たしている役
割を理解し身の回り
の書を見つけ仲間に
発表できる。（発表
シート）

発表シート
作品意図カー
ド

○創作しよう
・漢字仮名交じりの書を創
作する。
・創作活動を通して充実
感や喜びを味わう。

○ ○ ○ ○ ○

・ 創作の手順を理解し，作品の構想を練る。
・ 創作例を参考にして，表現したいイメージを見つけ
出し，紙面構成等に配慮して制作する。
・ 創作を通して，これまでに学習してきた漢字の書，
仮名の書，漢字仮名交じりの書への関心を高める。
・互いの作品を鑑賞し、表現の多様性を発表し合う。

表現の構想から完成
に至るまで主体的に
取り組もうとしている。

表現に応じた用具・用
材を選択し、表現を工
夫している。（ワーク
シート）
漢字と仮名の字形や
文字の大きさなど，全
体構成を工夫してい
る。（ワークシート）

文字群や余白の関係
を理解し，全体構成を
考えた表現をしてい
る。（作品）
古典の特徴を生か
し，漢字と仮名の線質
を調和させて表現して
いる。（作品）

他者の作品から作者
の意図を理解し、個
性や美しさを感じ取っ
ている。（鑑賞シート）

ワークシート
鑑賞シート

暮
ら
し
の
中
の
書

○暮らしの中に書を取り
入れよう。
・ 書を日常生活に生かし
て充実感や喜びを味わ
う。

○ ○ 〇 〇 ○ ○

・ 日常生活における多様な書の在り方を知り，自らの
生活に取り入れる意識を高める。
・ 手書きのよさや楽しさについて話し合い，自分らしい
表現について考える。
・ 実用的な書の大切さを理解し，これまでに学習して
きた技能を生かして書く。

暮らしの中に書を生
かそうとしたり、暮らし
に生きる書に関心を
持ったりしている。

書道の学習で身につ
けたことを生かして、
暮らしの中に書を生
かす工夫をしている。
表現に応じた用具・用
材を選択し、表現を工
夫している。（ワーク
シート）

創造的な表現をする
ために全体構成を意
識した表現をしてい
る。（作品）

実用的な書が日常生
活で果たしている役
割を理解し、身の回り
の書を見つけ仲間に
発表できる。（発表
シート）

ワークシート
発表シート

３
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学校名　福井県立高志高等学校　

科目名 学科名 対象学年 単位数

コミュニケーション英語Ⅰ 普通科（高入生） 1年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解

コミュニケーションに関心を持ち、積
極的に言語活動を行い、コミュニケー
ションを図ろうとする。

簡単な語や表現を使って身近なことに
ついて簡単に説明し、情報や考えなど
を適切に伝えている。

英語を聞いたり読んだりして、情報や
考えなどを的確に理解している。

英語の仕組み、使われている言葉の意
味や働きなどを理解しているととも
に、言語の背景にある文化を理解して
いる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

CROWN English Communication Ⅰ（三省堂） CROWN English Communication Ⅰ　WORKBOOK ADVANCED　（三省堂）

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報や考えなどを的
確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 13

Lesson 1
When Word Won't
Work

ピクトグラムがコ
ミュニケーション
ツールとして有用で
あるという話

ア　既知の表現を用いながら、積
極的に話す。
イ　英語学習の目的と効果的な方
法について、意見交換する。
ウ　コミュニケーションツールとし
て言葉以外の手段があることを理
解する。
エ　基本的な文型や動名詞につ
いて理解する。

①「ことば」の役割
について、積極的
に話し合ったり、意
見交換をしたりして
いる。

①英語学習の目的
について、口頭で説
明することができ
る。
②英語の効果的な
学習方法につい
て、30語程度の英
語で書くことができ
る。

①英文の概要を理
解することができ
る。
②　ピクトグラムと
「ことば」の役割、可
能性を、正しく読み
取ることができる。

①自分の考えや意
図を伝える表現を
適切に用いて文を
作ることができる。
②基本的な文型や
動名詞を理解す
る。

・ピクトグラムが将
来どうなるかについ
て、自分の考えを
話す活動
・英語を学習する目
的やその学習法に
ついて、パラグラフ
を書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・音読&インタビューテスト
・ライティング

5 13

Lesson 2
Going into Space

若田光一が宇宙飛
行士としてＩＳＳに搭
乗し長期滞在した
経験について述べ
た文章

ア　話の流れや登場人物の心情
を推測しながら、英文を読む。
イ　話の続きや登場人物の心情を
推測して、意見交換する。
ウ　場面ごとの登場人物の言動を
理解し、心情を推測する。
エ　現在完了形・不定詞について
理解する。

①宇宙について
知っていることを、
間違えることを恐れ
ずに積極的に話し
ている。

①「夢」「居住年数」
について、文法に
注意して正しく話す
ことができる。
②宇宙開発への賛
否について、適切
に書くことができ
る。

①登場人物の言動
をとらえながら、概
要を理解することが
できる。
②若田宇宙飛行士
が考える「危険を冒
しても人類が宇宙
へ行くことの意義」
を正しく読み取るこ
とができる。

①気持ちを伝える
表現を適切に用い
て文を作ることがで
きる。
②現在完了形・不
定詞を用いた基本
的な英文の意味や
構造を理解する。

・宇宙開発への賛
否について、わかり
やすく話す活動
・本文を読んだ感想
を書いたり発表した
りする活動

・定期考査
・言語活動の観察
・インタビューテスト
・ライティング

6 13

Lesson 3
Canoe Is an Island

内野加奈子がカ
ヌーでハワイから
日本への航海を成
功させた経験、日
本への航海中に内
野の胸に去来した
思いなどが語られ
ている文章

ア　カヌーでの航海について地図
や写真を見ながら英文を理解す
る。
イ　写真や地図を見て英語で説明
したり、本文の内容をまとめて述
べたりする。
ウ　内野加奈子の経験や心情を
理解する。
エ　分詞や関係代名詞を用いた
基本的な英文の意味や構造を理
解する。

①自分の経験した
船旅やハワイへの
渡航経験の有無に
ついて、積極的に
話し合っている。

①好きな作家・
ミュージシャンにつ
いて、文法に注意し
て正しく話すことが
できる。
②伝統文化を継承
する意義について
の自分の意見を、
簡潔にまとめること
ができる。

①内野加奈子の経
験を読みとりなが
ら、本文中の事実
情報を捉えることが
できる。
②ホクレア号の航
海の過程や伝統航
海術の手法を、正し
く読み取ることがで
きる。

①分詞を用いた表
現に習熟すること
ができる。
②関係代名詞を用
いた英文の意味や
構造を理解する。

・伝統文化を継承
する意義について
の自分の意見を、
整理して話す活動
・伝統文化を継承
する意義について
の自分の意見を、
簡潔にまとめる活
動

・定期考査
・言語活動の観察
・ワークシート
・ライティング

7 13

Lesson 4
Seeing with the
Eyes of the Heart

視覚に障害を持つ
辻井伸行が作曲家
として演奏したり、
ドラマや映画の音
楽を制作したりする
活動について述べ
た文章

ア　ピアニスト辻井伸行の業績を
通して、ひとつのことを継続してや
ることの大切さを知る。
イ　辻井伸行の経験や心情を理
解する。
ウ　関係代名詞what、過去完了、
S＋V＋O＋C、知覚動詞・使役動
詞について理解する。

①辻井伸行の思い
に共感しながら、本
文を読もうとしてい
る。

①各パートの要点
を口頭で述べること
ができる。
②「音楽の力」につ
いての自分の考え
を、説得力をもって
書くことができる。

①辻井伸行が生ま
れてからコンクール
で優勝し、支援活
動をするまでの過
程を、正しく読み取
ることができる。
②辻井伸行の父親
に対する心情を適
切に読み取ること
ができる。

①関係代名詞
what、過去完了、S
＋V＋O＋C、知覚
動詞・使役動詞の
意味や構造を理解
する。

・　「音楽の力」につ
いての自分の考え
を、説得力をもって
話す活動
・本文のパートごと
の要点をまとめて
言う活動

・定期考査
・言語活動の観察
・音読&インタビューテスト

令和３年度　「コミュニケーション英語Ⅰ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語
活動／学習活
動

評価方法
（統合的な評価を含む）



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

令和３年度　「コミュニケーション英語Ⅰ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語
活動／学習活
動

評価方法
（統合的な評価を含む）

9 14

Lesson 5
Food Bank

品質に問題がない
のに見かけなどか
ら流通不能になっ
た食品を寄付して
もらい、生活困窮者
へ配給する活動を
おこなう団体である
フードバンクについ
て述べた文章

ア　フードバンクの活動を知り、貧
困やボランティア活動について考
える。
イ　フードバンクの活動について、
感じたことを表現する。
ウ　フードバンクを始めたマクジル
トンの経験や心情を理解する。
エ　関係副詞、S＋V＋O＋C（C＝
分詞）、S＋V＋C（C＝分詞)を理
解する。

①ボランティアの意
義と国の役割につ
いての意見を、積
極的に他者と共有
しようとしている。

①ボランティアの意
義と国の役割につ
いて、整理してまと
まりよく話すことが
できる。
②ボランティアの意
義と国の役割につ
いて、自分の考えを
整理して書くことが
できる。

①深刻になりつつ
ある貧困の問題、
格差の問題につい
て理解する。
②ボランティア活動
をするうえで大切な
ことに気づく。

①関係副詞、S＋V
＋O＋C（C＝分
詞）、S＋V＋C（C＝
分詞)の意味や構造
を理解する。

・貧困の問題、格差
の問題について自
分の意見を発表す
る活動
・フードバンクの活
動について感想を
述べる活動

・定期考査
・言語活動の観察
・インタビューテスト
・発表&質疑応答

10 14

Lesson 6
Roots & Shoots

動物保護団体
Roots & Shootsを
設立した動物学者
グドール博士にイ
ンタビューした文章

ア　グループ内の話し合いに積極
的に取り組む。
イ　グドール博士の野生動物につ
いて、考えたことを表現する。
ウ　動物保護団体Roots & Shoots
を設立するまでの過程について理
解する。
エ　分詞構文、形式主語、同格な
どについて理解する。

①理解できないとこ
ろや聞き取れないと
ころを質問したり、
聞き返したりして理
解しようとしている。

①絶滅危惧種の保
護が必要かどうか
についての自分の
意見を、具体的に
話すことができる。
②絶滅危惧種の保
護が必要かどうか
についての自分の
意見を、わかりやす
く書くことができる。

①チンパンジーと人
間の、類似点と異
なる点を正しく読み
取ることができる。
②グドール博士の
考える環境保護活
動について、ポイン
トを押さえながら読
むことができる。

①分詞構文、形式
主語、同格などの
文法を理解する。
②インタビューの形
式を知る。

・Roots & Shootsの
活動について調べ
たことを発表する活
動
・「共生」の大切さを
知り、自分になにが
できるかを考えて発
表する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ワークシート
・発表&質疑応答

11 14

Lesson 7
Paper Architect

建築家坂茂が、ル
ワンダの難民シェ
ルターや阪神淡路
大震災の仮設住宅
や集会所を建設す
ることを説明した文
章

ア　発表活動に積極的に取り組
む。
イ　坂茂がこれまでおこなってきた
被災地支援の歴史を理解する。
ウ　被災者にとって本当に必要な
「支援」とはどんなことなのか理解
する。
エ　受動態の完了形、形式目的語
の it について理解する。

①さまざまな建築
資材についての質
問に対して、積極的
に話している。
②うまく言えないこ
とがあっても、知っ
ている語句や表現
を用いて工夫をして
いる。

①仮設住宅の必要
条件について、自
分の意見を話すこ
とができる。
②仮設住宅の必要
条件について、自
分の意見をわかり
やすく書くことがで
きる。

①坂茂が被災地支
援をする理由を正
しく読み取ることが
できる。
②坂茂が考える仮
設住宅の必要条件
とその理由を、正し
く読み取ることがで
きる。

①坂茂がこれまで
おこなってきた被災
地支援の歴史を知
る。
②受動態の完了
形、形式目的語の
it について理解す
る。

・仮設住宅の必要
条件について、自
分の意見をわかり
やすく書く活動
・被災者にとって本
当に必要な「支援」
について調べたこと
を発表する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・レポート
・発表&質疑応答

12 14

Lesson 8
Not So Long Ago

２０世紀に起きた戦
争について写真を
通して説明する話

ア　それぞれの写真が撮影された
状況を正しく読み取る。
イ　戦争の悲惨さや平和の重要
性を理解するとともに、写真の持
つ力を知る。
ウ　本文を読んだ後の感想を英語
で書く。
エ　仮定法過去、付帯状況のwith
を理解する。

①内容の展開を理
解しながら読み、内
容について意見や
感想を述べようとし
ている。
②平和についての
自分の考えが、より
うまく伝えるように
工夫している。

①現在の事実とは
異なる仮定を、文法
に注意して正しく話
すことができる。
②写真ができること
とできないことを、
わかりやすく話すこ
とができる。

①それぞれの写真
が撮影された状況
を正しく読み取るこ
とができる。
②それぞれの写真
についての文章を、
適切な速さで読み、
概要を把握すること
ができる。

①戦争の悲惨さや
平和の重要性を理
解するとともに、ま
た写真の持つ力を
知る。
②仮定法過去、付
帯状況のwithを理
解する。

・本文中の人々の
心情について、考え
たことを述べ合う活
動
・21世紀に生きる自
分たちが、20世紀
から得られた教訓
について意見交換
したり、感想を書い
たりする活動

・定期考査
・ワークシート
・言語活動の観察
・ライティング



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

令和３年度　「コミュニケーション英語Ⅰ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語
活動／学習活
動

評価方法
（統合的な評価を含む）

1 13

Lesson 9
Crossing the
“Uncanny Valley”

ロボット工学者石黒
浩が人間そっくりの
アンドロイドを作る
過程とその将来に
ついて述べた文章

ア　内容の展開を理解しながら読
み進めようとする。
イ　自分の生活にロボットがどの
ように関与するかについて、明確
な理由とともに話すことができる。
ウ　石黒浩がアンドロイドを作る理
由と今後の目的を理解する。
エ　部分否定、助動詞＋be＋過去
分詞を理解する。

①ロボット（がいる
社会）についての自
分の考えを、積極
的に話している。

①自分の生活にロ
ボットが関与するこ
とをどう思うかにつ
いて、話すことがで
きる。
②自分の生活にロ
ボットが関与するこ
とをどう思うかにつ
いて、明確な理由と
ともに書くことがで
きる。

①筆者の論点を正
しく読み取ることが
できる。
②石黒浩がアンド
ロイド研究をする理
由を正しく読み取る
ことができる。

①将来実用化が予
想できるアンドロイ
ドとのつきあい方に
ついて考える。
②部分否定、助動
詞＋be＋過去分詞
を理解する。

・自分の生活にロ
ボットが関与するこ
とをどう思うかにつ
いて、明確な理由と
ともに話す活動
・社会におけるロ
ボットの役割を分析
し、将来それがどう
変わるかを考えて
書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング
・発表&質疑応答

2 13

Lesson 10
Good Ol’ Charlie
Brown

PEANUTS（ピー
ナッツ）の中で漫画
家シュルツが人生
の成功の秘訣につ
いて語る話

ア　筆者の伝えたい思いを的確に
つかみながら読み進めようとす
る。
イ　漫画を通して何を伝えることが
できるのかを考え、意見や考えを
述べる。
ウ　漫画を見ながら登場人物たち
の心情や事の経緯を読み取る。
エ　仮定法過去完了、〈no matter
＋疑問詞〉、〈be to 不定詞〉を理
解する。

①読んだ内容につ
いて意見や感想を
述べようとしてい
る。

①マンガの利点に
ついて、まとまりよく
話すことができる。
②小説と比べたとき
のマンガの利点に
ついて、簡潔にまと
めることができる。

①ピーナッツの世
界的人気の理由
を、正しく読み取る
ことができる。
②シュルツが考え
る「人生の成功」を
適切に読みとること
ができる。

①仮定法過去完
了、no matter＋疑
問詞、be to 不定詞
を理解する。

・シュルツが考える
「人生の成功」につ
いて、意見や考えを
交換する活動
・人生の成功につ
いて、考えたことを
述べ合う活動

・定期考査
・言語活動の観察
・発表&質疑応答

3 6

Optional Lesson
Heroic Losers

メダル獲得が注目
されるオリンピック
と、負けても記憶に
残る選手とを通し
て、オリンピック精
神について考える
話。

ア　オリンピックのヒーローたちの
逸話を通して、オリンピック精神に
ついて知り、真のヒーローとはど
んな選手・人物のことか考え発表
する。
イ　英文の理解や意見の発表の
際に、既習の文法事項を活用す
る。

①新たに知ったこと
について、自分の
考えや感じたことを
意欲的に述べようと
している。

①相手の理解を確
認しながら、論理的
に話すことができ
る。
②「真のヒーローと
はどんな選手・人物
のことか」という問
いについて自分の
考えを述べることが
できる。
③カルナナンダと
ジャマイカのボブス
レーチームが勝者
よりも有名になった
理由を、テキストを
ふまえて簡潔に書く
ことができる。

①　「真の勝者」に
ついての筆者の見
解を、正しく読み取
ることができる。
②　筆者のいう「オ
リンピックスピリッ
ト」とはなにか、正し
く読み取ることがで
きる。

①本文中の語彙や
表現・既習の文法
項目を適切に理解
している。

・ワークシートの質
問に答えながら、本
文の内容を読みと
る活動
・「真のヒーローと
はどんな選手・人物
のことか」という問
いについて自分の
考えを述べる活動。

・授業中の発問への応答
・ワークシート
・スピーチ
・ライティング

総時数 140



科目名 単位数

英語活用 Basic Expression 3

科目の目標

　コミュニケーションに関心を持ち、積
極的に自己表現しようとしている。

　語彙・表現に関する知識を持ち、文
法・文構造等を理解している。

　得た情報や事実，自分の意見・考え
などをまとめ、効果的な方法で相手に
伝えることができる。

 様々な話題についての英語を聞
いたり読んだりして、情報や考えな
どを理解することができる。

NEW FAVORITE English Expression Ⅰ　（東京書籍）

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実情報や意見・考えなどを考察し、
適切な表現方法を工夫しながら伝える基礎的な能力を養う。

評価の観点および趣旨

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

令和３年度　英語科 指導と評価の年間計画

福井県立高志高等学校　　

学科名

普通科 (高入生）

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

対象学年

１年



令和３年度　英語科 指導と評価の年間計画

福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 5

Hello, Japan! <内容>
自己紹介

<表現>
文構造
　SV
  SVC
  SVO

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　自己紹介をすることができ
る。
ウ　他者の自己紹介の内容を
理解することができる。
エ　基本的な文構造を理解す
る。自己紹介に必要な語彙・
表現等を身に付ける。

①自分の気持ち
や考えなどを伝
えようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分のことに
ついて、適切に
話すことができ
る。
②自分のことに
ついて、まとまり
のある文章を書く
ことができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

4 5

A Present for
Sophie

<内容>
歓迎会の相談

<表現>
文構造
  SVOO
  SVOC

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　歓迎会やイベントを企画・
提案することができる。
ウ　他者の提案の内容を理解
することができる。
エ　基本的な文構造を理解す
る。企画・提案に必要な語彙・
表現等を身に付ける。

①歓迎会のやり
方やプレゼントに
ついて伝えようと
している。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分の企画に
ついて、適切に
話すことができ
る。
②自分の企画に
ついて、まとまり
のある文章を書く
ことができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

4 5

What Did You Do? <内容>
近況報告の手紙

<表現>
時制
　現在形
　現在進行形
　過去形
　過去進行形

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　近況報告の手紙を書くこと
ができる。
ウ　他者が書いた手紙の内容
を理解することができる。
エ　時制について理解する。
手紙に必要な語彙・表現等を
身に付ける。

①自分の気持ち
や考えなどを伝
えようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分の近況報
告について、適
切に話すことがで
きる。
②自分の近況報
告について、まと
まりのある文章を
書くことができ
る。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

「英語活用 Basic Expression」（１年）指導と評価の年間計画（教師用）

単
元
の
時
数

実
施
月

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

単元の目標題材内容単元名



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

単
元
の
時
数

実
施
月

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

単元の目標題材内容単元名

5 5

Let's Go on a Trip <内容>
予定の説明

<表現>
時制
　未来を表す表現

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　週末の予定についてEメー
ルで説明することができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　未来を表す表現について
理解する。予定を表す語彙・
表現等を身に付ける。

①自分の気持ち
や考えなどを伝
えようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分の予定に
ついて、適切に
話すことができ
る。
②自分の予定に
ついて、まとまり
のある文章を書く
ことができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

5 5

Music Lovers <内容>
好きな音楽

<表現>
完了形
　現在完了形
　現在完了進行形

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　好きな歌や音楽等につい
て話すことができる。
ウ　他者の話の内容を理解す
ることができる。
エ　現在完了形について理解
する。興味・関心を表す語彙・
表現等を身に付ける。

①自分の気持ち
や考えなどを伝
えようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分の好きな
音楽などについ
て、適切に話すこ
とができる。
②自分の好きな
音楽などについ
て、まとまりのあ
る文章を書くこと
ができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

6 5

What a Day! <内容>
出来事の報告

<表現>
完了形
　過去完了形
　過去完了進行形

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　自分の経験や出来事につ
いて説明することができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　過去完了形について理解
する。出来事を説明するのに
必要な語彙・表現等を身に付
ける。

①自分の気持ち
や考えなどを伝
えようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分に起きた
出来事につい
て、適切に話すこ
とができる。
②自分に起きた
出来事につい
て、まとまりのあ
る文章を書くこと
ができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

単
元
の
時
数

実
施
月

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

単元の目標題材内容単元名

6 6

Different Schools,
Different Rules

<内容>
学校の規則

<表現>
助動詞
　能力・可能
　許可・禁止・義務
　推量
　丁寧な依頼

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　学校の規則について説明
することができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　助動詞に習熟する。規則
を説明するのに必要な語彙・
表現等を身に付ける。

①自分の学校の
規則を伝えようと
している。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分の学校の
規則について、
適切に話すこと
ができる。
②自分の学校の
規則について、ま
とまりのある文章
を書くことができ
る。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

7 6

Snail Mail <内容>
今と昔の比較

<表現>
助動詞
　助動詞＋have
　＋過去分詞
　would
  used to do

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　自分の生活の変化につい
て今と昔を比較して説明する
ことができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　助動詞に習熟する。変化
を表す語彙・表現等を身に付
ける。

①自分の生活の
変化について伝
えようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分の過去か
ら現在の変化に
ついて、適切に
話すことができ
る。
②自分の過去か
ら現在の変化に
ついて、まとまり
のある文章を書く
ことができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

9 6

Plastic Food
Samples

<内容>
日本文化の紹介

<表現>
受動態

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　日本の伝統文化や行事を
紹介することができる。
ウ　外国の文化についての説
明を理解することができる。
エ　受動態に習熟する。文化
を説明するのに必要な語彙・
表現等を身に付ける。

①日本の伝統文
化や行事を伝え
ようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①日本の文化に
ついて、適切に
話すことができ
る。
②日本の文化に
ついて、まとまり
のある文章を書く
ことができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

単
元
の
時
数

実
施
月

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

単元の目標題材内容単元名

10 5

What Is That
Gesture?

<内容>
文化によるジェス
チャーの違い

<表現>
to 不定詞
　 名詞用法
　 形容詞用法
　 副詞用法

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　日本独特のジェスチャー
について説明することができ
る。
ウ　外国のジェスチャーにつ
いての説明を理解することが
できる。
エ　to-不定詞に習熟する。
ジェスチャーを表す語彙・表現
等を身に付ける。

①日本独特の
ジェスチャーにつ
いて伝えようとし
ている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①日本のジェス
チャーについて、
適切に話すこと
ができる。
②日本のジェス
チャーについて、
まとまりのある文
章を書くことがで
きる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

10 6

Laughter Brings
Happiness

<内容>
将来に向けた決意

<表現>
動名詞

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　将来に向けた決意・決心
を述べることができる。
ウ　他者の説明を理解するこ
とができる。
エ　動名詞に習熟する。決意・
決心を表すのに必要な語彙・
表現等を身に付ける。

①英語の４コマ漫
画を楽しもうとし
ている。
②自分の決意を
伝えようとしようと
している。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①将来に向けた
決意・決心につい
て、適切に話すこ
とができる。
②将来に向けた
決意・決心につい
て、まとまりのあ
る文章を書くこと
ができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

11 5

A Movie Review <内容>
映画紹介

<表現>
分詞
　現在分詞
　過去分詞
　分詞の後置修飾

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　好きな映画や漫画などの
紹介をすることができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　分詞の用法に習熟する。
映画や小説等の説明に必要
な語彙・表現等を身に付け
る。

①自分の好きな
映画や漫画など
を伝えようとして
いる。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分の好きな
映画などについ
て、適切に話すこ
とができる。
②自分の好きな
映画などについ
て、まとまりのあ
る文章を書くこと
ができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

単
元
の
時
数

実
施
月

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

単元の目標題材内容単元名

11 5

My Brother Eats
… Homework

<内容>
学校新聞

<表現>
分詞、動詞の原形
　知覚動詞
　使役動詞
分詞構文

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　学校の出来事や行事など
を説明することができる。
ウ　他の学校の行事等につい
て理解することができる。
エ　分詞の用法に習熟する。
出来事や行事を表すのに必
要な語彙・表現等を身に付け
る。

①学校の出来事
や行事などを説
明しようとしてい
る。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①学校の出来事
や行事などにつ
いて、適切に話
すことができる。
②学校の出来事
や行事などにつ
いて、まとまりの
ある文章を書くこ
とができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

12 5

The Future of
Robots

<内容>
未来のロボット

<表現>
関係代名詞

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　未来のロボットについて述
べることができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　関係代名詞に習熟する。
ロボットの機能を表す語彙・表
現等を身に付ける。

①未来のロボット
について説明しよ
うとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①未来のロボット
について、適切に
話すことができ
る。
②未来のロボット
について、まとま
りのある文章を
書くことができ
る。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

12 5

Visit Kuala
Lumpur!

<内容>
おすすめの場所

<表現>
関係副詞

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　おすすめの場所について
説明することができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　関係副詞に習熟する。場
所の説明をするのに必要な語
彙・表現等を身に付ける。

①おすすめの場
所について説明
しようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①おすすめの場
所について、適
切に話すことがで
きる。
②おすすめの場
所について、まと
まりのある文章を
書くことができ
る。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

単
元
の
時
数

実
施
月

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

単元の目標題材内容単元名

1 5

Our School's
Global Footprint

<内容>
環境配慮のスピー
チ

<表現>
関係代名詞
関係副詞

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　環境保護を訴えるスピー
チをすることができる。
ウ　他者のスピーチの内容を
理解することができる。
エ　関係代名詞・関係副詞に
習熟する。環境保護に関する
語彙・表現等を身に付ける。

①自分の気持ち
や考えなどを伝
えようとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①環境保護につ
いて、自分の考
えを適切に話す
ことができる。
②環境保護につ
いて、自分の考
えをまとまりのあ
る文章で書くこと
ができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

1 5

Tokyo Skytree <内容>
名所の比較

<表現>
比較
　同等比較
　比較級
　最上級

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　世界の名所について発表
することができる。
ウ　世界の名所ツアープラン
の内容を理解することができ
る。
エ　比較表現に習熟する。旅
行に関する語彙・表現等を身
に付ける。

①世界の名所に
ついて説明しよう
としている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①世界の名所に
ついて、適切に
話すことができ
る。
②行きたい国に
ついて、まとまり
のある文章を書く
ことができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

2 5

New Zealand <内容>
住んでいる町の紹
介

<表現>
比較
　倍数表現

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　自分が住んでいる町の紹
介をすることができる。
ウ　他者の説明の内容を理解
することができる。
エ　倍数表現に習熟する。場
所の説明に必要な語彙・表現
等を身に付ける。

①自分が住んで
いる町を説明しよ
うとしている。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①自分が住む町
について、適切に
話すことができ
る。
②自分が住む町
について、まとま
りのある文章を
書くことができ
る。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

単
元
の
時
数

実
施
月

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

単元の目標題材内容単元名

2 5

If I Were Principal
…

<内容>
理想の学校

<表現>
仮定法
　仮定法過去
　仮定法過去完了

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　理想の学校について提案
することができる。
ウ　他者の提案の内容を理解
することができる。
エ　仮定法に習熟する。提案
する際に用いる語彙・表現等
を身に付ける。

①理想とする学
校を説明しようと
している。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①理想の学校に
ついて、自分の
考えを適切に話
すことができる。
②理想の学校に
ついて、自分の
考えをまとまりの
ある文章で書くこ
とができる。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

3 6

Thank You,
Everyone!

<内容>
１年間の振り返り

<表現>
仮定法
  as if ….
  I wish ….

ア　積極的に発言したり、相手
の話を聞いたりしようとする。
堂々と発言・発表する。
イ　１年間の感謝を伝える手
紙を書くことができる。
ウ　他者の手紙の内容を理解
することができる。
エ　仮定法に習熟する。感謝
を表す語彙・表現等を身に付
ける。

①１年間の感謝
の気持ちや考え
などを伝えようと
している。
②相手の気持ち
や考えなどを理
解しようとしてい
る。
③新しい語彙や
表現を使い、身
に付けようとして
いる。

①１年間の感謝
について、適切に
話すことができ
る。
②１年間の感謝
について、まとま
りのある文章を
書くことができ
る。

①適切な語彙・
表現などを使うこ
とができる。
②文法・文構造
等について、正し
く理解している。

・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・語彙・表現テスト
・レポート

総時数 105



令和　３　年度   　家  庭  科    　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画 高志高等学校　家庭科

科目名 学科名 対象学年 単位数 教科担当者

家庭基礎 普通科 １年 2単位

科目の目標

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

人の一生と家族・家庭及び福
祉、衣食住、消費生活などにつ
いて関心をもち、その充実向上
を目指してを主体的に取り組む
とともに、実践的な態度を身に
付けている。

人の一生と家族・家庭及び福
祉、衣食住、消費生活などに関
する基礎的・基本的な技術を総
合的に身に付けている。

人の一生と家族・家庭及び福
祉、衣食住、消費生活などに関
する基礎的・基本的な知識を身
に付けている。

評価方法

学習についての
アドバイス等

思考・判断・表現

人の一生と家族・家庭及び福
祉、衣食住、消費生活などにつ
いて課題を見いだし、その解決
を目指して思考を深め、適切に
判断し、工夫し創造する能力を
身に付けている。

ペーパーテスト　　実習作品
ノート・ワークシート（実践記録　実習記録　　視聴記録　など）
課題等への取り組みと提出状況
授業態度
相互評価

①授業はしっかり聞き，自分の生活に役立てていくこと。これほどあなたの毎日の生活に深く関わり，役立つ学
習は他にありません。人間らしく生きていく上での基礎になります。軽く考えず，しっかり聞いて，自分の生活を
豊かにしていってください。
②実習には意欲的に取り組むこと。自分の手で実際に作ったり，体験したことは，必ず心に残り，技術としての
あなたの生活を支えてくれます。
③ノートやプリントなど提出物は期日厳守で提出すること。ただし，取り組みの過程も重視されます。いくら考査
で良い点数を取っても，授業への取り組みが悪ければ，良い評価は得られません。

使用教科書 補助教材等

家庭基礎　自立・共生・創造（東京書籍）
　　最新生活ハンドブック　資料＆成分表（第一学習社）
　　クッキングブック　調理の基礎と応用
　　　　　　　　　　　（福井県高等学校教育研究会家庭部会）

　人の一生と家族・家庭、子どもや高齢者とのかかわりと福祉、消費生活、衣食住などに関する知
識と技術を総合的に習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実
向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

評価の観点および評価規準



家庭科
学校名

4・7 2
○
ウ

家庭基礎ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと学
校家庭ｸﾗﾌﾞ

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに挑
戦
（夏季休業中）

家庭基礎で何を学び、どのよう
な学習活動をするのかを知り、
一年間の見通しを持つ

ＨＰや家庭クラブの意味と進め
方について理解する。

自分の家庭、家族、生活から
課題を見つけ、改善のために
計画を立て実践する。

家庭基礎の学習内容、ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、学
校家庭ｸﾗﾌﾞに関心を持ち、主体的に学
習に取り組もうとしている。

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに関心を持ち、意欲的に自
分の家庭や家族、生活から課題を見つ
けようとしている。

小中学校の学習とのつながりを踏まえ、
これからの学習について考えを深めてい
る。

生活上の課題を解決するための手法に
ついて考え、判断し実践している。

生活上の課題を解決するための技術を
身に付けてている。

家庭基礎の一年間の学習内容について
理解している。

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、学校家庭ｸﾗﾌﾞ活動につい
て、理解している。

ノート

ノート

ホームプロジェクト記録

学校全体の教育活動
との関連・　地域の社
会福祉協議会等との
連携など　ＨＰを常に意
識させる。

全国大会・北陸大会Ｄ
ＶＤ
FHJ誌優秀作品ｺﾋﾟｰ

4
5

8
○
ア

（ｱ）
（ｲ）

第１章
家族・家庭を見つ
める

これからの家族生
活と社会

わたしのしあわせ
ライフプラン

青年期の課題

自分らしい人生を
つくる

成年年齢18歳について知る。

家族に関する法律を知る。
様々な家族の形があることを
理解し、男女が相互に協力し
て家庭を築き、家族関係をつく
る必要性を学ぶ。

家事労働・職業労働について
理解する。

福井県の現状を知り、自分が
築きたい家庭、ﾜｰｸ、ﾗｲﾌ、ﾊﾞﾗ
ﾝｽについて考える。

各ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞの特徴と課題を理
解する。

生涯発達の観点から今の自分
を客観的に見つめ、自立、職
業選択、ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨｰについて
考える。
自分の人生を考えて曼荼羅
ﾁｬｰﾄに表す。

意欲的に内容を理解しようとしている。

民法と日本の家族の関係について意欲
的に考えようとしている。
多様な生き方を認め、積極的に家族・家
庭と社会とのかかわりを考えようとしてい
る。
将来自分が創造する生活と家庭、家族
について具体的に考えようとしている。

グラフや表から福井県の現状について読
み取り、要因等を推測しようとしている。

生涯発達の考え方にたち、各ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ
の特徴と課題に関心を持っている。

青年期の課題について、自分に当ては
めて具体的に考えようとしている。

自分の将来の目標を達成するために、
今すべきことを段階的に考えﾁｬｰﾄに表
現している。

家庭生活を支える法律や社会制度の在
り方について考え、まとめたり、発表した
りしている。

男女共同参画の面から、各自が担う家
庭での役割と自立について考え、まとめ
たり、発表したりしている。

福井県の魅力、課題を踏まえて、自分の
将来について具体的に考えを深めてい
る。

自分を見つめ、肯定的な自己概念をも
ち、自分の人生や進路について考えを深
め、具体的にまとめている。

家族や家庭生活の在り方などについて
検討するために、新聞や書籍などから必
要な資料を収集したり、調査したりするこ
とができる。

グラフ、表から福井県の魅力、課題をま
とめることができる。

成年年齢引下げについて理解している。

家族に関する法律について理解してい
る。

福井県の現状について理解するととも
に、自分らしく生きるために目標を持ち、
生活課題に対応した意思決定を自分で
行うことの大切さを理解している。
生涯発達の視点から書くﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞの特
徴と課題について理解している。

青年期の課題や家族の特徴、家庭機能
の変化、家庭生活と社会とのかかわりに
ついて理解している。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・・資料収集状
況・活用・分析状況）
感想・発表の様子
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

生活ハンドブック

県作成「わたしのしあわ
せﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ」活用

「曼荼羅ﾁｬｰﾄ」

4 2
○
ｳ

（ｱ）
（ｲ）

第３章
高齢社会を生きる

高齢期を理解する

高齢者の心身の
特徴

これからの高齢社
会

高齢社会の現状と課題を理解
する。

高齢期の心身の変化や特徴、
個人差が大きいことを理解す
る。

高齢者に関する福祉について
学び、高齢者を支える制度と
課題を考える。

高齢社会の現状と課題、高齢者の心身
の特徴や生活などについて関心を持ち、
高齢者を肯定的にとらえ、高齢期の生活
について考えようとしている。

高齢者や高齢者を取り巻く社会につい
て、具体的に課題を見出し、その解決を
目指して思考を深め、まとめたり、発表し
たりしている。

地域の高齢者福祉ｻｰﾋﾞｽについて情報
を収集したり、調査することができる。

社会の現状と課題、高齢者の心身の特
徴や生活について理解している。

高齢者の意思を尊重し、思いやりを持っ
て接することの大切さを理解している。
高齢者の尊厳を保ち、残存能力を生かし
た自立生活支援の必要性を認識してい
る。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・感想・ﾚﾎﾟｰﾄ・
資料収集状況・活用・分析状
況）
発表の様子・行動観察
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

疑似体験用用具・DVD
生活ハンドブック

5
6

5
○
イ
(ｱ）
(ｲ）

第６章
衣生活をつくる
基礎縫いを定着さ
せよう

手縫い、ミシン縫いの技術を確
認し、確実にできるようにす
る。

手縫い、ミシン縫いの技術に関心を持
ち、技術定着のために意欲的に取り組ん
でいる。

手縫い、ミシン縫いの技術についてうまく
できる方法を考え、言葉で表現できる。

並縫い、返し縫い、まつり縫い、ボタン付
け、直線縫い、端ミシンが確実にできる。

手縫い、ミシン縫いの技術についての知
識を持っている。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・感想・ﾚﾎﾟｰﾄ・
資料収集状況・活用・分析状
況）
発表の様子・行動観察
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

生活ハンドブック

布、繊維見本

実験器具

科　目　「　家庭基礎　」　の　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画
福井県立高志高等学校

実
施
月

単
元
の
時
数

学習指導要領の
内容と指導事項 単元（題材）

名 単元（題材）の目標

評価規準

評価方法
備　　　考

（補助教材等）
知識・理解(1) (2) (3) 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能



6
7

8
○
イ
(ｱ）
(ｲ）

第６章
衣生活をつくる
被服の役割を考
える

被服を管理する

これからの衣生活

被服のさまざまな役割を整理
する。

被服材料の特徴を理解し、組
成表示・取り扱い表示・ｻｲｽﾞ表
示などの意味が分かる。
汚れ落ちの仕組みを理解し、
被服に適した洗濯や保管方法
を知る。

生涯を通じて健康で安全な衣
生活が営めるようになる。

衣生活に関心を持ち、人間と被服、気候
と被服のかかわりを考えようとしている。

持続可能な衣生活について考えようとし
ている。

各ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに適した衣服の役割、適切
な着装、衣生活の管理について考えを
深めている。
被服材料の性能改善と着心地、安全に
配慮した被服について考え、まとめたり、
発表したりしている。

衣服の購入から廃棄、環境とのかかわり
など、持続可能な衣生活について考え、
工夫している。

用途、着用目的、デザインに応じた適切
な被服材料の選択ができる。
品質表示や取り扱い表示を読み取り、適
切な洗濯の管理ができる。

着装、被服構成、被服の機能などについ
て理解している。

被服材料の特徴を理解し、組成表示・取
り扱い表示・ｻｲｽﾞ表示などの意味が分か
る。
汚れ落ちの仕組みを理解している。

資源の有効活用の視点から、購入、活
用、手入れ、保管、再利用、廃棄を考え
た持続可能な衣生活の必要性を理解し
ている。
安全と環境に配慮した衣生活や現代の
衣生活の課題を認識し、その知識を身に
つけている。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・感想・ﾚﾎﾟｰﾄ・
資料収集状況・活用・分析状
況）
発表の様子・行動観察
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

生活ハンドブック

布、繊維見本

実験器具

布（基礎縫い・エプロン）

7
9

8
イ
ア
(ｱ)
(ｲ)

第２章
子どもと共に育つ

子どもの育つ力を
知る。

親として共に育つ

これからの保育環
境

子どもの育つ力と発達段階を
知る。
人生における親・家族や周囲
の人々の関わりの大切さを学
ぶ。

遊び、基本的生活習慣の形
成、食事、健康管理について
学ぶ。

愛着の形成と親としての成長
を理解する。

子どもを取り巻く社会変化の現
状について理解し、考える。
児童福祉の理念を理解し、子
育て支援の現状を学ぶ。

子どもの心身の発達について関心をも
ち、家族の果たす役割を考えようとして
いる。

子どもの発達や生活に関心を持ち、保育
の重要性や社会の果たす役割を考えよ
うとしている。

子どもを取り巻く環境や子育てにおける
課題に関心をもち、課題解決に向けて考
えようとしている。

児童虐待や育児不安の事例研究を通し
て、原因および解決について考えを深め
ようとしている。

子どもを取り巻く環境の変化と子どもを
生み育てることの意義、社会・地域・親の
果たす役割について考え、課題を見出
し、まとめたり、発表したりしている。

子どもの生活や子どもを取り巻く環境、
子育てにおける課題などについて、情報
を収集したり、調査することができる。

子どもの心身の発達について必要な知
識を身に付けている。

子育ての意義の重要性について理解し
ている。

子どもの心身の発達や生活と環境との
かかわりについて、家族及び地域や社
会の果たす役割を認識するために必要
な知識を身付けている。
社会全体で子育てを支援する必要性を
認識し、子どもの権利と福祉について理
解している。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・感想・ﾚﾎﾟｰﾄ・
資料収集状況・活用・分析状
況）
発表の様子・行動観察
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

胎児模型、赤ちゃん模
型、
絵本、折り紙
生活ハンドブック

9 1 ○
ウ

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ発表 夏休みの宿題を発表する。 生活上の課題を見い出し、その解決を目
指して科学的に探求し、まとめたり、発表
したりしている。

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実践に必要な知識を身
につけている。

ﾚﾎﾟｰﾄ・発表の様子・資料収集
状況・活用・分析状況

発表形式や時期の工夫

10 7
ウ

（ｱ）
（ｲ）

第７章
住生活をつくる

住生活について
考える

住生活の計画と選
択

これからの住生活

住居の機能や間取りの基礎知
識を理解する。。

住宅情報を読み取り、ﾗｲﾌｽﾃｰ
ｼﾞに合った住居を選ぶ。

住居を選ぶ際、室内外の環境
に着目し、安全性・快適性等を
考慮する必要性を学ぶ。

住環境における地域社会との
つながりの重要性を理解し、持
続可能な住生活とは何かを考
える。

生涯を見通し、住居の機能や住空間の
計画などについて関心を持ち、よりよい
住生活について考えようとしている。

先人の知恵を生かした快適な住生活や
住まい方や住環境について考えようとし
ている。

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙや価値観に応じた、生命と健康
を守るための暮らしのあり方について考
え、工夫している。
住宅情報を読み取って、比較し、目的に
応じた住宅について判断している。

家庭内事故など、近年の安全な住環境
の課題について考えを深め、まとめた
り、発表したりしている。

地球環境に配慮した快適な住環境や、
自然環境や社会環境と調和した住生活
について考え、まとめたり、発表したりし
ている。

よりよい居住環境を整備するために必要
な平面図を読み取ることができる。
自分の住まいの簡単な間取り図を描くこ
とができる。

家族構成やﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ、生活価値観に応
じた住空間の計画ができる。

健康や安全に配慮した室内整備や住環
境について情報を収集・整理し、検討す
ることができる。

住居の機能、平面表示記号や設備記号
など住宅情報を読み取るための知識を
身に付けている。

住空間の計画、住環境など、安全で快適
な住まいについて理解している。

安全と環境に配慮した住環境や現代の
住生活の課題を認識し、持続可能な住
生活のための知識を身に付けている。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・感想・ﾚﾎﾟｰﾄ・
資料収集状況・活用・分析状
況）
発表の様子・行動観察
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

生活ハンドブック



10
11

8

エ
イ
オ

（ｱ）
（ｲ）

第８章
経済生活を営む
職業生活を設計
する。

軽減税率を知り、
計画的に使う

国民経済・国際経
済と家庭の経済生
活

消費行動と意思決
定

現代の消費社会

これからの消費生
活と環境

高校三年時に成年となることを
踏まえ、生徒が経済的自立と
職業について主体的に考える
必要性を理解する。
生活の基盤となる家計管理の
重要性を認識する。

国際化・複雑化している経済社
会と家計との関係を理解する。

消費行動における自分の意思
決定の重要性とそのプロセス
を理解する。

ｷｬｯｼｭﾚｽ社会のﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄ
を考え、契約や消費者信用、
多重債務問題などを学習し、
消費者として適切な判断がで
きるようにする。
消費者基本法を通して、消費
者には権利と責任があることを
理解する。

大量消費から環境負荷の少な
いﾗｲﾌｽﾀｲﾙへの転換を考え、
持続可能な生活ができるよう
にする。

生涯を見通した生活における経済計画
について関心をもち、自立した消費者と
して行動しようとしている。

適切な情報の取捨選択や活用に関心を
もち、消費行動における意思決定の重要
性について考えようとしている。

消費生活における課題や消費者の権利
と責任について理解しようとする。

環境保全に対する社会全体の取り組み
や見通しの必要性から、持続可能な社会
に向けた消費行動をしようとしている。

家計の収入と支出から適切なマネジメン
トを考えまとめられる。

消費行動における意思決定について、
具体的な事例をふまえて主体的に考え
適切に判断することができる。

多発する消費者問題について、その原
因と対策について、具体的な事例を通し
て考え、まとめたり、発表したりしている

消費行動と環境とのかかわりについて、
自信の生活と関連させて課題を見出し、
生活の質を向上させるためにはどのよう
な消費生活を築けばよいかを考え、工夫
している。

家庭の経済生活の諸課題の具体的な事
例を収集・整理したり、生涯を見通した経
済計画を立てることができる。

給与、家計の収入と支出の成り立ちを理
解している。

自立した消費者として、多様な情報の中
から、適切な情報を取捨選択し、目的に
応じて活用する技術を身につけている。

身近な生活の中から、環境にかかわる
生活のしかたを点検し、生活様式の見通
しや環境に調和した生活など、自分の消
費行動を検証することができる

生涯を見通した経済計画の重要性につ
いて理解している。

軽減税率の内容を理解している。

家庭経済と国民経済のかかわり、家計
の管理や経済計画の重要性を理解して
いる。

消費行動における意思決定の重要性を
理解している。

消費者問題の現状や消費者の権利と責
任について理解している。

環境問題に配慮したｸﾞﾘｰﾝｺﾝｼｭｰﾏｰとな
ることが求められていることを理解し、家
庭生活と資源・環境とのかかわりについ
て自立した消費者になるための知識を身
に付けている。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・・資料収集状
況・活用・分析状況）
感想・発表の様子
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

11
12
1
2
3

20
イ
ア

（ｱ）
(ｲ)

第５章
食生活をつくる
食生活の課題に
ついて考える

食事と栄養・食品

食生活の安全と衛
生

生涯の健康を見
直した食事計画

調理の基礎

これからの食生活

日常の食生活を振り返り、食
生活の課題について考える。

日常的な食品の栄養的特質や
調理上の性質について科学的
に理解する。

食品の選択や調理の際の安全
に関する必要事項を学ぶ。

日本人の食事摂取基準や食品
群別摂取量の目安を知り、自
分や家族に当てはめ、各ﾗｲﾌｽ
ﾃｰｼﾞの栄養的特徴を知る。

基本的な調理技術を学び、日
常食を作れるようになる。

食生活の変化や問題点を知
り、環境や食料自給率の問題
を考える。生涯を通じて健康で
安全な食生活が営めるように
なる。

自分や家族の食生活に関心を持ち、食
生活と健康のかかわりを考え、意欲的に
食生活の改善・向上に取り組もうとしてい
る。

食品表示に関心を持ち、食生活の安全と
環境について考えようとしている。

食事調査や食品成分表を活用して栄養
計算し、食生活の問題点を考えようとし
ている。

調理実習や実験などに、積極的に取り組
もうとしている。

現代の食生活と食事の意義について思
考を深めている。

栄養と健康な食生活のかかわりについ
て具体的に考え、まとめることができる。

食品の購入から廃棄、環境とのかかわり
など、持続可能な食生活について考え工
夫している。

食事摂取基準や食品群別摂取量の目安
について、家族や自分の食生活と関連し
てまとめたり、発表している。

時間内に調理が完成できるよう、段取り
を考え、効率よく作業できるよう工夫して
いる。

食品をめぐる近年の事例から、食生活の
安全性や環境について思考を深めてい
る。

主体的に食生活を営むために必要な情
報を収集・整理し・検討することができ
る。

栄養、健康、コストなどいろいろな側面を
考えて、食品を選択できる。

食品成分表を活用して、栄養計算をする
ことができる。

食生活をよりよくするための調理に関す
る基礎的・基本的な技術を身につけてい
る。

栄養・食品・調理及び食品衛生など、食
事と健康とのかかわりについて理解して
いる。

現代の食生活の課題、食品の安全性と
環境についての課題を認識し、その知識
を身に付けている。

調理実習を通して、食生活の自立に必
要な知識を身につけている。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・感想・ﾚﾎﾟｰﾄ・
資料収集状況・活用・分析状
況）
発表の様子・行動観察
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

生活ハンドブック
食品成分表

食品見本

クッキングブック

3 1 カ

第９章
生活を設計する
生涯を見通す

今までの学習を踏まえ、ｷｬﾘｱ
の視点から生涯の生活設計に
必要な要素をまとめる。
自分の目指すﾗｲﾌｽﾀｲﾙを考え
高校卒業後の生活設計を立
て、4月に作成した曼荼羅ﾁｬｰﾄ
を修正する。

生涯を見通した自己の生活設計につい
て関心を持ち、自己のﾗｲﾌｽﾀｲﾙや生活
資源の活用の観点から、将来の生活設
計について考えようとしている。

資源を有効活用した生活設計について
考え、工夫している。
自己実現を目指して、生活設計を考え、
まとめたり、発表したりしている。

生活設計の立案に必要な情報を収集、
整理し、検討を行い、具体的な生活設計
を立てることができる。

充実した人生を送るために、生涯を見通
した生活設計の必要性を理解している。
生活設計の意義や生活設計に必要な要
素など、生活設計を行うために必要な知
識を身につけている。

ノート（ﾜｰｸｼｰﾄ・・資料収集状
況・活用・分析状況）
感想・発表の様子
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ

県の「わたしのしあわせﾗ
ｲﾌﾌﾟﾗﾝ」
4月作成、曼荼羅ﾁｬｰﾄ



科目名 学科名 対象学年 単位数

社会と情報 普通科（高入生） 1年 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

　情報の特徴と情報化が社会に
果たす役割や及ぼす影響に関心
をもち、身のまわりの問題を解
決するために、情報機器や情報
通信ネットワークを活用し、情
報社会に積極的に参画しようと
する。

　情報や情報社会における身の
まわりの問題を解決するため
に、情報の特徴と情報化が社会
に果たす役割と及ぼす影響につ
いて、思考を深め、適切に判断
し表現している。

　情報機器や情報通信ネット
ワークなどを適切に活用して情
報を収集、処理、表現するため
の技能を身に付け、効果的にコ
ミュニケーションを行ってい
る。

　情報機器や情報通信ネット
ワークなどを適切に活用して情
報を収集、処理、表現するため
の知識を身に付け、情報の特徴
と情報化が社会に果たす役割と
及ぼす影響を理解している。

　情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させ、情報機器や情報通信ネットワークなど
を適切に活用して情報を収集、処理、表現するとともに効果的にコミュニケーションを行う能
力を養い、情報社会に積極的に参画する態度を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　情報科　概要

福井県立高志高等学校　普通科

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版・社会と情報Next
数研出版・社会と情報Nextサポートノート
東京書籍・WordExcelPowerPointの基本操作



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 （実習） 知識・理解

序編　情報とメディア 第1章　情報とメディアの特徴

第2章　コンピュータの活用

第2編　ディジタル情報
と情報の活用

第1章　情報のディジタル表現

第2章　情報の表現と伝達

第4編　望ましい情報社
会の構築

第1章　情報社会における問題解決

第2章　情報システム

1

・身のまわりで使われているコン
ピュータや情報システムに関心をもっ
ている。
・生活の安全のために情報技術が使わ
れていることについて関心をもってい
る。
・人にとって利用しやすいユーザイン
タフェースについて関心をもってい
る。
・バリアフリーやユニバーサルデザイ
ンについて関心をもっている。

・身のまわりでどのようなところにコ
ンピュータが使われているか考え、そ
の結果を適切に表現している。
・生活の安全のために情報技術がどの
ような場所でどのように使われている
か考え、判断している。
・人にとって利用しやすいユーザイン
タフェースとはどのようなものか考
え、その結果を適切に表現している。
・バリアフリーやユニバーサルデザイ
ンの必要性について考え、その結果を
適切に表現している。

・身のまわりで使われている
コンピュータや情報システム
について、インターネットな
どを利用して調べることがで
きる。
・生活の安全のために情報技
術がどのような場所で使われ
ているか、インターネットな
どを利用して調べることがで
きる。
・GUIを効果的に活用するため
の技能を身に付けている。

・問題解決を行うために、情
報機器を効果的に活用するこ
とができる。

・問題解決を行うためのプロセスを理
解している。
・各プロセスの手順や方法を理解して
いる。

・ワークシート
の記述内容の分
析
・実習提出物

・身のまわりでコンピュータや情報シ
ステムがどのように利用されているか
理解している。
・生活の安全のために、どのような場
所でどのように情報技術が使われてい
るか理解している。
・生活の安全のために使われている情
報技術のよい点や問題点を理解してい
る。
・ユーザビリティやアクセシビリティ
について理解している。
・ユーザインタフェースに関する技術
について理解している。
・バリアフリーやユニバーサルデザイ
ンについての知識を身に付け、その必
要性や重要性を理解している。

・ワークシート
の記述内容の分
析

・ワークシート
の記述内容の分
析

5

6

7

9

14

・情報を発信することや情報伝達のメ
ディアに関心をもち、情報を適切に発
信しようとしている。
・情報を発信するときの注意点に関心
をもち、積極的に活用しようとしてい
る。
・コンピュータを活用して、多様な形
態の情報を統合することやわかりやす
く表現することに関心をもち、積極的
に工夫している。
・プレゼンテーションの実施や資料作
成に関心をもち、積極的にとり組もう
としている。

・情報発信の目的に応じて情報伝達の
メディアを適切に選択している。
・情報を発信する際に、著作権や個人
情報の保護について考え、適切に情報
を扱っている。
・多様な形態の情報をどのように活
用・表現すればよいか考え、その結果
を適切に表現している。
・プレゼンテーションの目的や対象者
をふまえて、効果的なプレゼンテー
ションを考えている。

・情報発信の目的に応じて適
切なメディアで発信すること
ができる。
・情報のデータ量を調べ、圧
縮などの適切な方法でデータ
量を小さくすることができ
る。
・多様な形態の情報を統合化
し、伝えたい情報をわかりや
すく表現することができる。
・プレゼンテーションソフト
ウェアを活用するための技能
を身に付けている。

・ワード
2、
エクセル
3、
パワーポイ
ント7

・情報伝達のメディアの性質を理解し
ている。
・情報を発信するときの注意点につい
て理解している。
・多様な形態の情報を統合化し、伝え
たい情報をわかりやすく表現するため
に必要な知識を身に付けている。
・プレゼンテーションの実施や資料作
成のための知識を身に付けている。

・ワークシート
の記述内容の分
析
・実習提出物

1

・ディジタル情報がどのように表され
るかについて関心をもち、積極的に活
用しようとしている。
・数値の情報がディジタル情報として
どのように表されるかについて関心を
もっている。
・文字、音、画像、動画の情報がディ
ジタル情報としてどのように表される
かについて関心をもっている。
・データ圧縮のしくみについて関心を
もち、積極的に活用しようとしてい
る。

・2進数と10進数の変換の方法について
考え、その結果を適切に表現してい
る。
・限られたビット数で数値を表現する
方法について考え、その結果を適切に
表現している。
・文字を文字コードで表現する方法に
ついて考え、その結果を適切に表現し
ている。
・音、画像、動画をディジタル化する
方法について考え、その結果を適切に
表現している。
・データ圧縮のしくみについて考え、
その結果を適切に表現している。

・2進数と10進数の変換を行う
ことができる。
・文字を文字コードを使って
表すことができる。
・教科書の図のアナログ信号
を、手作業で標本化、量子
化、コード化して、ディジタ
ル情報に変換することができ
る。
・画像の解像度や階調を変え
ることができる。
・動画を再生することができ
る。
・フレームレートから動画に
必要な静止画の枚数を計算す
ることができる。
・データを圧縮・展開した
り、静止画や動画のファイル
形式を変換したりすることが
できる。

・問題解決やその方法について関心を
もち、主体的に問題の解決を図ろうと
している。
・具体的な問題解決の手順を学ぼうと
している。

・問題解決のプロセスについて考え、
その結果を適切に表現している。

4

2

・「情報」がもつ意味やはたらきにつ
いて関心をもっている。
・情報の信頼性や情報を検証する方法
について関心をもち、積極的に情報を
検証しようとしている。
・さまざまな情報の表現形式について
関心をもっている。
・アナログとディジタルのちがいにつ
いて関心をもっている。

・「情報」がもつ意味やはたらきにつ
いて考え、その結果を適切に表現して
いる。
・情報の価値や信頼性、情報を検証す
る方法について考え、判断し、その結
果を適切に表現している。
・情報を表現する際の適切な表現形式
について考え、判断している。
・アナログとディジタルのちがいにつ
いて考え、適切に判断している。

・情報を適切に収集、処理、
表現するための技能を身に付
けている。
・一次情報を調べたり、クロ
スチェックを行って情報を検
証したりするための技能を身
に付けている。
・失われる情報とつけ加わる
情報に注意して、情報の表現
形式を適切に変換することが
できる。
・長さなどのアナログ情報を
適切に読みとり、ディジタル
情報として表現することがで
きる。

・コン
ピュータロ
グオンなど
ＣＡＩ実習
環境の確認
1

・「情報」がもつ意味やはたらきにつ
いて理解している。
・一次情報・二次情報といった情報の
種類について理解している。
・情報を検証する必要性や情報の信頼
度を判断する方法について理解してい
る。
・さまざまな情報の表現形式について
理解している。
・情報の適切な表現形式や表現形式を
変換すると失われる情報やつけ加わる
情報があることについて理解してい
る。
・アナログとディジタルのちがいにつ
いて理解している。
・ディジタル情報の利点と欠点を理解
している。

・ワークシート
の記述内容の分
析

・コンピュータの本体や周辺装置に関
心をもち、積極的に活用しようとして
いる。
・OSやアプリケーションなどのソフト
ウェアに関心をもち、積極的に活用し
ようとしている。
・サーチエンジンの種類や活用のしか
たについて関心をもち、積極的に活用
しようとしている。

・コンピュータの中のCPUやメモリ、補
助記憶装置の役割について考えてい
る。
・OSやユーザインタフェースの役割に
ついて考えている。
・サーチエンジンを利用する際に適切
なキーワードや効果的な検索条件を考
えている。

・コンピュータの基本的な操
作ができる技能を身に付けて
いる。
・USBメモリなどの補助記憶装
置を適切に利用することがで
きる。
・ファイルやフォルダを適切
に扱うことができる。
・ロボット型とディレクトリ
型のサーチエンジンを適切に
使いこなすことができる。

・コンピュータの基本的な構成につい
て理解している。
・コンピュータ本体のはたらきや補助
記憶装置の種類や特徴などについて理
解している。
・OSの役割について理解している。
・サーチエンジンのしくみや情報を絞
りこむための方法について理解してい
る。

・ワークシート
の記述内容の分
析

・ビット、バイトの概念や、ディジタ
ル情報の量の単位について理解してい
る。
・2進数と10進数の変換のしかたについ
て理解している。
・文字コードのしくみやフォントの特
徴について理解している。
・音、画像のディジタル化のしくみに
ついて理解している。
・画像を扱うソフトウェアやファイル
形式についての知識を身に付けてい
る。
・動画が動いて見えるしくみを理解し
ている。
・データ圧縮のしくみや利点について
理解している。
・静止画、音声、動画のファイル形式
の特徴を理解している。

「社会と情報」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 （実習） 知識・理解

「社会と情報」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

第1編　情報社会と情報
モラル

第1章　人・社会とのかかわり

第2章　技術とのかかわり

第3章　法とのかかわり

第3編　情報通信ネット
ワーク

第1章　コミュニケーション手段の
発達

第2章　インターネットのしくみ

まとめ これまでのまとめ

・ワークシート
の記述内容の分
析

・これまでに学習したことに
ついて、必要な技能を身に付
けたり、利用することができ
たりしている。

・これまでに学習したことについて、
知識を身に付けたり、理解したりして
いる。

・情報通信技術の進展がコミュニケー
ション手段を変化させてきたことにつ
いて考え、その結果を適切に表現して
いる。
・マスコミュニケーションの進展によ
る情報発信の変化について考えてい
る。
・LANやインターネットなどのコン
ピュータによる通信の発達とその影響
について考えている。

・モールス符号で短い情報を
表現することができる。
・マスコミュニケーションを
適切に選択し、利用すること
ができる。
・コンピュータをLANで接続す
るために必要な技能を身に付
けている。

・情報通信技術の進展がコミュニケー
ション手段を変化させてきたことを理
解している。
・マスコミュニケーションの進展につ
いて理解している。
・コンピュータによる通信の進展や、
LAN、WAN、インターネットなどに関す
る知識を身に付けている。

・ワークシート
の記述内容の分
析
・実習提出物

・情報通信ネットワーク上で情報を伝
達するためには、プロトコルが必要で
あることについて理解している。
・インターネットの通信プロトコル
は、役割によって複数のプロトコルが
存在することについて理解している。
・パケット交換方式による通信のしく
みや、その利点と欠点を理解してい
る。
・データの誤りの検出や、パケット損
失の検出のしくみを理解している。
・IPアドレス、ドメイン名、DNSのしく
みを理解している。
・電子メールアドレスの構成や、電子
メールの送受信のしくみについて理解
している。
・ウェブページの特徴やその閲覧のし
くみについて理解している。
・URLの構成や意味について理解してい
る。

・ワークシート
の記述内容の分
析
・実習提出物

・コミュニケーションの手段として通
信が発達してきた歴史に関心をもって
いる。
・マスコミュニケーションの進展に関
心をもっている。
・LANやインターネットなどのコン
ピュータによる通信に関心をもち、積
極的に活用しようとしている。

2

3

2

・情報通信ネットワーク上で通信する
ためのプロトコルについて関心をもっ
ている。
・インターネットの通信のしくみにつ
いて関心をもっている。
・パケット交換方式による通信に関心
をもっている。
・通信の信頼性を高めるしくみに関心
をもっている。
・IPアドレスやドメイン名のしくみに
関心をもっている。
・電子メールの送受信のしくみについ
て関心をもっている。
・ウェブページを閲覧できるしくみに
ついて関心をもっている。

・情報を伝達するためにはプロトコル
が必要であることについて考えてい
る。
・インターネットのプロトコルが4階層
で構成されていることについて考え、
判断している。
・パケット通信の利点と欠点について
考え、判断している。
・パリティ検査による誤り検出のしく
みについて考え、その結果を適切に表
現している。
・ドメイン名の階層構造やDNSの利点に
ついて考えている。
・電子メールの送受信のしくみについ
て考えている。
・ハイパーテキストの利点やURLの構成
のしくみについて考え、その結果を適
切に表現している。

・身近なプロトコルを例にあ
げて説明することができる。
・インターネットのプロトコ
ルを適切に説明することがで
きる。
・パリティビットによる誤り
の検出を行うことができる。
・ドメイン名からIPアドレ
ス、IPアドレスからドメイン
名を調べることができる。
・電子メールの送受信を行う
ことができる。
・URLを入力したり、ブック
マーク機能を利用したりし
て、ウェブブラウザを利用す
ることができる。

2

・これまでに学習したことについて、
関心をもち、積極的に活用しようとし
ている。

・これまでに学習したことについて、
適切に考えたり、判断したり、あるい
は表現したりしている。

・ユーザ認証やアクセス制御など、情
報セキュリティを確保するために必要
な知識を身に付けている。
・通信の秘密を守る必要性と暗号のし
くみを理解している。
・サイバー犯罪や情報の流出などの現
状を知るとともに、セキュリティ対策
の必要性やその方法を理解している。
・コンピュータウイルスが社会に及ぼ
す影響について理解している。
・コンピュータウイルスへの対策の重
要性とその方法を理解している。

・ワークシート
の記述内容の分
析

11

12

1

9

・著作権などの知的財産権の保護につ
いて関心をもち、法律を守ろうとして
いる。
・個人情報やプライバシーを保護する
ことについて関心をもち、個人の責任
を果たそうとしている。

・著作権などの知的財産権を保護する
ことの必要性について考え、判断し、
その結果を適切に表現している。
・情報を保護するための法律や個人の
責任について考察し、その結果を適切
に表現している。

・著作権などの知的財産権を
侵害せずに、情報機器を活用
することができる。
・個人情報やプライバシーを
保護し、法律を守って情報技
術を活用することができる。

・実習内容
のまとめと
応用(場合
により探究
活動などと
関連)6

・著作権などの知的財産権を保護する
必要性や、その法律の目的について理
解している。
・個人情報やプライバシーの保護に関
連する法律の意義や内容について理解
している。

・情報化が社会に及ぼす影響と課題に
ついて理解している。
・情報技術が生み出した問題について
理解している。
・インターネットに適切に情報を発
信・活用するための知識を身に付けて
いる。
・電子メールの特徴や適切に利用する
ための注意点について理解している。
・ネット上のトラブルを回避し、イン
ターネットを適切に活用するための知
識を身に付けている。
・迷惑メールが社会に及ぼす影響とそ
の対策方法について理解している。
・ネット上の詐欺や架空請求などの問
題が、社会に及ぼしている影響につい
て理解している。

・ワークシート
の記述内容の分
析

10

2

・情報社会が人に及ぼす影響や問題点
について関心をもっている。
・インターネットの特性について関心
をもち、インターネットを適切に活用
しようとしている。
・電子メールを利用してコミュニケー
ションを行うことに関心をもち、適切
に活用しようとしている。
・ネット上のトラブルや迷惑メールへ
の対策について関心をもち、主体的に
対応しようとしている。
・ネット上の詐欺や架空請求などの問
題について関心をもっている。

・社会の情報化が人に及ぼしている影
響について考え、判断している。
・インターネットに情報を発信する際
に注意すべき点について考え、適切に
情報を発信している。
・電子メールを適切に活用するために
注意すべき点について考え、適切に判
断し、利用している。
・ネット上のトラブルの原因や対策に
ついて考え、その結果を適切に表現し
ている。
・迷惑メールの対策について考え、そ
の結果を適切に表現している。
・ネット上の詐欺や架空請求の被害に
あわないように、適切な対応について
考え、判断している。

・心身への悪影響がないよう
に、情報機器を適切に利用す
ることができる。
・インターネットを適切に活
用してコミュニケーションを
行うことができる。
・電子メールを送受信するた
めに必要な技能を身に付けて
いる。
・迷惑メールの対策を行うた
めの技能を身に付けている。
・ネット上の詐欺や架空請求
の被害にあわないように、適
切にインターネットを利用す
ることができる。

2

・ユーザ認証やアクセス制御など、情
報セキュリティを確保するための方法
に関心をもっている。
・情報セキュリティを高めるための暗
号やディジタル署名などの技術に関心
をもち、主体的に対応しようとしてい
る。
・サイバー犯罪や情報の流出などへの
セキュリティ対策に関心をもち、主体
的に対応しようとしている。
・コンピュータウイルスが社会に及ぼ
す影響とその対策について関心をも
ち、個人の責任を果たそうとしてい
る。

・セキュリティを確保するために、
ユーザ認証やアクセス制御などの必要
性について考え、判断している。
・通信の秘密を守るために、どのよう
な場面で暗号やディジタル署名などの
技術が必要かを考え、判断している。
・サイバー犯罪や情報の流出などへの
セキュリティ対策の必要性について考
え、適切に判断し、対応している。
・コンピュータウイルスが社会に及ぼ
す影響について考え、判断し、その結
果を適切に表現している。

・ユーザ認証を適切に行うた
めの技能を身に付けている。
・コンピュータウイルスへの
対策を行うことができる。
・パソコンのセキュリティ対
策を適切に行うことができ
る。
・セキュリティ対策ソフトを
適切に活用することができ
る。



学校名　　　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

ＫｏＡ－Ｓ・Ⅰ 普通科 １年 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 調査・研究の技能 知識・理解

・幅広い問題に関心を持ち，自
身の研究テーマと関連づけて，
探究を深めることができる。
・積極的に質問や議論を行い，
相互に理解を深め研究の質を向
上させることができる。

・調査・研究・観察・実験等を
通して，事象を客観的に捉え，
分析的・総合的に考察して，根
拠を示して論理的に表現でき
る。
・他の研究を正確に理解し，自
らの意見や質問を論理的に表現
することができる。

・調査・研究・観察・実験等の
方法を理解し，改善を重ねて科
学的に探究することができる。

・自分たちの調査研究や他のグ
ループからの指摘などを理解
し，適切に活用して研究を深化
させることができる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　サイエンスフロンティア　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし

①幅広い分野に興味を持ち，科学や科学技術と社会の課題を知る。
②調査・研究・発表・議論の基本的な技能を身に付ける。
②ミニ課題研究を通して，調査研究やデータ処理，分析・まとめ・発表・議論など課題解決に
　必要な能力を習得する。



学校名・学科・学年　　　　福井県立高志高等学校・普通科・１年

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 調査研究の技能 知識・理解

４月
ガイダンス
リレー講座

・年間計画の確認。
・リレー講座
　　「言語技術基礎」

4

・幅広い領域，多様な課題に興味を
持ち知識を吸収しようとしている。

・科学や技術と社会の関わりについ
て客観的な事実を元に考察すること
ができる。

・講座で扱われた内容について，自
分自身の問題意識とも関連づけて理
解している。

ワークシート
レポート

５月
６月
７月

リレー講座

・リレー講座
　　「身の回りに潜む数学」
　　「自然と人間」
　　「人間生活と科学」 9

・幅広い領域，多様な課題に興味を
持ち知識を吸収しようとしている。

・科学や技術と社会の関わりについ
て客観的な事実を元に考察すること
ができる。

・講座で扱われた内容について，自
分自身の問題意識とも関連づけて理
解している。

ワークシート
レポート

９月 ミニ課題研究

・テ－マ設定の方法
・課題研究のすすめ方
・テーマ設定
・研究計画作成 4

・主体的に課題を探し，具体的な方
法で調査研究を進めようとしてい
る。

・適切なサイズの課題を設定し，全
体計画と各自の課題を把握し，適切
に方針を立て，具体的に計画してい
る。

・研究課題や現状を的確に把握・分
析し，具体的かつ現実的な実験計画
に反映している。

・各自が研究の目標や研究手法，課
題等について正確に理解している。

ワークシート
探究ノート

10月
11月
12月

ミニ課題研究

・各自のテーマ，計画に沿って調
査・研究を行う
・発表会に向けて収集した情報の整
理と分析を行う。 10

・課題解決に関心を持ち、積極的に
粘り強く取り組んでいる。

・情報を適切に取捨選択し，必要な
質・量の情報を適切に効率的に収集
している。
・他の生徒と積極的な議論を行い研
究の改善に生かすことができる。

・調査・研究・観察・実験等の方法
を理解し，適切に実行できる。

・各自の調査研究で得た情報を適切
に記録・把握し，論理的に分析して
いる。

探究ノート

１月
発表準備
２年生研究発表会

・研究結果をまとめ，レポート，ポ
スター，発表資料を作成する。
・効果的な発表を計画・準備する。
・２年生発表会に参加する。 3

・研究成果をわかりやすく伝えるこ
とができるよう，工夫を重ねてい
る。
・聞き手に配慮しわかりやすく発表
し，積極的に議論しようとしてい
る。

・研究成果を客観的・論理的に分析
し，適切な考察を加えて，今後の研
究課題を含めてわかりやすくまとめ
ている。

・準備中の議論を通じて得たアドバ
イスを研究のまとめに生かすことが
できる。

・各自の調査研究で得た情報を適切
に記録・把握し，論理的に分析して
いる。

探究ノート

２月
３月

課題研究発表

・研究結果をまとめ，レポート，ポ
スター，発表資料を作成する。
・効果的な発表を計画・準備する。
・領域別発表会

5

・研究成果をわかりやすく伝えるこ
とができるよう，工夫を重ねてい
る。
・聞き手に配慮しわかりやすく発表
し，積極的に議論しようとしてい
る。
・指摘を率直に受け入れて前向きに
改善を図ろうとする。

・発表会を受けて各自の問題意識を
深め興味を広げている。

・次年度の課題研究に向けて，各自
で収集すべき情報を整理することが
できる。

・発表会での議論や指摘を理解し，
整理してまとめ記録に残すことがで
きる。

探究ノート
発表
発表資料
レポート
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「ＫｏＡ－Ｓ・Ⅰ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法


